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［
論
文
要
旨
］

　江
戸
幕
府
に
よ
り
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
七
月
十
一
日
付
で
出
さ
れ
た
「
神
社
条
目
」
に
よ
り
、

ト
部
吉
田
家
は
こ
れ
を
テ
コ
に
諸
国
の
神
社
・
神
職
を
支
配
下
に
お
く
べ
く
、
神
道
裁
許
状
の
交
付
、

官
位
の
執
奏
等
を
通
し
て
そ
の
推
進
を
は
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し
た
の
が
、
第
三
条
お
よ

び
第
二
条
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
二
条
の
条
文
に
は
吉
田
家
が
格
別
の
位
置
に
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
限
界
も
あ
っ
た
。

　そ
こ
で
、
吉
田
家
で
は
、
諸
社
家
の
官
位
執
奏
権
を
公
認
さ
れ
る
よ
う
寛
文
八
年
十
月
出
願
す
る

に
よ
り
、
幕
府
は
京
都
所
司
代
を
し
て
朝
廷
の
評
議
を
要
め
る
。
か
く
て
時
の
関
白
鷹
司
房
輔
と
吉

田
家
に
肩
入
れ
す
る
武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
と
の
問
で
激
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
朝
廷
内
の
意
見
は
一
致
を
み
な
い
ま
ま
、
翌
々
年
八
月
幕
府
の
裁
許
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
そ
れ
よ
り
四
年
後
の
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
至
り
幕
府
の
結
論
が
出
さ
れ
る
。「
寛

文
九
年
吉
田
執
奏
一
件
争
論
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
り
、幕
府
は
儒
者
林
春
齋
（
弘
文
院
）

に
こ
の
一
件
に
関
す
る
勘
文
を
上
呈
さ
せ
、『
吉
田
勘
文
』
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

　本
稿
は
、『
吉
田
勘
文
』
を
具
体
的
に
検
討
し
、
執
奏
一
件
争
論
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
通
し
、
吉
田
家
の
諸
社
家
官
位
執
奏
運
動
の
方
針
、
朝
廷
や
幕
府
の
対
応
の
在
り
方
を
明
ら
か
に

し
、「
神
社
条
目
」
の
理
念
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
一
件
に
つ
き
、
京
都
所
司
代
を
以
て
幕
府
の
裁
許
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
吉
田

家
の
望
み
が
全
く
は
否
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
幕
府
の
方
針
の
転
換
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

一
方
、
吉
田
家
で
も
諸
社
家
の
官
位
執
奏
問
題
は
そ
の
後
も
主
張
を
継
続
し
て
い
き
、
幕
府
も
そ
の

対
応
を
微
妙
に
変
え
て
い
く
。
最
後
に
、
幕
末
ま
で
の
大
き
な
流
れ
に
基
軸
を
す
え
見
て
お
い
た
。

は
じ
め
に

❶『
吉
田
勘
文
』に
つ
い
て

❷
寛
文
九
年
の
吉
田
執
奏
一
件
争
論

❸
吉
田
家
の
諸
社
家
官
位
執
奏
一
件
に
対
す
る
幕
府
裁
許

お
わ
り
に

付

　『吉
田
勘
文
』本
文
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は
じ
め
に

　江
戸
幕
府
の
寺
社
統
制
の
基
本
と
な
っ
た
の
は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
年
）
七

月
十
一
日
付
で
出
さ
れ
た
三
つ
の
法
令
、
す
な
わ
ち
「
寺
院
条
目
」
九
ケ
条
、「
寺

院
下
知
状
」
五
ケ
条
、「
神
社
条
目
」
五
ケ
条
で
あ
っ
た
。「
神
社
条
目
」
は
こ
れ
ま

で
「
諸
社
禰
宜
神
主
等
法
度
」
の
称
で
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第

一
条
の
書
出
し
の
文
言
に
よ
り
便
宜
的
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、 

こ
れ
が
機
能
し
た
江

戸
時
代
に
お
い
て
は
決
し
て
こ
の
よ
う
な
称
さ
れ
方
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

「
神

社
条
目
」 

と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
、 

こ
の
写
は
全
国
に
触
渡
さ
れ
た
が
、 

将
軍
の
朱

印
が
捺
さ
れ
た
本
紙
は
卜
部
吉
田
家
に
下
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
こ
の
「
神

社
条
目
」
は
将
軍
の
代
替
り
毎
に
書
改
め
ら
れ
、
領
知
朱
印
状
と
セ
ッ
ト
で
吉
田
家

に
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（
（
（

。 

　こ
れ
ら
寺
社
に
対
す
る
三
つ
の
法
令
は
、
幕
府
が
全
国
の
寺
院
・
神
社
も
ま
た
そ

の
統
制
下
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
条
文
も
一
般
的
な
内
容
で
あ
る

が
、
こ
の
う
ち 

「
神
社
条
目
」 

に
つ
い
て
は
、
吉
田
家
が
格
別
の
位
置
づ
け
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
第
二
条
の
「
社
家
位
階
、 
従
前
々
以
伝

　奏
遂

昇
進
輩
者
、
弥
可
為
其
通
事
」、
第
三
条
の
「
無
位
之
社
人
、
可
着
白
張
、
其
外
之

装
束
者
、
以
吉
田
之
許
状
、
可
着
之
事
」 

の
二
ヶ
条
は
、
吉
田
家
に
と
っ
て
極
め
て

有
利
な
条
文
で
あ
っ
た
。 

　

｢

神
社
条
目
」
の
日
付
は
寛
文
五
年
七
月
十
一
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
吉

田
家
が
こ
の
条
目
の
本
紙
を
幕
府
か
ら
下
付
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
五
ケ
月
後
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
時
に
十
三
歳
で
あ
っ
た
吉
田
家
の
当
主
兼
連
が
後
見
人
の

萩
原
員
数
な
ど
と
共
に
江
戸
に
下
向
し
た
の
は
、
十
一
月
三
日
の
こ
と
で
あ
り
、
兼

連
・
員
数
同
道
し
て
江
戸
城
に
登
り
、
白
書
院
溜
り
間
に
て
老
中
列
座
の
も
と
に

吉
田
・
萩
原
両
家
の
家
領
朱
印
状
を
下
付
さ
れ
、「
神
社
条
目
」 

を
渡
さ
れ
た
の
は
、

十
二
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
吉
田
家
は
こ
の
「
神
社
条
目
」
の
受
領
に
よ
り
、

こ
れ
を
テ
コ
に
諸
国
の
神
社
・
神
職
を
そ
の
支
配
下
に
お
く
べ
く
、
神
道
裁
許
状
の

交
付
、
官
位
の
執
奏
等
を
通
し
て
そ
の
推
進
を
は
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し

た
の
が
、
第
三
条
お
よ
び
第
二
条
で
あ
っ
た
。
但
し
第
二
条
の
条
文
に
は
吉
田
家
が

格
別
の
位
置
に
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
限
界
も
あ
っ

た
（
（
（

。 　そ
こ
で
、
吉
田
家
で
は
、 

諸
社
家
の
官
位
執
奏
権
を
公
認
さ
れ
る
よ
う
に
寛
文
八

年
十
月
幕
府
に
出
願
す
る
に
よ
り
、
幕
府
は
京
都
所
司
代
を
し
て
朝
廷
の
評
議
を
要

め
る
。
こ
の
評
議
は
時
の
関
白
鷹
司
房
輔
と
吉
田
家
に
肩
入
れ
す
る
武
家
伝
奏
飛
鳥

井
雅
章
の
間
で
鋭
く
意
見
の
対
立
を
み
、
数
度
の
問
答
に
及
ぶ
一
大
争
論
と
な
る

が
、
朝
廷
内
の
意
見
は
一
致
を
み
な
い
ま
ゝ
、
翌
々
年
八
月
幕
府
の
裁
許
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
よ
り
四
年
後
の
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
至

り
幕
府
の
結
論
が
示
さ
れ
る
。「
寛
文
九
年
吉
田
執
奏
一
件
争
論
」 

と
い
わ
れ
る
も

の
が
こ
れ
で
あ
り
、
幕
府
は
儒
者
林
春
齋
（
弘
文
院
）
に
こ
の
一
件
に
関
す
る
勘
文

を
上
呈
さ
せ
、『
吉
田
勘
文
』 

と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
。 

　『
吉
田
勘
文
』 

所
収
の
文
書
は
、
吉
田
神
道
の
普
及
ま
た
そ
の
批
判
に
関
す
る
諸

問
題
を
考
え
る
と
き
常
に
関
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
吉
見
幸
和

（
（
（

、 

平
田
篤
胤

（
（
（

等

が
吉
田
神
道
の
批
判
に
お
い
て
対
象
と
し
、
ま
た
問
題
と
し
た
の
も
こ
れ
ら
の
文
書

で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
一
件
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、 

吉
田
神
道
に
関
す
る
多
く
の

研
究
の
な
か
で
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が

（
（
（

、
必
ず
し
も
全
体
的
な
把
握
が
な
さ
れ
位

置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
ゝ
難
い
。 

　そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
『
吉
田
勘
文
』
を
具
体
的
に
分
析
検
討
し
、
寛
文
九

年
の
吉
田
執
奏
一
件
争
論
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
吉
田
家
の
諸

社
家
官
位
執
奏
運
動
の
方
針
、
朝
廷
や
幕
府
の
対
応
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
、

「
神
社
条
目
」
の
理
念
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 

❶『
吉
田
勘
文
』に
つ
い
て
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　（1
）『
吉
田
勘
文
』の
諸
本
と
構
成

　吉
田
家
が
諸
社
家
の
官
位
執
奏
を
幕
府
に
願
い
出
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
廷
に
お
い

て
展
開
さ
れ
た
争
論
に
関
す
る
一
件
文
書
を
纏
め
、
林
弘
文
院
の
勘
文
等
を
付
し
た 

『
吉
田
勘
文
』 

は
、 

別
の
名
称
で
伝
存
し
て
い
る
も
の
も
含
め
、 

主
な
も
の
に
次
の
如

き
写
本
が
あ
る
。

　Ⅰ
、
吉
田
勘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　一

冊

　内
閣
文
庫
所
蔵
（
（（7 

（7（
） 

　Ⅱ
、
吉
田
勘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　一

冊

　内
閣
文
庫
所
蔵
（
（（（ 

（66
） 

　Ⅲ
、
吉
田
家
文
書
旧
記
写

　
　
　
　
　一

冊

　京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　内
閣
文
庫
所
蔵
の
Ⅰ
・
Ⅱ
は
、 

い
ず
れ
も
浅
草
文
庫
本
で
、 

Ⅰ
の
方
が
書
風
堂
々

と
し
（
但
し
数
筆
か
ら
成
る
） 

善
本
で
あ
る
。
Ⅱ
は
Ⅰ
よ
り
書
写
年
代
が
少
し
下
る

よ
う
で
あ
る
が
、
収
載
文
書
の
後
に
誰
々
の
書
付
・
差
出
日
な
ど
の
朱
書
の
注
記
が

あ
る
点
は
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
Ⅲ
・
Ⅳ
は
Ⅱ
と
同
本
で
あ
る
。
Ⅴ
は
鷹
司
房

輔
方
差
出
分
の
文
書
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
点
が
他
と
相
違
し
、 
詳
し
い
注
記
が
あ

る
点
が
貴
重
で
あ
る
。『
吉
田
勘
文
』 

は
す
で
に 

『
神
道
大
系

　卜
部
神
道

（下）
』 

で

翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、 

そ
の
底
本
は
Ⅰ
の
よ
う
で
あ
る
。 

誤
読
少
な
か
ら
ず
、 

読
点

の
振
り
誤
り
等
も
多
い
の
で
、
改
め
て
全
文
を
巻
末
に
付
印
す
る
こ
と
に
す
る
。 

　さ
て
、
全
体
の
構
成
で
あ
る
が
、
最
初
に
寛
文
五
年
の
「
神
社
条
目
」
が
据
え
ら

れ
、
以
下
二
十
三
通
の
文
書
が
（
実
際
は
二
十
六
通
）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
次
い

で
こ
れ
ら
の
概
要
を
記
し
た
「
二
十
三
通
之
要
文
」、「
弘
文
院
勘
文
」（
延
宝
二
年

八
月
）、 「
別
紙
愚
見
」
が
あ
り
、
最
後
に
「
京
都
所
司
代
永
井
伊
賀
守
覚
」（
延
宝

二
年
寅
八
月
十
七
日
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

　行
論
の
都
合
上
、
Ⅱ
に
付
さ
れ
て
い
る
文
書
番
号
・
注
記
を
参
考
に
し
て
、

二
十
三
通
の
文
書
名
・
年
次
・
関
連
を
明
ら
か
に
し
、『
吉
田
勘
文
』
所
収
文
書
を

一
覧
表
に
纏
め
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。（

　
　
　） 

内
は
推
定
を
示
す
。

文

　書

　名

年

　紀

宛

　所

備

　考

神
社
条
目

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

（（）

吉
田
兼
連
内
願
書
案

（
寛
文
八
年
）十
月
八
日

（
板
倉
内
膳
正
）

（（）

後
円
融
天
皇
綸
旨

永
和
元
年
六
月
十
六
日

  

神
祇
長
上

（（）
に
付
帯

（（）

後
奈
良
天
皇
綸
旨

天
文
二
年
十
二
月
三
十
日

  

吉
田
侍
従

（（）
に
付
帯

（（）

室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書

天
文
三
年
十
一
月
十
九
日

  

吉
田
雑
掌

（（）
に
付
帯

（（）

武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
覚
（
寛
文
九
年
二
月
晦
日
）

（6）

関
白
鷹
司
房
輔
覚

寛
文
九
年
三
月
朔
日

  

飛
鳥
井･

正
親
町

（7）

鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚

（
寛
文
九
年
三
月
朔
日
）

（6）
に
付
帯

（8）

吉
田
兼
倶
書
付

（（0）
に
付
帯

（9）

後
堀
河
天
皇
綸
旨

嘉
禄
三
年
十
一
月
二
十
一
日  

冷
泉
侍
従

（（0）
に
付
帯

（9'）

後
堀
河
天
皇
綸
旨

嘉
禄
三
年
十
一
月
二
十
一
日  

冷
泉
侍
従

（（0）
に
付
帯

（（0）

武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
覚
（
寛
文
九
年
）三
月
三
日

  

板
倉
内
膳
正

（9"）

後
堀
河
天
皇
綸
旨

嘉
禄
三
年
十
一
月
二
十
一
日

（（（）
に
付
帯

（8'）

吉
田
兼
倶
書
付

（（（）
に
付
帯

（（（）

関
白
鷹
司
房
輔
覚

（
寛
文
九
年
）五
月
十
九
日

  

板
倉
内
膳
正

（（（）

鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚

（
寛
文
九
年
）五
月
十
九
日

（（（）
に
付
帯

（（（）

武
家
伝
奏
正
親
町
実
豊
覚
（
寛
文
九
年
）五
月
十
九
日

  

板
倉
内
膳
正

（（（）
に
付
帯

（（（）

神
祇
伯
白
川
雅
喬
覚

（
寛
文
九
年
）
五
月
十
八
日

（（（）
に
付
帯

（（（）

二
十
二
社
書
付

（（（）
に
付
帯

（（6）

武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
・

正
親
町
実
豊
連
署
書
状

寛
文
七
年
九
月
十
日

  

吉
良
若
狭
守

（（（）
に
付
帯

（（7）

吉
田
家
雑
掌
鈴
鹿
和
之
等

四
名
連
署
起
請
文

寛
文
五
年
十
二
月
廿
九
日

  

吉
良
若
狭
守

  

牧
野
佐
渡
守

（（（）
に
付
帯

（（8）

吉
田
家
雑
掌
鈴
鹿
治
定
等

三
名
連
署
言
上
状

寛
文
六
年
十
二
月
十
五
日

  

鷹
司
家
諸
大
夫

  

青
木
志
摩
守
等

（（（）
に
付
帯

（（9）

吉
田
兼
連
口
上
覚

（
寛
文
九
年
）三
月
二
日

  

鷹
司
家
諸
大
夫

  

青
木
志
摩
守
等

（（（）
に
付
帯

（（0）

武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
覚

寛
文
九
年
九
月
廿
一
日

  

板
倉
内
膳
正

（（（）

吉
田
八
神
殿
齋
場
所
之
図

（（0）
に
付
帯

（（（）

鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚

（
寛
文
十
年
）八
月
十
四
日

（（（）

九
条
殿
等
四
摂
家
口
上
覚

（（（）
に
付
帯

幕
府
儒
者
林
春
齋
勘
文

延
宝
二
年
八
月

幕
府
儒
者
林
春
齋
意
見

（
延
宝
二
年
八
月
）

京
都
所
司
代
永
井
尚
庸
覚
（
延
宝
二
年
）寅
八
月
十
七
日

表
1

　
『
吉
田
勘
文
』所
収
文
書
目
録

松
岡
叢
書
第
三
十
八
巻
（
0（ 

ﾏ （
） 

　Ⅳ
、
後
円
融
天
皇
綸
旨
及
一
件
書

　
　一

冊

　天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

吉
田
文
庫 （
6（ 

（（
） 

　Ⅴ
、
吉
田
家
諸
社
家
官
位
執
奏
一
件

　一
冊

　宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵 （
（66 

7（（
） 
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　（1
）『
吉
田
勘
文
』の
諸
本
と
構
成

　吉
田
家
が
諸
社
家
の
官
位
執
奏
を
幕
府
に
願
い
出
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
廷
に
お
い

て
展
開
さ
れ
た
争
論
に
関
す
る
一
件
文
書
を
纏
め
、
林
弘
文
院
の
勘
文
等
を
付
し
た 

『
吉
田
勘
文
』 

は
、 

別
の
名
称
で
伝
存
し
て
い
る
も
の
も
含
め
、 

主
な
も
の
に
次
の
如

き
写
本
が
あ
る
。

　Ⅰ
、
吉
田
勘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　一

冊

　内
閣
文
庫
所
蔵
（
（（7 

（7（
） 

　Ⅱ
、
吉
田
勘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　一

冊

　内
閣
文
庫
所
蔵
（
（（（ 

（66
） 

　Ⅲ
、
吉
田
家
文
書
旧
記
写

　
　
　
　
　一

冊

　京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　内
閣
文
庫
所
蔵
の
Ⅰ
・
Ⅱ
は
、 

い
ず
れ
も
浅
草
文
庫
本
で
、 

Ⅰ
の
方
が
書
風
堂
々

と
し
（
但
し
数
筆
か
ら
成
る
） 

善
本
で
あ
る
。
Ⅱ
は
Ⅰ
よ
り
書
写
年
代
が
少
し
下
る

よ
う
で
あ
る
が
、
収
載
文
書
の
後
に
誰
々
の
書
付
・
差
出
日
な
ど
の
朱
書
の
注
記
が

あ
る
点
は
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
Ⅲ
・
Ⅳ
は
Ⅱ
と
同
本
で
あ
る
。
Ⅴ
は
鷹
司
房

輔
方
差
出
分
の
文
書
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
点
が
他
と
相
違
し
、 

詳
し
い
注
記
が
あ

る
点
が
貴
重
で
あ
る
。『
吉
田
勘
文
』 

は
す
で
に 

『
神
道
大
系

　卜
部
神
道

（下）
』 

で

翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、 

そ
の
底
本
は
Ⅰ
の
よ
う
で
あ
る
。 

誤
読
少
な
か
ら
ず
、 

読
点

の
振
り
誤
り
等
も
多
い
の
で
、
改
め
て
全
文
を
巻
末
に
付
印
す
る
こ
と
に
す
る
。 

　さ
て
、
全
体
の
構
成
で
あ
る
が
、
最
初
に
寛
文
五
年
の
「
神
社
条
目
」
が
据
え
ら

れ
、
以
下
二
十
三
通
の
文
書
が
（
実
際
は
二
十
六
通
）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
次
い

で
こ
れ
ら
の
概
要
を
記
し
た
「
二
十
三
通
之
要
文
」、「
弘
文
院
勘
文
」（
延
宝
二
年

八
月
）、 「
別
紙
愚
見
」
が
あ
り
、
最
後
に
「
京
都
所
司
代
永
井
伊
賀
守
覚
」（
延
宝

二
年
寅
八
月
十
七
日
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

　行
論
の
都
合
上
、
Ⅱ
に
付
さ
れ
て
い
る
文
書
番
号
・
注
記
を
参
考
に
し
て
、

二
十
三
通
の
文
書
名
・
年
次
・
関
連
を
明
ら
か
に
し
、『
吉
田
勘
文
』
所
収
文
書
を

一
覧
表
に
纏
め
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。（

　
　
　） 

内
は
推
定
を
示
す
。

文

　書

　名

年

　紀

宛

　所

備

　考

神
社
条
目

寛
文
五
年
七
月
十
一
日

（（）

吉
田
兼
連
内
願
書
案

（
寛
文
八
年
）十
月
八
日

（
板
倉
内
膳
正
）

（（）

後
円
融
天
皇
綸
旨

永
和
元
年
六
月
十
六
日

  

神
祇
長
上

（（）
に
付
帯

（（）

後
奈
良
天
皇
綸
旨

天
文
二
年
十
二
月
三
十
日

  

吉
田
侍
従

（（）
に
付
帯

（（）

室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書

天
文
三
年
十
一
月
十
九
日

  

吉
田
雑
掌

（（）
に
付
帯

（（）

武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
覚
（
寛
文
九
年
二
月
晦
日
）

（6）

関
白
鷹
司
房
輔
覚

寛
文
九
年
三
月
朔
日

  

飛
鳥
井･

正
親
町

（7）

鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚

（
寛
文
九
年
三
月
朔
日
）

（6）
に
付
帯

（8）

吉
田
兼
倶
書
付

（（0）
に
付
帯

（9）

後
堀
河
天
皇
綸
旨

嘉
禄
三
年
十
一
月
二
十
一
日  

冷
泉
侍
従

（（0）
に
付
帯

（9'）

後
堀
河
天
皇
綸
旨

嘉
禄
三
年
十
一
月
二
十
一
日  

冷
泉
侍
従

（（0）
に
付
帯

（（0）

武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
覚
（
寛
文
九
年
）三
月
三
日

  

板
倉
内
膳
正

（9"）

後
堀
河
天
皇
綸
旨

嘉
禄
三
年
十
一
月
二
十
一
日

（（（）
に
付
帯

（8'）

吉
田
兼
倶
書
付

（（（）
に
付
帯

（（（）

関
白
鷹
司
房
輔
覚

（
寛
文
九
年
）五
月
十
九
日

  

板
倉
内
膳
正

（（（）

鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚

（
寛
文
九
年
）五
月
十
九
日

（（（）
に
付
帯

（（（）

武
家
伝
奏
正
親
町
実
豊
覚
（
寛
文
九
年
）五
月
十
九
日

  

板
倉
内
膳
正

（（（）
に
付
帯

（（（）

神
祇
伯
白
川
雅
喬
覚

（
寛
文
九
年
）
五
月
十
八
日

（（（）
に
付
帯

（（（）

二
十
二
社
書
付

（（（）
に
付
帯

（（6）

武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
・

正
親
町
実
豊
連
署
書
状

寛
文
七
年
九
月
十
日

  

吉
良
若
狭
守

（（（）
に
付
帯

（（7）

吉
田
家
雑
掌
鈴
鹿
和
之
等

四
名
連
署
起
請
文

寛
文
五
年
十
二
月
廿
九
日

  

吉
良
若
狭
守

  

牧
野
佐
渡
守

（（（）
に
付
帯

（（8）

吉
田
家
雑
掌
鈴
鹿
治
定
等

三
名
連
署
言
上
状

寛
文
六
年
十
二
月
十
五
日

  

鷹
司
家
諸
大
夫

  

青
木
志
摩
守
等

（（（）
に
付
帯

（（9）

吉
田
兼
連
口
上
覚

（
寛
文
九
年
）三
月
二
日

  

鷹
司
家
諸
大
夫

  

青
木
志
摩
守
等

（（（）
に
付
帯

（（0）

武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
覚

寛
文
九
年
九
月
廿
一
日

  

板
倉
内
膳
正

（（（）

吉
田
八
神
殿
齋
場
所
之
図

（（0）
に
付
帯

（（（）

鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚

（
寛
文
十
年
）八
月
十
四
日

（（（）

九
条
殿
等
四
摂
家
口
上
覚

（（（）
に
付
帯

幕
府
儒
者
林
春
齋
勘
文

延
宝
二
年
八
月

幕
府
儒
者
林
春
齋
意
見

（
延
宝
二
年
八
月
）

京
都
所
司
代
永
井
尚
庸
覚
（
延
宝
二
年
）寅
八
月
十
七
日

表
1

　
『
吉
田
勘
文
』所
収
文
書
目
録

松
岡
叢
書
第
三
十
八
巻
（
0（ 

ﾏ （
） 

　Ⅳ
、
後
円
融
天
皇
綸
旨
及
一
件
書

　
　一

冊

　天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

吉
田
文
庫 （
6（ 

（（
） 

　Ⅴ
、
吉
田
家
諸
社
家
官
位
執
奏
一
件

　一
冊

　宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵 （
（66 

7（（
） 
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　文
書
の
関
連
に
つ
い
て
若
干
説
明
を
加
え
て
お
く
と
、

（（）
が
全
て
の
出
発
点
と
な

る
も
の
で
、

（（）
、

（（）
、

（（）
は
そ
の
典
拠
と
し
て
差
出
さ
れ
た
も
の
。
こ
れ
に
つ
き
京

都
所
司
代
よ
り
朝
廷
に
て
の
意
見
が
要
め
ら
れ
、
吉
田
方
に
肩
入
れ
す
る
武
家
伝

奏
飛
鳥
井
雅
章
と
、
こ
れ
を
許
容
し
な
い
関
白
鷹
司
房
輔
の
間
で
論
争
が
展
開
さ

れ
る
。

（（）
が
飛
鳥
井
の
賛
成
意
見
書
で
、
更
に
こ
れ
を

（8）
、

（9）
、

（9'）
の
証
拠
を
以
て

補
強
し
た
も
の
が

（（0）
で
あ
る
。

（6）
、

（7）
は
鷹
司
の
反
対
意
見
書
。
こ
ゝ
ま
で
が
双
方

の
意
見
の
開
陳
を
示
す
、
寛
文
九
年
三
月
段
階
の
文
書
で
あ
る
。
次
い
で
双
方
よ
り

の
反
論
が
出
さ
れ
、

（（0）
に
対
す
る
鷹
司
の
見
解
が

（（（）
、

（（（）
で
あ
り
、

（（（）
、

（（（）
は
武
家

伝
奏
正
親
町
実
豊
及
び
神
祇
伯
白
川
雅
喬
の
意
見
。

（（（）
は

（（（）
に
付
帯
、

（（6）
は

（（（）
に
付

帯
す
る
も
の
。

（（7）
、

（（8）
、

（（9）
は
多
分

（（（）
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
以
上

の
（9'）
か
ら

（（9）
ま
で
が
鷹
司
の

（（（）
と
同
じ
同
年
五
月
段
階
の
文
書
と
し
て
一
括
し
え
よ

う
。
九
月
に
至
り
飛
鳥
井
方
よ
り
再
び
出
さ
れ
た
反
論
が

（（0）
で
、

（（（）
は
そ
の
付
帯
の

も
の
。
以
上
の
経
緯
を
ふ
ま
え
、
関
白
鷹
司
房
輔
の
見
解
と
し
て
家
司
に
よ
り
纏
め

ら
れ
た
も
の
が

（（（）
で
あ
り
、

（（（）
が
他
の
四
摂
家
の
意
見
で
あ
る
。 

　（2
）
寛
文
八
年
十
月
八
日
付
吉
田
兼
連
内
願
書

　幕
府
よ
り
吉
田
家
に
「
神
社
条
目
」
が
下
附
さ
れ
た
と
き
、
当
主
兼
連
は
十
三
歳

で
あ
っ
た
。
兼
連
（
一
六
五
三
～
一
七
三
一
）
は
幼
名
を
万
丸
と
い
ゝ
、
後
に
兼
敬

と
改
め
、
父
祖
の
遺
業
の
安
定
と
拡
充
を
図
り
、
近
世
吉
田
神
道
の
基
を
固
め
た
。

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家
康
な
ど
の
天
下
人
と
も
順
次
深
い
関
り
を
も
ち
な

が
ら
、吉
田
家
の
発
展
へ
結
び
つ
け
て
い
っ
た
兼
見
が
慶
長
十
五
年
に
没
し
た
後
は
、

そ
の
実
弟
の
神
龍
院
梵
舜
の
活
躍
が
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
家
康
薨
後
の
神
号
問
題

に
お
い
て
梵
舜
の
主
張
す
る
大
明
神
説
は
敗
れ
天
海
の
大
権
現
説
に
決
定
さ
れ
、
下

野
日
光
に
お
け
る
東
照
社
の
造
営
は
山
王
一
実
神
道
を
以
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
神
号
問
題
に
お
け
る
梵
舜
の
敗
退
は
、
唯
一
宗
源
神
道
を
以
て
武
家
社
会
の
教

学
と
し
て
定
着
発
展
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と
の
挫
折
で
も
あ
っ
た

（
6
（

。 

　梵
舜
の
後
、
沈
滞
し
た
状
況
に
あ
っ
た
吉
田
家
を
支
え
た
の
は
、
兼
見
息
兼
治
の

長
子
で
、
兼
見
の
養
子
と
な
り
萩
原
家
を
起
し
豊
国
社
預
と
な
っ
た
、
兼
従
で
あ
っ

た
。
兼
従
が
別
家
し
た
後
の
吉
田
家
は
、
弟
の
兼
英
が
当
主
と
な
り
、
次
い
で
そ
の

子
兼
起
が
家
を
継
い
だ
が
、
兼
英
・
兼
起
の
父
子
は
と
も
に
病
弱
で
充
分
な
活
動
が

で
き
ず
、
兼
従
が
後
見
人
と
し
て
吉
田
家
の
家
政
を
も
管
理
す
る
状
況
に
な
っ
て
い

た
。
兼
従
は
吉
田
家
の
将
来
を
兼
起
の
子
の
兼
連
に
期
待
し
た
が
、
養
父
兼
見
か
ら

継
承
し
た
吉
田
家
一
子
相
伝
の
神
道
の
道
統
を
伝
授
す
る
に
は
ま
だ
幼
な
す
ぎ
た
。

そ
こ
で
兼
連
の
成
長
後
に
「
返
り
伝
授
」
を
さ
せ
る
べ
く
、
一
旦
こ
れ
を
吉
川
惟
足

に
伝
授
し
た
の
で
あ
る
。
と
き
に
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）、
兼
連
は
四
歳
で
あ
り
、

吉
田
家
の
当
主
と
な
る
の
は
そ
の
翌
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。 

　惟
足
よ
り
兼
連
へ
の
「
返
り
伝
授
」
が
な
さ
れ
る
の
は
、
兼
従
が
十
六
歳
の
と
き

祖
父
兼
見
よ
り
伝
授
さ
れ
た
先
例
に
よ
り
、
兼
連
が
そ
の
年
齢
に
な
っ
た
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
惟
足
上
洛
し
て
吉

田
家
に
お
い
て
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
対
兼
連
個
人
に
対
す
る
講
説
と
い
う
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
京
師
の
諸
士
数
十
人
を
も
含
め
て
の
講
談
で
あ
り
、
し
か
も
、
惟
足

の
都
合
に
よ
り
、
八
座
で
中
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
道
統
の
継

承
を
心
配
す
る
幕
府
の
要
請
に
よ
り
改
め
て
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
兼

連
は
萩
原
員
従
と
と
も
に
鈴
鹿
主
水
・
同
将
監
以
下
三
十
二
人
と
い
う
多
数
の
供

人
を
召
連
れ
て
九
月
十
四
日
江
戸
に
下
向
し
た
。
こ
の
両
所
の
江
戸
下
向
の
目
的
は

も
っ
ぱ
ら
惟
足
の
返
り
伝
授
を
受
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
事
情
あ
っ
て
不
発
に

終
っ
た

（
7
（

。
こ
の
道
統
伝
授
の
こ
と
は
複
雑
な
問
題
が
か
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
例
の
寛
文
九
年
の
吉
田
執
奏
一
件
争
論
の
引
き
金
と
な

る
、
⑴
の
吉
田
兼
連
内
願
書
は
実
に
こ
の
江
戸
下
向
中
に
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

　伊
勢
・
八
幡
・
賀
茂
を
初
め
と
す
る
二
十
二
社
、
及
び
出
雲
大
社
・
鹿
嶋
・
香

取
・
諏
訪
・
熱
田
な
ど
の
地
方
の
大
社
の
大
宮
司
・
神
主
等
の
位
階
の
執
奏
は
、
今

後
は
吉
田
は
こ
れ
を
行
わ
な
い
が
、
そ
の
外
の
天
下
の
諸
社
の
社
家
が
官
位
を
望
む

輩
は
、
先
年
仰
出
さ
れ
た
通
り
い
よ
い
よ
吉
田
が
執
奏
す
る
よ
う
に
と
の
、
幕
府
老

中
奉
書
を
頂
戴
し
た
い
の
で
、
宜
し
く
御
沙
汰
を
頼
入
り
た
い
、
と
い
う
内
容
で
あ
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る
。
十
月
八
日
の
日
付
で
、
差
出
は
吉
田
侍
従
と
な
っ
て
い
る
。
内
願
書
で
あ
る
た

め
で
あ
ろ
う
、
宛
名
は
な
い
が
、
京
都
所
司
代
の
板
倉
重
矩
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
後
に
、
吉
田
家
で
は
こ
の
内
願
書
を
差
出
し
た
事
情
を
記
し
て

（
8
（

、「
寛
文
八
年
、

於
江
戸
被
相
願
候
義
無
之
旨
御
尋
、
則
御
答
左

ニ
被
申
入
候
、」
と
し
て
こ
の
文
書

を
掲
げ
、
そ
し
て
次
の
様
に
付
記
す
る
。 

右
、
寛
文
八
年
故（

吉
田
兼
連
（

二
位
参
府
之
砌
、
於
江
戸
被
申
出
候
由
、
其
時
分
御
馳
走
人

細
川
若

（
利
重
（狭

守
殿
被
附
、
右
書
付
を
若
狭
守
殿
被
見
セ
候
得
ハ
、
六
ケ
敷
願
之
由

被
申
、
先
其
通
と
の
挨
拶
之
由
、
其
後
京
都
諸
司
代
板
倉
内
膳
正
殿
江

御
往
反

も
有
之
候
様
ニ

承
伝
候
得
共
、
此
方
江

ハ
御
沙
汰
も
無
之
由
申
伝
候
、
尤
右
之

内
之
社
家
、
是
迄
其
通
ニ

致
執
奏
来
候
義
ニ

御
座
候
、

と
あ
り
、
兼
連
遠
縁
の
細
川
利
重

（
9
（

を
通
し
て
内
願
し
た
こ
と
、「
六
ケ
敷
願
之
由
被

申
」
た
が
、「
先
其
通
と
の
挨
拶
之
由
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
但
し
こ
の

挨
拶
が
如
何
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
な
お
、
兼
連
が
江
戸
よ
り

帰
京
し
た
の
が
十
月
二
十
一
日
で
あ
り
、
板
倉
重
矩
が
上
洛
の
暇
を
賜
う
の
が
同

二
十
五
日
で
あ
り
、
十
二
月
六
日
に
入
京
し
、
兼
連
は
同
十
七
日
に
「
今
度
□
諸
司

依
上
京
御
見
廻
」
と
し
て
所
司
代
役
宅
に
出
向
き
太
刀
折
紙
を
持
参
し
た
が
、
受
納

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
に
見
え
る
。
内
願
書
の
こ
と
に
つ

い
て
の
記
載
は
見
え
な
い
。
そ
し
て
、
所
司
代
よ
り
こ
の
評
議
を
朝
廷
に
要
め
ら
れ

た
の
は
、
翌
九
年
正
月
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
Ⅴ
の

（（）
に
次
の
よ
う
に
付

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

今
日
、
於
板
倉
内

（
重
矩
（膳

正
亭
、
内
膳
正
飛

（
雅
章
（鳥

井
・
正

（
實
豊
（親

町
江

被
相
渡
、
則
今
日
、

殿
（
鷹
司
房
輔
（

下
江
入
御
覧
候
也
、
寛
文
九
年
正
月
五
日

　恐
ら
く
両
武
家
伝
奏
が
年
賀
の
た
め
所
司
代
役
宅
に
赴
い
た
際
に
、
吉
田
の
内
願

書
が
渡
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
ゝ
に
吉
田
家
の
諸
社
々
家
の
官
位
執
奏

願
が
朝
廷
に
お
い
て
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　本
来
、
堂
上
、
寺
社
の
こ
と
な
ど
武
家
伝
奏
が
関
わ
る
案
件
は
、
武
家
伝
奏
よ
り

摂
政
な
い
し
関
白
へ
申
入
れ
が
な
さ
れ
、
可
と
さ
れ
た
も
の
が
天
皇
の
御
内
慮
と
し

て
武
家
伝
奏
よ
り
京
都
所
司
代
に
伝
え
ら
れ
、
幕
府
の
意
嚮
を
問
い
同
意
を
得
る
、

と
い
う
の
が
、
公
武
間
の
一
般
的
な
在
り
方
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
件
は
全

く
逆
の
手
順
と
な
っ
て
い
る
こ
と
自
体
、
異
常
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
朝
廷
に
お
い

て
絶
対
的
な
地
位
に
あ
っ
た
関
白
と
、
こ
れ
を
補
佐
し
幕
府
と
の
折
衝
に
当
た
る
武

家
伝
奏
の
一
人
が
真
正
面
か
ら
対
立
し
論
争
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
前
代
未
聞
の
こ

と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
吉
田
家
方
の
望
み
が
い
か
に
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
か

を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

　（（）
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
上
で
、 

ま
ず
こ
れ
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
を

考
え
て
お
き
た
い
。 

明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
の 「
吉
田
神
社
鈴
鹿
家
文
書

（
（（
（

」 

の

な
か
に
、 

（（）
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
が
い
く
つ
か
伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
鈴

鹿
家
は
、
吉
田
家
の
三
家
老
家
の
一
つ
、
寛
文
五
年
の
神
社
条
目
の
受
領
の
際
に
兼

連
に
供
奉
し
て
江
戸
に
下
向
し
た
鈴
鹿
左
京
（
和
之
）
の
家
で
あ
り
、
幕
末
に
お
け

る
当
主
が
『
神
社
覈
録
』
の
著
を
以
て
知
ら
れ
る
鈴
鹿
連
胤
で
あ
る
。
関
連
文
書
を

次
に
掲
げ
る
。 

　（
イ
）

　覚

一、廿
二
社
之
中
、
従
前
々
伝

　奏
有
之
社
者
、
如
先
例
位
階
仕
義
、
次
伝

　奏
申

義
、
子
細
不
可
有
之
候
、
伝

　奏
無
之
社
者
、
吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

被
仰
付

可
被
下
候
、

一、天
下
之
諸
社
家
、
伝

　奏
有
来
之
外
、
因
位
階
申
之
例
遂
昇
進
社
司
等
者
、
弥

以
吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

被
仰
付
可
被
下
候
、
又一
雖
無
先
例
、
因
時
之
御
崇
敬

位
階
申
之
社
家
等
有
之
時
者
、
寺
社
御
奉
行
・
高
家
衆
ゟ
吉
田
ヘ
御
状
被
遣
、

其
上
ニ

而
吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

被

　仰
付
可
被
下
候
事
、

一右、御
定
之
外
、
以
私
○以
職
事
ニ
而
位
階
申
事
、
一
円
無
之
様
ニ

被
仰
付
被
下
候
事
、

　
　
　
　以

上
、

（
Ａ
口
二
二
四
―
六
号
文
書
） 

　（
ロ
）

　覚

一、廿
二
社
之
内
ニ

而
も
、
伝

　奏
有
之
社
之
外
者
、
吉
田
執

　奏
仕
、
官
位
昇
進
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る
。
十
月
八
日
の
日
付
で
、
差
出
は
吉
田
侍
従
と
な
っ
て
い
る
。
内
願
書
で
あ
る
た

め
で
あ
ろ
う
、
宛
名
は
な
い
が
、
京
都
所
司
代
の
板
倉
重
矩
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
後
に
、
吉
田
家
で
は
こ
の
内
願
書
を
差
出
し
た
事
情
を
記
し
て

（
8
（

、「
寛
文
八
年
、

於
江
戸
被
相
願
候
義
無
之
旨
御
尋
、
則
御
答
左

ニ
被
申
入
候
、」
と
し
て
こ
の
文
書

を
掲
げ
、
そ
し
て
次
の
様
に
付
記
す
る
。 

右
、
寛
文
八
年
故（

吉
田
兼
連
（

二
位
参
府
之
砌
、
於
江
戸
被
申
出
候
由
、
其
時
分
御
馳
走
人

細
川
若

（
利
重
（狭

守
殿
被
附
、
右
書
付
を
若
狭
守
殿
被
見
セ
候
得
ハ
、
六
ケ
敷
願
之
由

被
申
、
先
其
通
と
の
挨
拶
之
由
、
其
後
京
都
諸
司
代
板
倉
内
膳
正
殿
江

御
往
反

も
有
之
候
様
ニ

承
伝
候
得
共
、
此
方
江

ハ
御
沙
汰
も
無
之
由
申
伝
候
、
尤
右
之

内
之
社
家
、
是
迄
其
通
ニ

致
執
奏
来
候
義
ニ

御
座
候
、

と
あ
り
、
兼
連
遠
縁
の
細
川
利
重

（
9
（

を
通
し
て
内
願
し
た
こ
と
、「
六
ケ
敷
願
之
由
被

申
」
た
が
、「
先
其
通
と
の
挨
拶
之
由
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
但
し
こ
の

挨
拶
が
如
何
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
な
お
、
兼
連
が
江
戸
よ
り

帰
京
し
た
の
が
十
月
二
十
一
日
で
あ
り
、
板
倉
重
矩
が
上
洛
の
暇
を
賜
う
の
が
同

二
十
五
日
で
あ
り
、
十
二
月
六
日
に
入
京
し
、
兼
連
は
同
十
七
日
に
「
今
度
□
諸
司

依
上
京
御
見
廻
」
と
し
て
所
司
代
役
宅
に
出
向
き
太
刀
折
紙
を
持
参
し
た
が
、
受
納

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
に
見
え
る
。
内
願
書
の
こ
と
に
つ

い
て
の
記
載
は
見
え
な
い
。
そ
し
て
、
所
司
代
よ
り
こ
の
評
議
を
朝
廷
に
要
め
ら
れ

た
の
は
、
翌
九
年
正
月
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
Ⅴ
の

（（）
に
次
の
よ
う
に
付

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

今
日
、
於
板
倉
内

（
重
矩
（膳

正
亭
、
内
膳
正
飛

（
雅
章
（鳥

井
・
正

（
實
豊
（親

町
江

被
相
渡
、
則
今
日
、

殿
（
鷹
司
房
輔
（

下
江
入
御
覧
候
也
、
寛
文
九
年
正
月
五
日

　恐
ら
く
両
武
家
伝
奏
が
年
賀
の
た
め
所
司
代
役
宅
に
赴
い
た
際
に
、
吉
田
の
内
願

書
が
渡
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
ゝ
に
吉
田
家
の
諸
社
々
家
の
官
位
執
奏

願
が
朝
廷
に
お
い
て
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　本
来
、
堂
上
、
寺
社
の
こ
と
な
ど
武
家
伝
奏
が
関
わ
る
案
件
は
、
武
家
伝
奏
よ
り

摂
政
な
い
し
関
白
へ
申
入
れ
が
な
さ
れ
、
可
と
さ
れ
た
も
の
が
天
皇
の
御
内
慮
と
し

て
武
家
伝
奏
よ
り
京
都
所
司
代
に
伝
え
ら
れ
、
幕
府
の
意
嚮
を
問
い
同
意
を
得
る
、

と
い
う
の
が
、
公
武
間
の
一
般
的
な
在
り
方
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
件
は
全

く
逆
の
手
順
と
な
っ
て
い
る
こ
と
自
体
、
異
常
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
朝
廷
に
お
い

て
絶
対
的
な
地
位
に
あ
っ
た
関
白
と
、
こ
れ
を
補
佐
し
幕
府
と
の
折
衝
に
当
た
る
武

家
伝
奏
の
一
人
が
真
正
面
か
ら
対
立
し
論
争
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
前
代
未
聞
の
こ

と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
吉
田
家
方
の
望
み
が
い
か
に
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
か

を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

　（（）
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
上
で
、 

ま
ず
こ
れ
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
を

考
え
て
お
き
た
い
。 

明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
の 「
吉
田
神
社
鈴
鹿
家
文
書

（
（（
（

」 

の

な
か
に
、 

（（）
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
が
い
く
つ
か
伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
鈴

鹿
家
は
、
吉
田
家
の
三
家
老
家
の
一
つ
、
寛
文
五
年
の
神
社
条
目
の
受
領
の
際
に
兼

連
に
供
奉
し
て
江
戸
に
下
向
し
た
鈴
鹿
左
京
（
和
之
）
の
家
で
あ
り
、
幕
末
に
お
け

る
当
主
が
『
神
社
覈
録
』
の
著
を
以
て
知
ら
れ
る
鈴
鹿
連
胤
で
あ
る
。
関
連
文
書
を

次
に
掲
げ
る
。 

　（
イ
）

　覚

一、廿
二
社
之
中
、
従
前
々
伝

　奏
有
之
社
者
、
如
先
例
位
階
仕
義
、
次
伝

　奏
申

義
、
子
細
不
可
有
之
候
、
伝

　奏
無
之
社
者
、
吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

被
仰
付

可
被
下
候
、

一、天
下
之
諸
社
家
、
伝

　奏
有
来
之
外
、
因
位
階
申
之
例
遂
昇
進
社
司
等
者
、
弥

以
吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

被
仰
付
可
被
下
候
、
又一
雖
無
先
例
、
因
時
之
御
崇
敬

位
階
申
之
社
家
等
有
之
時
者
、
寺
社
御
奉
行
・
高
家
衆
ゟ
吉
田
ヘ
御
状
被
遣
、

其
上
ニ

而
吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

被

　仰
付
可
被
下
候
事
、

一右、御
定
之
外
、
以
私
○以
職
事
ニ
而
位
階
申
事
、
一
円
無
之
様
ニ

被
仰
付
被
下
候
事
、

　
　
　
　以

上
、

（
Ａ
口
二
二
四
―
六
号
文
書
） 

　（
ロ
）

　覚

一、廿
二
社
之
内
ニ

而
も
、
伝

　奏
有
之
社
之
外
者
、
吉
田
執

　奏
仕
、
官
位
昇
進
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致
候
様
ニ

願
奉
存
候
、

一、廿
二
社
之
内
ニ

而
も
、
先
例
位
階
無
之
社
家
者
、
冠
装
束
・
受
領
、
吉
田
ゟ
許

状
出
候
様
ニ

奉
願
候
、 

一、社
司
官
位
之
儀
、
於

　江
戸
申
候
と
も
、
吉
田
江

被
仰
聞
、
許
状
出
候
様
ニ

仕

度
事
、 

一、吉
田
神
祇
道
無
伝
受
、
異
流
之
神
道
を
□
輩
者
之
者
、
吉
田
ゟ
致
僉
儀〔

議
カ
〕候

様
ニ

仕
度
事
、

（
Ａ
口
二
二
四
―
五
号
文
書
） 

　（
ハ
）

　覚

一、神
祇
道
之
事
、
従
吉
田
伝
受
無
之
、
猥
異
流
之
神
道
ヲ

企
ル

輩
有
之
者
、
任
先

例
管
領
長
上
被

　仰
付
之
上
者
、
致
僉
議
、
当
流
一
身
之
進
退
ニ

仕
度
事
、

一、廿
二
社
之
内
ニ

而
も
、
伝

　奏
無
之
社
者
、
吉
田
執

　奏
仕
、
官
位
致
昇
進
候

様
ニ

奉
願
候
事
、

一、廿
二
社
之
内
ニ

而
も
、
先
例
位
階
無
之
社
家
者
、
受
領
・
装
束
等
、
従
吉
田
許

状
出
候
様
ニ

奉
願
事
、

一、社
司
官
位
之
義
、
寺
社
御
奉
行
よ
り
の
御
指
図
ニ

而
、
官
位
被

　仰
付
候
共
、

吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

奉
願
候
事
、

一、木
綿
手
繦
・
烏
帽
子
之
掛
緒
等
、
吉
田
許
状
無
之
私
ニ

掛
不
申
候
様
ニ

仕
度
事
、

　
　以

上
、

　
　
　十

一
月
廿
一
日

（
Ａ
口
二
二
四
―
二
号
文
書
） 

　（
ニ
）

　覚

　従
前
々
伝

　奏
有
之
社
者
、
廿
二
社
之
中
六
七
社
之
外
無
御
座
候
、
雖
然
廿
二

社
者
、
被
献

　官
幣
、
古
来
各
別
ニ

御
崇
敬
之
事
ニ

御
座
候
得
者
、
伝

　奏
或

者
職
事
ヲ

以
位
階
申
事
、
子
細
不
可
有
御
座
候
哉
、
其
外
天
下
之
諸
社
家
、
因

先
例
官
位
申
之
社
司
等
者
、
吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

被

　仰
付
可
被
下
候
、
又

先
例
雖
無
之
、
時
之
御
崇
敬
位
階
申
社
家
等
有
之
時
者
、
従
寺
社
御
奉
行
吉
田

ヘ
御
状
被
遣
、
其
上
ニ

而
執
奏
仕
候
様
ニ

被
仰
付
可
被
下
候
、

　
　
　
　
　十

一
月
十
五
日

 

（
Ａ
口
二
二
四
―
一
号
文
書
） 

　（
ホ
）

　於
吉
田
相
談
仕
之
覚

一、廿
二
社
、
幷
出
雲
大
社
・
尾
州
熱
田
・
紀
州
日
前
宮
・
常
州
鹿
嶋
・
下
総
香
取
・

信
州
諏
方
・
豊
前
国
宇
佐
宮
・
肥
後
国
阿
蘇
宮
・
此
等
之
社
之
○

大
宮
司神

主
等
官
位

昇
進
之
事
者
、
向
後
不
及
吉
田
執

　奏
、
其
外
諸
神
社
之
社
司
等
位
階
申
之
輩

者
、
○
弥
吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

と
被

　仰
付
候
間
、
左
様
御
心
得
可
有
之
由
、

両
伝

　奏
ヘ
吉（

義
冬
（良

殿
より
御
状
被
遣
可
被
下
候
、
又
吉
田
方
江

も
吉
良
殿
・
寺
社

御
奉
行
ゟ
先
年
如
○如
被
仰
出
、
之
趣
全
令
存
知
、
弥
無
私
曲
様
ニ

可
致
沙
汰
之

由
、
御
状
一
通
被
遣
可
被
下
事
、

（
Ａ
口
二
一
四
号
文
書
） 

　こ
れ
ら
の
文
書
は
、
筆
跡
か
ら
見
て
い
ず
れ
も
江
戸
初
期
の
も
の
で
、
鈴
鹿
左
京

の
自
筆
に
か
ゝ
る
も
の
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
同
時
代
の
も
の
と
み
て
よ
い

も
の
で
あ
る
。
左
京
は
、 

家
老
と
し
て
吉
田
家
の
重
鎮
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
吉

田
神
道
の
道
統
の
継
承
者
と
し
て
も
格
別
な
位
置
に
あ
っ
た
。
萩
原
兼
従
よ
り
吉
川

惟
足
が
四
種
奥
秘
を
許
授
さ
れ
た
翌
年
の
十
二
月
、
左
京
も
ま
た
兼
従
よ
り
「
唯
一

神
道
条
々
」
の
秘
伝
を
伝
授
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
重
要

な
内
容
の
文
書
が
左
京
家
に
伝
来
し
た
こ
と
は
充
分
に
頷
け
る
こ
と
ゝ
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
た
ゞ
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
た
ん
に
草
案
に
と
ゞ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た

か
、
ど
こ
ま
で
外
面
的
に
機
能
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
明
ら
か

に
し
え
な
い
。
ま
た
（
イ
）
～
（
ホ
）
は
一
応
こ
の
よ
う
に
並
べ
た
の
み
で
、
時
系

列
上
、（
ホ
）
が

（（）
に
最
も
近
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
外
は
、
前
後
の
関

係
は
判
じ
が
た
い
。
種
々
明
確
さ
を
欠
く
文
書
類
で
は
あ
る
が
、
全
体
的
に
次
の
よ

う
な
考
え
方
は
可
能
で
あ
ろ
う
。 

　ま
ず
、（
ホ
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
書
出
し
の
題
に
も
あ
る
よ
う
に
吉
田
家
に

お
い
て
相
談
を
し
た
際
の
覚
で
、
こ
れ
が

（（）
と
大
き
く
相
違
す
る
点
は
、

（（）
で
は

先
年
被
仰
出
候
通
、

社
家
位
階
執

　奏
許
状
之
事
、
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二
十
二
社
幷
に
出
雲
大
社
等
の
地
方
大
社
の
大
宮
司
等
の
位
階
は
、
今
後
は
吉
田
は

執
奏
し
な
い
が
、
そ
の
他
の
天
下
の
諸
社
家
の
位
階
は
、「
先
年
被
仰
出
候
通
」
に

い
よ

く
吉
田
が
執
奏
す
る
よ
う
に
「
御
奉
書
」
を
頂
戴
し
た
い
と
し
、
そ
の
取
成

し
を
依
頼
し
て
い
る
の
に
対
し
、（
ホ
）
は
出
雲
大
社
等
の
地
方
大
社
の
大
宮
司
等

の
位
階
は
、
い
よ

く
吉
田
執
奏
す
る
よ
う
に
と
仰
付
け
ら
れ
た
通
り
を
、
高
家
吉

良
殿
よ
り
両
武
家
伝
奏
へ「
御
状
」を
以
て
通
達
し
て
も
ら
い
、
吉
田
当
方
へ
も
吉
良

殿
・
寺
社
奉
行
方
よ
り
「
御
状
」
を
下
さ
れ
た
い
、
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（（）

が
老
中
奉
書
の
下
付
を
願
う
も
の
で
あ
る
に
対
し
、（
ホ
）
が
高
家
を
以
て
口
頭
で

仰
出
さ
れ
た
こ
と
の
文
章
化
を
願
っ
た
も
の
と
い
え
、
微
妙
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

両
者
は
い
さ
さ
か
次
元
が
違
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
共

通
し
て
い
る
の
は
、
二
十
二
社
は
一
律
に
出
雲
大
社
な
ど
の
地
方
大
社
と
同
様
に
扱

い
、
こ
れ
ら
を
吉
田
執
奏
か
ら
除
外
し
て
い
る
点
で
あ
る
。（
イ
）
～
（
ニ
）
に
つ

い
て
い
え
ば
、
二
十
二
社
を
一
律
に
で
は
な
く
、
二
十
二
社
を
前
々
よ
り
伝
奏
あ
る

社
、
伝
奏
な
き
社
家
の
二
つ
に
分
け
て
扱
い
、
後
者
に
つ
い
て
は
吉
田
の
執
奏
た
る

べ
き
よ
う
仰
付
け
ら
れ
た
い
、
と
し
て
い
て
、（
イ
）
～
（
ニ
）
よ
り
（
ホ
）
は
後

退
し
た
望
み
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、（
ロ
）
に
「
社
司
官
位
之
儀
、
於

　江
戸
申
候
と
も
」
と
か
、（
ニ
）
に
「
時
之
御
崇
敬
位
階
申
社
家
等
有
之
時
者
」

云
々
と
あ
る
如
く
、
社
家
が
位
階
を
望
む
に
際
し
て
、
幕
府
に
申
し
入
れ
た
り
幕
府

の
推
挙
を
得
る
な
ど
の
方
法
が
と
ら
れ
た
場
合
に
も
、
吉
田
執
奏
と
な
る
よ
う
に
と

の
願
い
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
吉
田
家
が
「
神
社
条
目
」

の
第
二
条
に
基
づ
き
、
前
々
よ
り
伝
奏
を
以
て
位
階
の
昇
進
を
す
る
社
家
以
外
は
す

べ
て
吉
田
家
の
執
奏
た
る
べ
き
こ
と
を
意
図
し
、
そ
の
手
続
き
を
と
ろ
う
と
し
て
い

た
か
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
年
次
で
あ
る
が
、（
ハ
）（
ニ
）
に
見
え
る
日
付
は
、

（（）
の
前
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、
吉
田
家
が
「
神
社
条
目
」
を
受
領
す
る

後
と
す
れ
ば
、
寛
文
六
年
カ
、
七
年
の
い
ず
れ
か
と
な
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
以
前
で
あ

る
可
能
性
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
吉
田
家
が
早
く
か
ら
幕
府
に
そ
の
願
意
を
呈
し

て
い
て
、
そ
れ
が
「
神
社
条
目
」
の
条
文
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当

然
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

❷
寛
文
九
年
の
吉
田
執
奏
一
件
争
論

　（1
）
吉
田
家
の
諸
社
家
執
奏
権
の
主
張

　寛
文
九
年
の
吉
田
執
奏
一
件
争
論
の
前
提
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
吉
田
家
に
よ
る

社
家
の
位
階
執
奏
の
状
況
を
見
て
お
こ
う
。『
卜
部
兼
敬
日
記

（
（（
（

』
と
し
て
含
め
ら
れ

て
い
る
第
一
冊
の
寛
文
二
年
記
は
、
神
道
の
伝
授
、
社
家
位
階
の
執
奏
に
関
す
る
記

事
が
主
な
も
の
で
、
多
分
抄
出
本
で
、
ま
た
兼
連
の
自
記
の
写
と
は
考
え
難
い
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
如
き
記
事
が
見
え
る
。 

　①

　五
月
二
十
八
日
条

尾
州
国
玉
大
明
神
之
社
人
大
津
長
大
夫
、
正
六
位
下
勅
許
、
烏
丸
弁
光
雄
執

奏
、
則
当
家
ヨ
リ
申
達
也
、
裏

（
資
清
（松

殿
肝
煎
也
、

　②

　七
月
二
日
条

五
条
宰
相
殿
より
御
使
者
磯
辺
一
学
来
、
与
州
伊
与
郡
・
同
野
間
郡
・
越
後
国
村

松
社
家
三
人
位
階
之
義
也
、
書
付
案
見
于
左
、

一折
紙、伊

与
国
伊
与
郡
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　藤

原
秀
永

私
曰
、
式
内
伊
与
豆
比
子
神
社
也
、 



295

［吉田家の諸社家官位執奏運動］……橋本政宣

二
十
二
社
幷
に
出
雲
大
社
等
の
地
方
大
社
の
大
宮
司
等
の
位
階
は
、
今
後
は
吉
田
は

執
奏
し
な
い
が
、
そ
の
他
の
天
下
の
諸
社
家
の
位
階
は
、「
先
年
被
仰
出
候
通
」
に

い
よ

く
吉
田
が
執
奏
す
る
よ
う
に
「
御
奉
書
」
を
頂
戴
し
た
い
と
し
、
そ
の
取
成

し
を
依
頼
し
て
い
る
の
に
対
し
、（
ホ
）
は
出
雲
大
社
等
の
地
方
大
社
の
大
宮
司
等

の
位
階
は
、
い
よ

く
吉
田
執
奏
す
る
よ
う
に
と
仰
付
け
ら
れ
た
通
り
を
、
高
家
吉

良
殿
よ
り
両
武
家
伝
奏
へ「
御
状
」を
以
て
通
達
し
て
も
ら
い
、
吉
田
当
方
へ
も
吉
良

殿
・
寺
社
奉
行
方
よ
り
「
御
状
」
を
下
さ
れ
た
い
、
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（（）

が
老
中
奉
書
の
下
付
を
願
う
も
の
で
あ
る
に
対
し
、（
ホ
）
が
高
家
を
以
て
口
頭
で

仰
出
さ
れ
た
こ
と
の
文
章
化
を
願
っ
た
も
の
と
い
え
、
微
妙
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

両
者
は
い
さ
さ
か
次
元
が
違
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
共

通
し
て
い
る
の
は
、
二
十
二
社
は
一
律
に
出
雲
大
社
な
ど
の
地
方
大
社
と
同
様
に
扱

い
、
こ
れ
ら
を
吉
田
執
奏
か
ら
除
外
し
て
い
る
点
で
あ
る
。（
イ
）
～
（
ニ
）
に
つ

い
て
い
え
ば
、
二
十
二
社
を
一
律
に
で
は
な
く
、
二
十
二
社
を
前
々
よ
り
伝
奏
あ
る

社
、
伝
奏
な
き
社
家
の
二
つ
に
分
け
て
扱
い
、
後
者
に
つ
い
て
は
吉
田
の
執
奏
た
る

べ
き
よ
う
仰
付
け
ら
れ
た
い
、
と
し
て
い
て
、（
イ
）
～
（
ニ
）
よ
り
（
ホ
）
は
後

退
し
た
望
み
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、（
ロ
）
に
「
社
司
官
位
之
儀
、
於

　江
戸
申
候
と
も
」
と
か
、（
ニ
）
に
「
時
之
御
崇
敬
位
階
申
社
家
等
有
之
時
者
」

云
々
と
あ
る
如
く
、
社
家
が
位
階
を
望
む
に
際
し
て
、
幕
府
に
申
し
入
れ
た
り
幕
府

の
推
挙
を
得
る
な
ど
の
方
法
が
と
ら
れ
た
場
合
に
も
、
吉
田
執
奏
と
な
る
よ
う
に
と

の
願
い
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
吉
田
家
が
「
神
社
条
目
」

の
第
二
条
に
基
づ
き
、
前
々
よ
り
伝
奏
を
以
て
位
階
の
昇
進
を
す
る
社
家
以
外
は
す

べ
て
吉
田
家
の
執
奏
た
る
べ
き
こ
と
を
意
図
し
、
そ
の
手
続
き
を
と
ろ
う
と
し
て
い

た
か
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
年
次
で
あ
る
が
、（
ハ
）（
ニ
）
に
見
え
る
日
付
は
、

（（）
の
前
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、
吉
田
家
が
「
神
社
条
目
」
を
受
領
す
る

後
と
す
れ
ば
、
寛
文
六
年
カ
、
七
年
の
い
ず
れ
か
と
な
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
以
前
で
あ

る
可
能
性
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
吉
田
家
が
早
く
か
ら
幕
府
に
そ
の
願
意
を
呈
し

て
い
て
、
そ
れ
が
「
神
社
条
目
」
の
条
文
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当

然
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

❷
寛
文
九
年
の
吉
田
執
奏
一
件
争
論

　（1
）
吉
田
家
の
諸
社
家
執
奏
権
の
主
張

　寛
文
九
年
の
吉
田
執
奏
一
件
争
論
の
前
提
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
吉
田
家
に
よ
る

社
家
の
位
階
執
奏
の
状
況
を
見
て
お
こ
う
。『
卜
部
兼
敬
日
記

（
（（
（

』
と
し
て
含
め
ら
れ

て
い
る
第
一
冊
の
寛
文
二
年
記
は
、
神
道
の
伝
授
、
社
家
位
階
の
執
奏
に
関
す
る
記

事
が
主
な
も
の
で
、
多
分
抄
出
本
で
、
ま
た
兼
連
の
自
記
の
写
と
は
考
え
難
い
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
如
き
記
事
が
見
え
る
。 

　①

　五
月
二
十
八
日
条

尾
州
国
玉
大
明
神
之
社
人
大
津
長
大
夫
、
正
六
位
下
勅
許
、
烏
丸
弁
光
雄
執

奏
、
則
当
家
ヨ
リ
申
達
也
、
裏

（
資
清
（松

殿
肝
煎
也
、

　②

　七
月
二
日
条

五
条
宰
相
殿
より
御
使
者
磯
辺
一
学
来
、
与
州
伊
与
郡
・
同
野
間
郡
・
越
後
国
村

松
社
家
三
人
位
階
之
義
也
、
書
付
案
見
于
左
、

一折
紙、伊

与
国
伊
与
郡
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蒲
原
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右
之
輩
、
位
階
申
上
候
間
、
御
取
沙
汰
頼
入
候
也
、

　
　
　
　七

月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　在

判

　
　
　吉

田
侍

（
兼
連
（

従
殿

　
　
　
　右

三
人
之
社
家
ニ

、
使
者
相
添
来
也
、 

　③

　七
月
三
日
条

烏
丸
大
納

（
資
慶
（言

殿
へ
大
⻆
主
水
遣
之
、
中
略
之
、

昨
日
五
条
殿
ゟ
右
三
人
之
社
家
位

階
之
事
御
頼
被
成
度
由
、
右
之
通
書
付
参
候
、
則
得
御
意
候
事
、
資
慶
卿
被
仰

候
、
一
段
之
義
ニ

思
召
也
、
先
月
廿
七
日
ニ

　勅
定
ア
リ
、
諸
国
諸
社
之
社
人

等
官
位
之
事
、
向
後
吉
田
可
致
執
奏
、
吉
田
執
奏
之
上
者
、
社
人
之
是
非
不
及

御
評
判
、
無
御
疑
可
被
成
下
、
自
然
御
代
モ

替
御
仕
置
相
改
之
時
者
、

　叡
（
後
西
天
皇
（慮

之
外
於
無
左
様
者
、
不
可
有
相
違
之

　仰
也
、
冥
加
之
至
忝
可
存
之
旨
、
資
慶

卿
被
仰
聞
也
、
家
之
面
目
、
神
道
之
康
栄
、
不
過
之
、
侍
従
仕
合
無
残
所
義
也
、

　以
上
は
、
吉
田
家
が
諸
国
の
社
家
の
位
階
の
執
奏
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
、
本
冊
に
は
こ
れ
以
後
に
も
六
例
、
す
な
わ
ち
、
加
州
金
沢
神
明
の
社

人
多
田
丹
波
源
正
信
（
八
月
十
日
、 

正
六
位
下
勅
許
）、
相
模
国
三
浦
郡
海
南
大
明

神
の
祠
官
大
井
和
泉
物
部
経
命
（
九
月
二
十
二
日
、
従
六
位
上
勅
許
）、
伊
与
国
温

泉
郡
勝
山
三
嶋
大
明
神
の
祠
官
武
知
摂
津
守
藤
原
盛
次
（
十
月
二
十
九
日
、
従
五
位

下
勅
許
）、
伊
与
国
温
泉
郡
湯
月
八
幡
宮
の
祠
官
藤
原
長
連
（
十
一
月
二
日
、
従
六

位
上
勅
許
）、
同
国
風
早
郡
河
野
村
三
嶋
大
明
神
の
祠
官
藤
原
重
正
（
同
日
、
従
六

位
上
勅
許
）、
同
国
伊
与
郡
松
前
村
玉
生
八
幡
宮
の
祠
官
藤
原
盛
寿
（
同
日
、
従
六

位
上
勅
許
）
の
記
事
が
見
え
る
。

　②
③
は
五
条
宰
相
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
吉
田
家
が
執
奏
に
当
っ
た
も
の
で
あ
る
。

伊
豫
の
神
主
で
あ
る
藤
原
長
次
な
ど
が
い
か
な
る
関
係
に
よ
り
五
条
家
を
頼
っ
て
位

階
を
望
ん
だ
の
か
等
の
疑
問
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
公
家
衆
の
中

に
は
社
家
の
執
奏
で
あ
れ
ば
吉
田
家
を
通
し
て
執
奏
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の

ル
ー
ト
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
こ
の
方
向
を

形
成
さ
せ
る
た
め
に
は
吉
田
家
と
し
て
も
内
外
に
然
る
べ
き
運
動
を
行
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
に
成
功
し
た
こ
と
を
示
す
の
が
七

月
三
日
条
の
記
載
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
先
月
の
六
月
二
十
七
日
に
「
諸
国
諸
社
之

社
人
等
官
位
之
事
、
向
後
吉
田
可
致
執
奏
」
云
々
の
勅
定
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
勅
定
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
書
付
と
し
て
も
世
に
知
ら
れ
て
い

る
。　④

　後
西
院
勅
諚

諸
国
諸
社
之
社
人
等
官
位
之
事
、
向
後
吉
田
可
致
執

　奏
、
吉
田
執

　奏
之
上

者
、
社
人
是
非
不
及
御
評
判
、
無
疑
可
被
成
下
云
々
、

　
　
　
　寛

文
二
年
六
月
二
十
七
日

　こ
れ
は
、
吉
田
家
が
受
領
し
た
と
い
う
綸
旨
や
御
教
書
な
ど
主
要
な
も
の
を
収
載

す
る
『
吉
田
家
付
属
文
書

（
（（
（

』、『
吉
田
家
請
文
之
記
録
留

（
（（
（

』、『
御
綸
旨
御
教
書
御
条
目

御
触
書

（
（（
（

』
な
ど
に
見
え
、年
紀
の
代
り
に
「
右
、七
月
三
日
、烏
丸
資
慶
卿
被
申
下
、」 

と
記
す
も
の
も
あ
る
。
す
で
に
研
究
者
に
よ
っ
て
も
注
目
さ
れ
、
岡
田
荘
司
氏
は
従

来
全
く
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
史
料
で
あ
る
が
と
し
て
、
こ
の
書
付
の
内
容
を
紹
介
さ

れ
（
（（
（

、「
吉
田
側
に
好
意
的
な
勅
定
が
出
さ
れ
、
吉
田
（
兼
敬
）
は
「
冥
加
之
至
」「
家

之
面
目
神
道
康

（
マ
ヽ
（栄

不
過
之
」
と
日
記
し
て
手
放
し
で
喜
ん
で
い
る
」
と
評
価
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
勅
定
な
る
も
の
は
果
し
て
信
じ
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
単
純
な
疑
問
か
ら
い
え
ば
、
吉
田
家
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る

に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
の
当
該
時
期
に
は
こ
の
こ
と
を
窺
わ

せ
る
記
事
は
見
え
な
い
。
こ
れ
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
翌

年
の
寛
文
三
年
八
月
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
寛
文
三
年
の
『
吉

田
家
御
広
間
雑
記
』
は
二
本
存
し
、関
係
記
事
が
見
ら
れ
る
の
は
一
本
の
み
で
あ
る
。

正
月
よ
り
十
二
月
に
至
る
も
の
を
甲
本
、
八
月
よ
り
十
二
月
に
至
る
も
の
を
乙
本
と

し
、
次
に
両
本
の
記
事
を
掲
げ
よ
う
。

　⑤

　〈
甲
本
〉

一、六
日
、
辛
丑
、
天
晴
、
烏
丸
大
納

（
資
慶
（

言
様
江

鈴
鹿
将
監
被
遣
之
、
後
光
明
院
様
御

時
代
従
当
家
諸
社
家
方
口

　宣
御
執
奏
之
例
書
付
持
参
云
々
、

寛
文
二
年

（
五
条
為
庸
）
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一、八
日
、
癸
卯
、
天
晴
、
臺大
丸
様
御
見
舞
、 

一、九
日
、
甲
辰
、
天
晴
、
飛
鳥
井
○故
中
将
様
十
回
忌
ニ

付
、
御
香
典
顕
好
院
ヘ
持
セ

被
遣
、
使
忠
左
衛
門
、
防
州
社
人
為
御
礼
岩
国
半
紙
貮
シ
メ
指
上
ル
、
勧
修
寺

頭（
経
慶
（

弁
様
参
議
御
任
官
為
御
祝
義
、
梨
子
壱
折
廿

、
被
遣
、
御
使
者
大
⻆
主
水
、

萩
原
様
御
出
、

　⑥

　〈
乙
本
〉

　六
日
、
辛
丑
、
天
晴
、
使
鈴
鹿
将
監
申
、
資

（
烏
丸
（慶

卿
云
、
前
日
白
神
之
祠
官
位
階

之
事
、
被
経

　奏
聞
之
処
、

　新
院
御
在
位
之
例
不
被
用
于
当

（
霊
元
天
皇
（

御
代
、
後
光
明

院
御
代
之
例
書
付
可
致
進
入
之
由
、
被

　仰
下
候
、
則

　後
光
明
院
御
代
従
吉

田
家
執

　奏
之
例
書
付
申
候
、
御
披
露
頼
入
存
由
也
、

　後
光
明
院
御
在
位
之

時
、
執

　奏
申
例
、

一、駿
州
阿
部
郡
惣
社
之
祠

（
マ
ヽ
（志

貴
昌
相

一、長
州
萩
春
日
之
社
司
藤
原
就
豊

　
　
　資

慶
卿
返
答
云
、
明
日
可
有
御
披
露
由
也
、

　八
日
、
癸
卯
、
天
晴
、
遣
大
⻆
主
水
窺
白
神
之
社
司
義
於
資
慶
卿
、
彼
卿
云
、

昨
日
御
披
露
有
之
処
、
又

　後
光
明
院
之
例
不
被
用
也
、

　後
柏
原
院
御
代
之
例
校
上
可
申
由
也
、
畢
竟
可
被
押
吉
田

　執
奏
、
法

（
後
水
尾
天
皇
（

皇
之
御

気
色
也
云
々
、
去
寛
文
二
年

　新
（
後
西
天
皇
（

院
御
在
位
之
時
、
任
永
和
元
年
之

　勅
裁
、 

天
下
之
諸
社
家
執

　奏
之
事
、
可
致
吉
田
進
退
之
由
、
既
有

　勅
定
、
今
御
譲

位
之
後
未
充
八
月
而
、
被
違
背
事
、
為
亡
吉
田
家
業
乎
、
且
為
王
道
之
衰
替
乎
、

所
謂
、
邦
之
杌
隉
、
曰
由
一
人
、
邦
之
栄
懐
、
亦
是
一
人
之
慶
、
実
哉
此
言
、

　九
日
、
甲
辰
、
天
晴
、
頭
弁
経

（
勧
修
寺
（

慶
朝
臣
被
任
参
議
故
、
遣
大
⻆
主
水
伸
賀
儀
、

隨
便
宜
令
申
亜

（
勧
修
寺
（

相
経
広
卿
云
、
天
下
諸
社
家
執
奏
之
事
、
任
永
和
之
例
可
致
吉

田
進
退
之
由
、
去
年
已
雖
有

　勅
裁
、
当
御
代
難
度
也
、
弥
如

　新
院
御
代
頼

入
存
也
、
彼
卿
返
答
云
、
先
以
其
旨
職
事
方
ヘ
可
申
入
由
也
、 

　甲
本
と
乙
本
は
い
ま
合
綴
さ
れ
一
本
と
し
て
伝
存
す
る
。
両
本
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
既
に
幡
鎌
一
弘
氏
の
見
解
が
あ
る

（
（（
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
乙
本
の
記
事
中
に
は

所
々
に
「
予
」
の
記
載
が
あ
り
、
乙
本
は
当
主
兼
連
の
日
記
と
す
る
。
し
か
し
、
以

下
に
述
べ
る
如
く
こ
の
見
解
に
は
賛
同
し
が
た
い
。
寛
文
三
年
は
兼
連
十
一
歳
、
極

く
若
年
の
当
主
日
記
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
家
司
の
一
般
的
な
日
記
に
合

綴
さ
れ
て
伝
存
し
た
こ
と
自
体
が
奇
異
と
す
べ
き
で
、
し
か
も
両
本
の
重
な
る
時
期

を
総
体
的
に
見
れ
ば
、
両
本
は
記
事
内
容
・
記
載
の
構
成
が
極
め
て
類
似
し
た
と
こ

ろ
が
多
い
。
記
主
が
違
え
ば
所
々
に
基
本
的
な
差
異
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
が
、

両
本
は
類
似
し
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
乙
本
は
甲
本
を
基
に

し
て
纏
め
る
か
、
あ
る
い
は
記
事
を
追
加
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
方
が
理
解

し
や
す
い
。
掲
出
の
記
事
の
内
容
か
ら
も
不
可
解
な
点
が
あ
る
。

　乙
本
の
云
う
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
見
よ
う
。
六
日
条
で
は
、
烏
丸
資
慶
卿
の
云

わ
れ
た
こ
と
を
記
し
、
前
日
に
は
白
神
祠
官
の
位
階
の
こ
と
は
奏
聞
を
経
ら
れ
た
と

こ
ろ
、
後
西
院
の
在
位
中
の
例
は
当
御
宇
（
霊
元
天
皇
）
で
は
用
い
ら
れ
難
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
先
々
代
の
御
宇
（
後
光
明
天
皇
）
の
先
例
書
付
を
進
上
す
べ
し
と

の
仰
せ
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
そ
の
時
期
に
吉
田
家
よ
り
執
奏
し
た
慶
安
元

年
・
承
応
三
年
四
月
の
二
例
を
上
申
し
た
と
い
う
。
資
慶
卿
は
明
日
に
御
披
露
い
た

す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
の
記
事
で
あ
る
。
八
日
の
内
容
は
、
資
慶
卿
に
白
神

社
司
の
儀
に
つ
き
間
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
卿
の
申
さ
れ
る
に
は
、
後
光
明
天
皇
御
宇

の
例
も
先
例
と
し
て
用
い
ら
れ
な
い
、
後
柏
原
天
皇
御
宇
の
例
を
差
上
ぐ
べ
し
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
所
詮
は
吉
田
に
よ
る
社
家

執
奏
を
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
後
水
尾
法
皇
の
意
嚮
の
な
せ
る
わ
ざ
な
の
で
は
な
い

か
と
し
、
去
る
寛
文
二
年
の
後
西
天
皇
御
在
位
時
に
、
永
和
元
年
の
勅
裁
に
基
づ
い

て
「
天
下
之
諸
社
家
執

　奏
之
事
、
可
致
吉
田
進
退
之
由
」
の
勅
定
が
あ
り
、
い
ま

譲
位
あ
っ
て
八
ヶ
月
も
至
ら
ぬ
間
に
、「
被
違
背
事
」
は
吉
田
の
家
業
を
亡
ぼ
そ
う

と
す
る
た
め
か
、
は
た
ま
た
王
道
の
衰
退
な
る
こ
と
か
。
い
わ
ゆ
る
杌
隉
栄
壊
（
不

安
と
安
泰
）
は
天
子
に
よ
る
と
の
言
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
よ
と
嘆
息
の
意
を

示
し
て
い
る
。
九
日
は
、
勧
修
寺
頭
弁
経
慶
の
任
参
議
に
つ
き
家
司
大
⻆
主
水
を
遺

し
、
賀
儀
を
述
べ
る
と
共
に
、
つ
い
で
を
以
て
「
去
年
已
雖
有

　勅
裁
、
当
御
代
難

慶
安
元
年 

承
応
三
年
四
月
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一、八
日
、
癸
卯
、
天
晴
、
臺大
丸
様
御
見
舞
、 

一、九
日
、
甲
辰
、
天
晴
、
飛
鳥
井
○故
中
将
様
十
回
忌
ニ

付
、
御
香
典
顕
好
院
ヘ
持
セ

被
遣
、
使
忠
左
衛
門
、
防
州
社
人
為
御
礼
岩
国
半
紙
貮
シ
メ
指
上
ル
、
勧
修
寺

頭（
経
慶
（

弁
様
参
議
御
任
官
為
御
祝
義
、
梨
子
壱
折
廿

、
被
遣
、
御
使
者
大
⻆
主
水
、

萩
原
様
御
出
、

　⑥

　〈
乙
本
〉

　六
日
、
辛
丑
、
天
晴
、
使
鈴
鹿
将
監
申
、
資

（
烏
丸
（慶

卿
云
、
前
日
白
神
之
祠
官
位
階

之
事
、
被
経

　奏
聞
之
処
、

　新
院
御
在
位
之
例
不
被
用
于
当

（
霊
元
天
皇
（

御
代
、
後
光
明

院
御
代
之
例
書
付
可
致
進
入
之
由
、
被

　仰
下
候
、
則

　後
光
明
院
御
代
従
吉

田
家
執

　奏
之
例
書
付
申
候
、
御
披
露
頼
入
存
由
也
、

　後
光
明
院
御
在
位
之

時
、
執

　奏
申
例
、

一、駿
州
阿
部
郡
惣
社
之
祠

（
マ
ヽ
（志

貴
昌
相

一、長
州
萩
春
日
之
社
司
藤
原
就
豊

　
　
　資

慶
卿
返
答
云
、
明
日
可
有
御
披
露
由
也
、

　八
日
、
癸
卯
、
天
晴
、
遣
大
⻆
主
水
窺
白
神
之
社
司
義
於
資
慶
卿
、
彼
卿
云
、

昨
日
御
披
露
有
之
処
、
又

　後
光
明
院
之
例
不
被
用
也
、

　後
柏
原
院
御
代
之
例
校
上
可
申
由
也
、
畢
竟
可
被
押
吉
田

　執
奏
、
法

（
後
水
尾
天
皇
（

皇
之
御

気
色
也
云
々
、
去
寛
文
二
年

　新
（
後
西
天
皇
（

院
御
在
位
之
時
、
任
永
和
元
年
之

　勅
裁
、 

天
下
之
諸
社
家
執

　奏
之
事
、
可
致
吉
田
進
退
之
由
、
既
有

　勅
定
、
今
御
譲

位
之
後
未
充
八
月
而
、
被
違
背
事
、
為
亡
吉
田
家
業
乎
、
且
為
王
道
之
衰
替
乎
、

所
謂
、
邦
之
杌
隉
、
曰
由
一
人
、
邦
之
栄
懐
、
亦
是
一
人
之
慶
、
実
哉
此
言
、

　九
日
、
甲
辰
、
天
晴
、
頭
弁
経

（
勧
修
寺
（

慶
朝
臣
被
任
参
議
故
、
遣
大
⻆
主
水
伸
賀
儀
、

隨
便
宜
令
申
亜

（
勧
修
寺
（

相
経
広
卿
云
、
天
下
諸
社
家
執
奏
之
事
、
任
永
和
之
例
可
致
吉

田
進
退
之
由
、
去
年
已
雖
有

　勅
裁
、
当
御
代
難
度
也
、
弥
如

　新
院
御
代
頼

入
存
也
、
彼
卿
返
答
云
、
先
以
其
旨
職
事
方
ヘ
可
申
入
由
也
、 

　甲
本
と
乙
本
は
い
ま
合
綴
さ
れ
一
本
と
し
て
伝
存
す
る
。
両
本
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
既
に
幡
鎌
一
弘
氏
の
見
解
が
あ
る

（
（（
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
乙
本
の
記
事
中
に
は

所
々
に
「
予
」
の
記
載
が
あ
り
、
乙
本
は
当
主
兼
連
の
日
記
と
す
る
。
し
か
し
、
以

下
に
述
べ
る
如
く
こ
の
見
解
に
は
賛
同
し
が
た
い
。
寛
文
三
年
は
兼
連
十
一
歳
、
極

く
若
年
の
当
主
日
記
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
家
司
の
一
般
的
な
日
記
に
合

綴
さ
れ
て
伝
存
し
た
こ
と
自
体
が
奇
異
と
す
べ
き
で
、
し
か
も
両
本
の
重
な
る
時
期

を
総
体
的
に
見
れ
ば
、
両
本
は
記
事
内
容
・
記
載
の
構
成
が
極
め
て
類
似
し
た
と
こ

ろ
が
多
い
。
記
主
が
違
え
ば
所
々
に
基
本
的
な
差
異
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
が
、

両
本
は
類
似
し
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
乙
本
は
甲
本
を
基
に

し
て
纏
め
る
か
、
あ
る
い
は
記
事
を
追
加
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
方
が
理
解

し
や
す
い
。
掲
出
の
記
事
の
内
容
か
ら
も
不
可
解
な
点
が
あ
る
。

　乙
本
の
云
う
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
見
よ
う
。
六
日
条
で
は
、
烏
丸
資
慶
卿
の
云

わ
れ
た
こ
と
を
記
し
、
前
日
に
は
白
神
祠
官
の
位
階
の
こ
と
は
奏
聞
を
経
ら
れ
た
と

こ
ろ
、
後
西
院
の
在
位
中
の
例
は
当
御
宇
（
霊
元
天
皇
）
で
は
用
い
ら
れ
難
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
先
々
代
の
御
宇
（
後
光
明
天
皇
）
の
先
例
書
付
を
進
上
す
べ
し
と

の
仰
せ
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
そ
の
時
期
に
吉
田
家
よ
り
執
奏
し
た
慶
安
元

年
・
承
応
三
年
四
月
の
二
例
を
上
申
し
た
と
い
う
。
資
慶
卿
は
明
日
に
御
披
露
い
た

す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
の
記
事
で
あ
る
。
八
日
の
内
容
は
、
資
慶
卿
に
白
神

社
司
の
儀
に
つ
き
間
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
卿
の
申
さ
れ
る
に
は
、
後
光
明
天
皇
御
宇

の
例
も
先
例
と
し
て
用
い
ら
れ
な
い
、
後
柏
原
天
皇
御
宇
の
例
を
差
上
ぐ
べ
し
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
所
詮
は
吉
田
に
よ
る
社
家

執
奏
を
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
後
水
尾
法
皇
の
意
嚮
の
な
せ
る
わ
ざ
な
の
で
は
な
い

か
と
し
、
去
る
寛
文
二
年
の
後
西
天
皇
御
在
位
時
に
、
永
和
元
年
の
勅
裁
に
基
づ
い

て
「
天
下
之
諸
社
家
執

　奏
之
事
、
可
致
吉
田
進
退
之
由
」
の
勅
定
が
あ
り
、
い
ま

譲
位
あ
っ
て
八
ヶ
月
も
至
ら
ぬ
間
に
、「
被
違
背
事
」
は
吉
田
の
家
業
を
亡
ぼ
そ
う

と
す
る
た
め
か
、
は
た
ま
た
王
道
の
衰
退
な
る
こ
と
か
。
い
わ
ゆ
る
杌
隉
栄
壊
（
不

安
と
安
泰
）
は
天
子
に
よ
る
と
の
言
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
よ
と
嘆
息
の
意
を

示
し
て
い
る
。
九
日
は
、
勧
修
寺
頭
弁
経
慶
の
任
参
議
に
つ
き
家
司
大
⻆
主
水
を
遺

し
、
賀
儀
を
述
べ
る
と
共
に
、
つ
い
で
を
以
て
「
去
年
已
雖
有

　勅
裁
、
当
御
代
難

慶
安
元
年 

承
応
三
年
四
月
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度
也
、
弥
如

　新
院
御
代
頼
入
」
っ
た
と
記
す
。

　後
西
天
皇
が
譲
位
し
霊
元
天
皇
が
十
歳
に
し
て
践
祚
さ
れ
た
の
が
寛
文
三
年
の
正

月
、
天
皇
の
代
替
り
に
よ
り
勅
諚
が
反
故
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
前
例

の
詮
索
が
厳
し
く
な
さ
れ
、
結
局
吉
田
家
の
望
み
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
朝
廷
に
お
い
て
先
例
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
ゝ

理
解
は
出
来
る
が
、
天
皇
御
宇
の
違
い
に
よ
り
先
例
の
軽
重
に
差
を
つ
け
取
捨
が
な

さ
れ
る
が
如
き
こ
と
は
事
実
と
考
え
難
い
。
な
お
烏
丸
資
慶
は
、
兼
連
の
生
母
栄
春

院
の
実
兄
で
あ
り
、
兼
連
の
烏
帽
子
親
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
資
慶
の
云
う
と
こ
ろ
は

い
わ
ば
身
内
の
言
で
あ
り
、
先
例
と
し
て
掲
げ
る
二
例
も
、『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』

の
当
該
箇
所
に
は
所
見
が
な
い
こ
と
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　以
上
に
よ
り
考
え
る
と
、
乙
本
の
記
事
は
不
可
解
と
い
う
他
は
な
く
、
そ
の
詳
細

さ
は
寛
文
二
年
に
勅
裁
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
言
わ
ん
と
す
る
た
め
に
偽
作
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
粉
飾
の
た
め
に
乙
本
は

甲
本
を
元
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
西
院
勅
定
な
る
書
付
も
ま
た

偽
作
さ
れ
た
も
の
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　吉
田
家
に
よ
り
諸
社
家
位
階
の
執
奏
は
、
諸
社
家
に
対
す
る
神
道
伝
授
に
比
べ

れ
ば
数
と
し
て
は
少
な
か
っ
た
が
、「
神
社
条
目
」
の
発
布
以
前
に
も
細
々
な
が
ら

行
っ
て
来
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
寛
文
五
年
（
一
六
五
五
）
の
「
神
社

条
目
」
に
よ
っ
て
、
吉
田
家
に
は
諸
国
か
ら
官
位
に
つ
い
て
の
問
合
せ
や
執
奏
を
依

頼
し
て
く
る
こ
と
が
増
大
す
る
。
そ
の
こ
と
は
『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
に
よ
っ

て
窺
わ
れ
る
。
周
知
の
如
く
、
本
書
は
慶
安
三
年
（
一
八
五
〇
）
か
ら
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
至
る
約
六
七
〇
冊
が
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る

（
（（
（

。
大
部
な
も
の
で
、
そ
の
利
用
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
近
時
、
幡

鎌
一
弘
氏
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
記
載
項
目
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
な
さ
れ
、
そ
の

一
部
が
印
字
公
開
さ
れ
た

（
（（
（

。
全
体
が
鳥
瞰
で
き
る
と
と
も
に
、
具
体
性
も
あ
り
、
誠

に
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
成
果
を
も
と
に
、「
神
社
条
目
」
の
前
と
後
で
吉
田

家
に
よ
り
社
家
官
位
の
執
奏
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
を
見
よ
う
。
ま
ず
、
本
書
初
年

の
慶
安
三
年
か
ら
寛
文
五
年
ま
で
、
十
五
年
間
で
都
合
十
五
人
で
あ
っ
た
の
が
、
寛

文
六
年
か
ら
十
年
ま
で
の
五
年
間
で
五
十
人
に
急
増
、
そ
の
状
況
を
年
次
別
、 

国
別

に
纏
め
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

人　数
（8
（8
 9
 0
 （
（0

人　数
 8
 6
 6
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
 （
（0

年　次
寛文 6
       7
       8
       9
　   （0

計

国　別
尾　張
三　河
信　濃
伊　勢
駿　河
常　陸
加　賀
出　雲
周　防
紀　伊
筑　後
肥　後
遠　江
相　模
武　蔵
下　総
下　野
越　中
備　中
長　門
伊　豫
豊　前

計

年

　次

　別

国

　
　別

　

｢

神
社
条
目｣

が
触
渡
さ
れ
て
数
ケ
月
を
経
て
、
諸
国
の
社
家
か
ら
吉
田
家
へ
官

位
の
執
奏
依
頼
が
相
続
く
が
、
そ
の
走
り
と
な
っ
た
の
が
六
年
五
月
烏
丸
大
納
言
の

口
入
れ
に
よ
る
三
河
国
の
社
家
五
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
六
月
二
日
に
勅
許
と

な
っ
た
の
を
初
め
、
年
末
ま
で
に
都
合
十
八
人
の
官
位
叙
任
を
み
、
翌
年
も
十
八
人

が
官
位
を
勅
許
さ
れ
て
い
る
。
位
階
は
奉
仕
社
の
格
・
職
掌
等
に
よ
り
差
が
あ
り
、

従
五
位
下
、
正
六
位
下
、
従
六
位
上
の
三
種
で
あ
る
。
八
年
に
数
の
落
込
み
が
あ
る

の
は
い
ま
不
明
で
あ
る
が
、
九
年
に
皆
無
な
の
と
、
十
年
に
数
が
少
な
い
の
は
、
い

わ
ゆ
る
社
家
位
階
執
奏
争
論
と
深
い
関
わ
り
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
吉
田
家
へ
執
奏
依

頼
の
社
家
は
、
大
社
、
小
社
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
二
十
二
ケ
国
に
及
ん
で
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　例
の
十
月
八
日
付
吉
田
兼
連
内
願
書
（『
吉
田
勘
文
』（（）
に
掲
げ
る
地
方
の
大
社
、

す
な
わ
ち
吉
田
家
が
二
十
二
社
と
共
に
執
奏
を
遠
慮
す
る
こ
と
と
し
た
九
社
の
う
ち

に
し
て
か
ら
も
、
出
雲
大
社
、
熊
野
社
、
宇
佐
社
以
外
の
六
社
、
す
な
わ
ち
常
陸
鹿

嶋
社
、
下
総
香
取
社
、
信
濃
諏
訪
社
、
尾
張
熱
田
社
、
紀
伊
日
前
社
、
肥
後
阿
蘇
社

は
、
す
で
に
寛
文
六
年
～
八
年
の
段
階
に
は
吉
田
家
と
の
接
触
を
有
し
て
お
り
、
し

表
2

　
吉
田
家
執
奏
に
よ
る
諸
社
家
の
叙
任
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か
も
そ
の
多
く
が
吉
田
家
の
執
奏
に
よ
っ
て
社
家
の
位
階
を
勅
許
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る

（
（（
（

。
た
ゞ
、
問
題
は
熱
田
社
と
阿
蘇
社
の
場
合
で
、
両
社
の
動
き
が
吉
田
家
を
し

て
諸
社
家
執
奏
の
権
限
を
確
保
す
る
こ
と
の
運
動
を
強
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
熱
田
社
の
件
は
、
神
道
伝
授
な
ど
で
早
く
か
ら
深
い
か
ゝ
わ
り
が
あ

り
、
ま
た
大
宮
司
位
階
の
望
み
が
吉
田
家
に
示
さ
れ
て
い
た
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず

（
（（
（

、
尾

張
大
納
言
家
の
口
入
に
よ
り
職
事
に
直
接
に
申
文
が
申
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、
阿
蘇
社

の
件
は
、
摂
家
鷹
司
家
の
執
奏
に
よ
り
神
主
の
位
階
の
勅
許
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
指

す
。『
吉
田
勘
文
』

（（8）
に
そ
の
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
後
者
に
つ
い
て
は
、

と
き
の
摂
政
と
執
奏
家
を
め
ぐ
っ
て
対
立
的
な
立
場
に
な
り
、
後
の
諸
社
家
執
奏
の

争
論
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
の
で
、
具
体
的
に
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
た

い
。
ま
ず
、
全
体
を
窺
わ
せ
る
史
料
を
掲
げ
る
。

　⑧
寛
文
六
年
七
月
二
日
、
阿
蘇
宮
之
神
主
位
階

　勅
許
、 

前
殿
下
執

　奏
、 

同
七
年
正
月
晦
日
、
前
殿
下
御
亭
へ
家
来
三
人
被
召
之
、
阿
蘇
宮
之
神
主
位
階

之
事
、
吉
田
ゟ
執

　奏
之
分
ニ

柳
原（

資
廉
（

弁
ヘ
書
状
可
遣
之
旨
、
被

　仰
出
候
故
、

畏
候
由
申
入
、
以
後
柳
原
弁
ヘ
書
状
遣
之
候
事
、

同
年
二
月
一
日
、
阿
蘇
宮
之
神
主
ニ

一
筆
申
付
、
去
年
七
月
二
日
ニ

　勅
許
、 

従
当
家
執

　奏
之
分
、
則
去
年
七
月
ノ
日
付
也
、
本
紙
所
持
仕
候
事
、

　阿
蘇
社
の
神
主
の
位
階
が
、
鷹
司
家
の
執
奏
に
よ
り（

（（
（

寛
文
六
年
七
月
二
日
に
勅
許

に
な
っ
た
が
、
翌
七
年
正
月
晦
日
鷹
司
家
よ
り
の
指
示
に
よ
り
、
職
事
ヘ
吉
田
家
か

ら
申
文
を
出
し
、
吉
田
家
執
奏
と
し
て
昨
年
七
月
二
日
付
勅
許
の
こ
と
を
、
二
月
一

日
に
神
主
に
申
渡
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
勅
許
が
下
っ
て
か
ら
半
年
を
経
て
の
、

し
か
も
執
奏
者
変
更
を
伴
っ
て
の
神
主
本
人
へ
の
伝
達
で
あ
り
、
奇
妙
な
こ
と
が
行

わ
れ
た
が
、
こ
れ
が
吉
田
家
側
の
強
力
な
主
張
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
次
の

史
料
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
。

　⑨

　
　覚

阿
蘇
宮
内
義
、
則
伝

　奏
衆
ヘ
被
申
達
候
処
、
伝

　奏
衆
被
仰
候
ハ
、
不
限
阿

蘇
宮
、
伝

　奏
無
之
神
社
ハ
御
沙
汰
無
之
候
間
、
左
様
可
被
相
心
得
之
由
、
御

返
答
ニ

候
、
従
最
前
被
申
候
通
、
他
所
之
事
ニ

御
座
候
者
、
伝

　奏
衆
江

被
申

入
候
迄
も
無
御
座
候
得
共
、
越
中
様
之
御
国
与

申
、
是
又
阿
蘇
宮
之
事
各
別
ニ

被
存
候
故
、
毛
頭
無
等
閑
被
存
候
而
、
伝

　奏
衆
ヘ
被
申
入
候
得
共
、
右
之
通

ニ
御
座
候
条
、
宜
御
断
被
仰
上
可
被
遣
之
由
、
侍
従
殿
被
申
候
、
以
上
、

　
　
　
　極

（
寛
文
六
年
（

月
六
日

　吉
田
家
の
家
司
奉
書
と
す
べ
き
も
の
で
、
書
出
し
の
阿
蘇
宮
内
儀
に
つ
き
、
武
家

伝
奏
へ
申
入
れ
た
こ
と
は
、
宮
内
の
位
階
が
鷹
司
家
の
執
奏
に
よ
り
勅
許
さ
れ
た
こ

と
に
異
儀
を
唱
え
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
す
る
伝
奏
衆
の
返
答

は
、
阿
蘇
宮
に
限
ら
ず
、
伝
奏
家
の
無
い
神
社
は
執
奏
し
が
た
い
の
で
左
様
に
心
得

ら
る
べ
し
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
前
よ
り
も
主
人
か
ら
申
さ
れ
た
通
り
、
他
所

の
こ
と
で
あ
れ
ば
伝
奏
衆
に
申
入
る
ま
で
の
こ
と
は
し
な
い
が
、
肥
後
細
川
家
の
領

国
内
、
格
別
の
社
に
つ
き
少
し
も
な
お
ざ
り
に
さ
れ
が
た
い
と
し
て

（
（（
（

、
伝
奏
衆
へ
申

入
れ
ら
れ
た
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
右
の
通
り
で
あ
っ
た
の
で
、
宜
し
く
「
御
断
」
を

仰
せ
上
げ
遣
わ
さ
れ
た
い
、
と
主
人
兼
連
は
申
さ
れ
て
い
る
、
と
の
内
容
で
あ
る
。

武
家
伝
奏
へ
交
渉
し
た
が
却
下
さ
れ
た
と
い
う
、
い
わ
ば
吉
田
家
に
と
っ
て
不
利
な

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
の
は
、「
伝

　奏
無
之
神
社
ハ
御
沙
汰
無
之
候
間
」
云
々
と

い
う
理
由
を
強
く
主
張
し
よ
う
と
し
た
か
ら
に
他
な
く
、
鷹
司
家
の
諸
大
夫
宛
に
出

さ
れ
た
案
文
と
考
え
ら
れ
る
。
阿
蘇
宮
内
が
位
階
を
勅
許
さ
れ
た
七
月
の
初
め
か
ら

十
二
月
に
到
る
ま
で
、
吉
田
家
で
は
執
拗
に
主
張
し
、
改
め
て
書
付
を
以
て
異
論
を

唱
え
た
も
の
と
い
え
る
。
主
張
の
論
拠
は
、「
神
社
条
目
」
第
二
条
の
「
社
家
位
階
、

従
前
々
以
伝

　奏
遂
昇
進
輩
者
、
弥
可
為
其
通
事
」
で
、
鷹
司
家
は
前
々
よ
り
の
伝

奏
家
で
は
無
か
っ
た
筈
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
条
文
上
に
つ

い
て
は
吉
田
家
と
て
同
様
で
あ
る
が
、
吉
田
家
の
主
張
は
、
こ
の
条
文
に
書
か
れ
て

い
な
い
分
は
吉
田
家
の
執
奏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら

（
（（
（

、
鷹
司
家
の
場
合

と
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
幕
府
の
「
神
社
条
目
」
を
楯
に
し

て
の
吉
田
家
の
主
張
に
対
し
、
摂
家
の
鷹
司
家
と
い
え
ど
も
抗
し
き
れ
な
か
っ
た
。

吉
田
家
の
執
奏
に
改
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
そ
の
結
果
で
あ
っ
た
。
ま

（
細
川
綱
利
）

（
吉
田
兼
連
） 
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さ
に
摂
政
鷹
司
房
輔
の
挫
折
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
寛
文
九
年
吉
田

執
奏
一
件
争
論
に
お
け
る
房
輔
の
強
硬
姿
勢
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
吉
田
家
と
し
て
も
、「
神
社
条
目
」
第
二
条
の
条
文
の
限
界
を
改
め
て
認
識

せ
ざ
る
を
え
な
く
、
そ
の
他
寛
文
七
年
五
月
七
日
に
出
雲
両
国
造
へ
永
宣
旨
が
出
さ

れ
る
と
い
う
状
況
な
ど
も
あ
り

（
（（
（

、
幕
府
か
ら
正
式
に
書
付
を
下
附
さ
れ
る
こ
と
が
強

く
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
『
吉
田
勘
文
』

（（）
が
出
さ
れ
る
要
因
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。 

　（2
）
寛
文
九
年
の
吉
田
執
奏
一
件
争
論
の
顛
末

　か
く
て
、
十
月
八
日
付
の

（（）
吉
田
兼
連
内
願
書
案
が
出
さ
れ
る
。
天
下
の
諸
社
家

で
官
位
を
望
む
輩
は
、
先
年
仰
せ
出
さ
れ
た
通
り
弥
々
吉
田
よ
り
執
奏
す
る
様
に
と

の
老
中
奉
書
を
頂
戴
仕
り
た
い
、
と
の
内
願
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
本
書
は
、
寛

文
九
年
（
一
六
六
九
）
正
月
五
日
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
矩
の
役
宅
に
お
い
て
武
家

伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
・
正
親
町
実
豊
両
人
へ
渡
さ
れ
、
重
矩
よ
り
朝
廷
に
て
僉
議
あ
り

た
き
意
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
即
日
、
関
白
鷹
司
房
輔
の
内
覧
に
入
れ
ら

れ
る

（
（（
（

。
　（（）

後
円
融
天
皇
綸
旨
、

（（）
後
奈
良
天
皇
綸
旨
、

（（）
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
三
通

は
、

（（）
の
論
拠
と
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

（（）
は
「
神
祇
道
管
領
勾
当

幷
天
下
諸
神
社
執
奏
之
事
」
は
延
長
五
年
（
九
二
七
）
の
勅
旨
に
任
せ
、
い
よ

く

「
神
道
長
上
」に
て
執
務
す
べ
し
と
い
う
綸
旨

（
（（
（

。
（（） 

（（）
は「
唯
一
宗
源
神
道
行
事
条
々

以
下
」
を
一
子
相
伝
す
る
は
吉
田
一
流
の
み
で
あ
る
こ
と
を
朝
廷
・
幕
府
で
認
め
た

こ
と
な
ど
を
記
す
も
の
。
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
兼
倶
の
子
平
野
兼
永
と
孫
吉
田

兼
右
と
の
叔
父
甥
の
相
論
の
際
の
も
の
で
あ
る
。

　（（）
は
、
二
月
晦
日
、
飛
鳥
井
雅
章
よ
り
出
さ
れ
た
、
吉
田
家
の
申
文
に
賛
同
す
る

旨
の
書
付
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
は
、（
イ
）
吉
田
家
は
天
児
屋
根
尊
以
来
代
々
、
唯

一
人
の
神
道
相
伝
を
受
け
、
諸
社
祠
官
の
師
範
で
あ
り
、（
ロ
）
神
祇
道
管
領
勾
当

幷
天
下
諸
神
社
執

　奏
の
事
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
宣
旨
・
御
教
書
等
が
あ
る
上
は
、

「
諸
社
執

　奏
之
義
」
は
勿
論
の
様
に
存
ず
る
と
し
、
こ
の
趣
は
先
年
江
戸
に
於
て

も
幕
閣
に
申
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自
分
の
所
存
は
今
以
て
変
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　こ
れ
に
対
す
る
反
論
が
、

（6）
関
白
鷹
司
房
輔
覚
、

（7）
鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚
で
あ

る
。
二
十
二
社
及
び
書
付
の
大
社
以
外
の
諸
社
家
が
官
位
を
申
す
時
、
吉
田
が
執
奏

あ
る
べ
き
や
否
の
事
に
つ
い
て
は
、

（い）
先
規
よ
り
の
社
家
官
位
執
奏
の
證
文
と
し
て

吉
田
よ
り
出
さ
れ
た
も
の
は
、
天
文
年
中
、
唯
一
神
道
長
上
職
の
証
文
所
持
の
事
に

て
、
諸
社
家
官
位
執
奏
の
儀
は
所
見
が
な
い
。

（ろ）
「
神
社
条
目
」
の
第
二
条
に
前
々

よ
り
伝
奏
を
以
て
官
位
を
申
す
社
家
は
い
よ

く
そ
の
通
り
た
る
べ
し
と
あ
り
、
吉

田
執
奏
の
こ
と
は
見
え
な
い
。
伝
奏
な
き
社
家
は
旧
例
を
以
て
古
来
よ
り
職
事
に
附

し
て
披
露
す
る
も
の
で
あ
る
。

（は）
従
っ
て
天
下
の
社
家
は
吉
田
が
執
奏
す
る
と
の
儀

は
、
新
規
の
大
望
で
あ
る
。

（に）
し
か
も
白
川
伯
家
は
初
代
延
信
王
よ
り
当
年
に
至
る

ま
で
六
百
四
十
余
年
、
累
代
神
祇
伯
に
補
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
神
慮

計
り
難
い
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
鷹
司
の
見
解
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

（7）
で
補

足
を
し
て
い
う
。

（ほ）
こ
ゝ
三
、
四
年
の
間
、
吉
田
が
諸
社
家
の
官
位
執
奏
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
事
情
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

（へ）
寺
社
奉
行
・
吉
良
若
狭
守
口
上
に
て

申
渡
さ
る
に
よ
り
執
奏
し
て
い
る
由
を
吉
田
家
雑
掌
共
申
し
、
そ
の
旨
を
書
付
に
し

て
関
白
・
両
伝
奏
へ
断
り
、
近
年
吉
田
に
て
執
奏
し
て
い
る
と
い
う
。

（と）
し
か
し
そ

の
よ
う
な
申
渡
は
な
か
っ
た
と
も
聞
く
。

（ち）
そ
う
で
あ
れ
ば
、
い
よ

く
公
武
を
申

し
掠
め
る
こ
と
に
て
、
曲
事
の
至
り
で
あ
る
と
し
て

（
（（
（

、
厳
し
く
こ
れ
を
断
じ
た
の
で

あ
る
。

　こ
れ
に
対
し
、
飛
鳥
井
は
、

（8） 

（9） 

（9'）
を
証
拠
と
し
て
、

（（0）
の
覚
を
以
て
対
抗

し
、

（ハ）
天
下
六
十
余
州
の
諸
神
社
の
事
は
悉
く
以
て
吉
田
流
の
申
沙
汰
で
あ
り
、
直

奏
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
は
、

（8）
吉
田
兼
倶
書
付
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か

ら
、
吉
田
が
諸
社
の
執
奏
を
行
う
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
、
と
の
主
張
を
重
ね

る
。
な
お
、
こ
れ
に
付
さ
れ
た

（9） 

（9'）
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
の
文
書
は
後
堀
河

天
皇
綸
旨
と
称
さ
れ
る
も
の
で

（
（（
（

、
神
祇
の
管
領
長
上
幷

南
座
勾
当
の
事
は
宝
亀
五
年

331

十
七
世
紀
中
葉
に
お
け
る
吉
田
家
の
活
動
　確
立
期
と
し
て
の
寛
文
期

幡
鎌
一
弘

T
he A

ctivities of the Yoshida Fam
ily in the M

iddle of the 17th Century

：T
he K

anbun E
ra as a Period of Consolidation

［
論
文
要
旨
］

　本
稿
は
、
十
七
世
紀
中
葉
に
お
け
る
吉
田
家
の
活
動
を
、
執
奏
、
神
道
裁
許
状
、
行
法
、
勧
請
・

祈
祷
、
神
学
の
五
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
と
相
互
の
関
係
を
検
討
し
な
が
ら
、
神
社
条
目

に
よ
っ
て
吉
田
家
の
神
職
支
配
が
確
立
し
て
い
っ
た
際
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　以
下
、
三
点
を
指
摘
し
た
。

　第
一
に
、
幕
府
が
寛
文
五
年
に
神
社
条
目
を
発
布
し
た
と
き
、
吉
田
家
の
地
方
神
職
へ
の
支
配
は

確
実
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
た
が
、
吉
田
家
は
幕
府
が
想
定
す
る
ほ
ど
朝
廷
内
で
の
地
位
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
研
究
史
で
は
、
吉
田
家
の
地
位
を
過
大
評
価
す
る
こ
と

に
な
り
、
執
奏
を
め
ぐ
る
争
論
の
理
解
を
不
十
分
な
も
の
に
し
て
い
た
。

　第
二
に
、
従
来
の
研
究
で
は
、
吉
田
家
と
地
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
執
奏
や
神
道
裁
許
状
の
発

給
に
よ
る
支
配
関
係
、
身
分
編
成
に
眼
を
奪
わ
れ
、
吉
田
神
道
の
行
法
の
広
が
り
に
つ
い
て
、
十
分

理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
吉
田
家
と
地
方
大
社
の
複
雑
な
関
係
に
つ
い
て
、
分
析
す

る
視
点
を
持
ち
得
な
か
っ
た
。

　第
三
に
、
吉
田
家
の
神
学
の
停
滞
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
神
社
祭
祀
（
裁
許
状
・
行
法
の
伝
受
）
へ

の
特
化
を
決
定
付
け
た
の
は
、
神
社
条
目
が
発
布
さ
れ
た
直
後
に
神
学
へ
の
欲
求
の
高
ま
っ
た
こ
と

と
、そ
の
発
布
に
力
を
尽
し
た
吉
川
惟
足
の
活
動
（
講
釈
と
い
う
手
法
）
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。

❶
寛
文
期
の
吉
田
家
を
め
ぐ
る
認
識
と
問
題
点

❷
執
奏

❸
神
道
裁
許
状

❹
行
法

❺
祈
祷
・
勧
請

❻
神
学

お
わ
り
に

H
A

TA
K

A
M

A
 K

azuhiro
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（
七
七
四
）
以
来
当
家
一
流
に
限
る
こ
と
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
る

（
（（
（

。

　こ
ゝ
ま
で
の
文
書
が
、
寛
文
九
年
二
月
末
～
三
月
初
の
第
一
回
論
戦
に
お
け
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
回
目
は
、
そ
れ
よ
り
二
ヶ
月
余
を
経
た
同
年
五
月
中
旬
か

ら
九
月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

　ま
ず
、
鷹
司
方
か
ら
、

（（（）
の
五
月
十
九
日
付
の
覚
を
以
て
、
五
ケ
条
に
わ
た
り
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
要
点
は
次
の
通
り
。

（り）
諸
社
家
官
位
執
奏
の
事
の
見
解
は
先

日
書
付
を
以
て
申
し
述
べ
た
と
こ
ろ
、
飛
鳥
井
は
三
条
西
よ
り
借
写
さ
る
ゝ
由
に
て

出
し
て
来
た
嘉
禄
三
年
綸
旨
の
写
一
通
、
吉
田
兼
倶
三
ケ
条
書
付
の
写
一
通
は
披
見

し
た
。

（ぬ）
そ
の
内
、
嘉
禄
三
年
綸
旨
の
趣
は
、
神
祇
長
上
の
事
・
神
祇
伯
職
の
事
・

十
八
社
社
務
職
の
事
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
吉
田
よ
り
諸
社
家
官
位
執
奏
の
儀
を
証
す

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
、
相
続
い
て
の
綸
旨
等
も
な
い
。
天
文
二
年
の
綸
旨
の

趣
も
、
神
祇
道
の
諸
事
進
退
す
べ
き
の
由
仰
出
さ
れ
た
も
の
で
、
官
位
執
奏
の
事
で

は
な
い
。
従
っ
て
、
飛
鳥
井
は
所
存
を
申
さ
れ
て
い
る
が
、
官
位
執
奏
の
こ
と
は
不

分
明
で
あ
る
。

（る）
兼
倶
書
付
の
趣
と
い
う
の
も
、
神
祇
伯
は
中
古
以
来
花
山
院
源
氏

の
白
川
家
が
代
々
継
承
し
て
お
り
、
本
来
神
職
の
官
位
は
神
祇
官
に
付
け
て
伯
職
の

人
が
沙
汰
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
伯
職
で
な
い
吉
田
の
官
位
執
奏
の
儀
は
信
用
し

難
い
こ
と
で
あ
る
。

（を）
さ
ら
に
天
下
六
十
余
州
諸
神
社
の
事
は
悉
く
当
流
の
申
沙
汰

で
、
直
奏
す
べ
か
ら
ざ
る
由
の
代
々
の
宣
旨
等
も
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
綸
旨
で

は
な
く
、
兼
倶
の
書
付
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
官
位
執
奏
の
儀
で
は
な
い
。
そ
の
う

え
代
々
の
宣
旨
が
あ
る
由
で
あ
る
が
、
一
代
も
相
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
伊

勢
の
儀
、
神
宮
伝
奏
は
応
永
以
来
の
こ
と
ゝ
い
う
が
、
五
百
年
も
以
前
よ
り
伝
奏
同

前
で
あ
る
と
こ
ろ
の
上
卿
は
あ
り
、
し
か
も
吉
田
と
は
関
り
は
な
く
、
賀
茂
・
春
日

も
同
様
で
あ
り
、
兼
倶
の
云
っ
て
い
る
こ
と
は
全
く
相
違
し
て
い
て
、
三
ヶ
条
の
書

付
は
証
文
と
し
て
用
い
難
い
も
の
で
あ
る
。

（わ）
以
上
に
よ
り
、
吉
田
は
い
ま
ゝ
で
執

奏
の
こ
と
な
く
て
も
相
調
え
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
た
び
の
願
は
新
規
で
も

あ
り
、
急
ぐ
要
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
つ
後
奈
良
天
皇
綸
旨
等
に
い
ま
対
抗
し

難
い
か
ら
、
主
上
が
御
成
長
さ
れ
る
ま
で
延
引
し
、
先
例
を
広
く
考
え
委
し
く
吟
味

の
う
え
勅
定
さ
れ
る
の
が
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

　そ
し
て
、

（（（）
鷹
司
家
諸
大
夫
か
ら
も
口
上
覚
を
以
て
輔
房
の
内
意
が
示
さ
れ
る
。

こ
れ
は
四
ヶ
条
か
ら
成
る
が
、
論
点
は
二
つ
。
す
な
わ
ち
、

（か）
神
祇
官
の
こ
と
、
こ

れ
が
吉
田
に
預
け
ら
れ
て
い
る
と
の
主
張
は
分
明
で
は
な
い
こ
と
。

（よ）
吉
田
が
証
拠

と
し
て
掲
げ
る
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
の
綸
旨
は
兼
見
の
写
で
あ
り
、
諸
社
家
官

位
執
奏
の
儀
は
所
載
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
天
文
三
年
の
武
家
御
教
書
（
実
は

室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
）
は
天
文
二
年
の
綸
旨
の
内
容
と
変
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。
要
す
る
に
、
吉
田
の
主
張
の
根
拠
と
す
る
神
祇
官
の
こ
と
も
妥
当
で
は
な
く
、

明
確
な
証
拠
と
す
る
も
の
は
何
も
無
い
こ
と
の
駄
目
押
し
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
自
説
の
補
強
の
た
め
に
付
さ
れ
た
の
が
、

（（（）
武
家
伝
奏
正
親
町
実
豊
覚
、

（（（）
神
祇

伯
白
川
雅
喬
覚
、

（（（）
二
十
二
社
書
付
、

（（6）
武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
・
正
親
町
実
豊
連

署
状
、

（（7）
吉
田
家
雑
掌
鈴
鹿
和
之
等
四
名
連
署
起
請
文
、

（（8）
吉
田
家
雑
掌
鈴
鹿
治
定

等
三
名
連
署
言
上
状
、

（（9）
吉
田
兼
連
口
上
覚
の
七
通
で
あ
る
。

　こ
ゝ
で
、
こ
れ
ら
の
書
付
に
つ
き
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
く
。

（（（）
は
飛
鳥
井
と

相
役
の
正
親
町
の
見
解
を
示
す
も
の
。
中
立
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、 

鷹
司
の

見
解
に
近
い
。

（（（） 

（（（）
の
内
容
は
省
略
。

（（6）
は
、
宇
佐
宮
神
主
到
津
主
膳
よ
り
官
位

に
つ
き
依
頼
を
受
け
た
高
家
の
吉
良
義
冬
よ
り
問
合
せ
て
来
た
こ
と
に
対
し
、
両
武

家
伝
奏
が
諸
社
の
伝
奏
に
つ
い
て
返
答
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
佐
宮
よ

り
言
上
の
こ
と
は
応
永
の
頃
ま
で
は
所
見
が
あ
る
が
、以
後
は
不
分
明
で
あ
る
こ
と
、

古
く
は
諸
社
の
伝
奏
と
い
う
こ
と
は
無
く
、
言
上
の
儀
は
職
事
を
以
て
行
っ
て
来
た

と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
等
を
説
明
し
、
伝
奏
の
儀
は
ま
ず
は
申
沙
汰
御
無
用
の
御
心
得

を
な
さ
れ
る
の
が
尤
で
あ
る
旨
を
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

（（7）
は
、
吉
田
家
雑
掌
が
主

君
吉
田
兼
連
が
「
神
社
条
目
」
を
受
領
し
た
際
、
幕
府
に
差
出
し
た
起
請
文
と
い
う

も
の

（
（（
（

。
三
ケ
条
か
ら
成
る
。
第
一
は
、
今
度
仰
せ
出
さ
れ
た
条
目
の
趣
を
相
守
り
違

背
し
な
い
こ
と
、
及
び
「
社
人
執
奏
・
許
状
之
儀
」
に
つ
き
依
怙
贔
屓
な
く
正
路
に

沙
汰
す
る
こ
と
。
第
二
は
、
神
道
事
理
の
学
を
吉
田
家
来
の
内
に
て
断
絶
な
い
よ
う

に
伝
授
す
る
こ
と
。
第
三
は
、
吉
田
家
当
主
は
若
年
に
つ
き
雑
掌
共
万
事
申
合
せ
吉
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（
七
七
四
）
以
来
当
家
一
流
に
限
る
こ
と
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
る

（
（（
（

。

　こ
ゝ
ま
で
の
文
書
が
、
寛
文
九
年
二
月
末
～
三
月
初
の
第
一
回
論
戦
に
お
け
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
回
目
は
、
そ
れ
よ
り
二
ヶ
月
余
を
経
た
同
年
五
月
中
旬
か

ら
九
月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

　ま
ず
、
鷹
司
方
か
ら
、

（（（）
の
五
月
十
九
日
付
の
覚
を
以
て
、
五
ケ
条
に
わ
た
り
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
要
点
は
次
の
通
り
。

（り）
諸
社
家
官
位
執
奏
の
事
の
見
解
は
先

日
書
付
を
以
て
申
し
述
べ
た
と
こ
ろ
、
飛
鳥
井
は
三
条
西
よ
り
借
写
さ
る
ゝ
由
に
て

出
し
て
来
た
嘉
禄
三
年
綸
旨
の
写
一
通
、
吉
田
兼
倶
三
ケ
条
書
付
の
写
一
通
は
披
見

し
た
。

（ぬ）
そ
の
内
、
嘉
禄
三
年
綸
旨
の
趣
は
、
神
祇
長
上
の
事
・
神
祇
伯
職
の
事
・

十
八
社
社
務
職
の
事
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
吉
田
よ
り
諸
社
家
官
位
執
奏
の
儀
を
証
す

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
、
相
続
い
て
の
綸
旨
等
も
な
い
。
天
文
二
年
の
綸
旨
の

趣
も
、
神
祇
道
の
諸
事
進
退
す
べ
き
の
由
仰
出
さ
れ
た
も
の
で
、
官
位
執
奏
の
事
で

は
な
い
。
従
っ
て
、
飛
鳥
井
は
所
存
を
申
さ
れ
て
い
る
が
、
官
位
執
奏
の
こ
と
は
不

分
明
で
あ
る
。

（る）
兼
倶
書
付
の
趣
と
い
う
の
も
、
神
祇
伯
は
中
古
以
来
花
山
院
源
氏

の
白
川
家
が
代
々
継
承
し
て
お
り
、
本
来
神
職
の
官
位
は
神
祇
官
に
付
け
て
伯
職
の

人
が
沙
汰
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
伯
職
で
な
い
吉
田
の
官
位
執
奏
の
儀
は
信
用
し

難
い
こ
と
で
あ
る
。

（を）
さ
ら
に
天
下
六
十
余
州
諸
神
社
の
事
は
悉
く
当
流
の
申
沙
汰

で
、
直
奏
す
べ
か
ら
ざ
る
由
の
代
々
の
宣
旨
等
も
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
綸
旨
で

は
な
く
、
兼
倶
の
書
付
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
官
位
執
奏
の
儀
で
は
な
い
。
そ
の
う

え
代
々
の
宣
旨
が
あ
る
由
で
あ
る
が
、
一
代
も
相
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
伊

勢
の
儀
、
神
宮
伝
奏
は
応
永
以
来
の
こ
と
ゝ
い
う
が
、
五
百
年
も
以
前
よ
り
伝
奏
同

前
で
あ
る
と
こ
ろ
の
上
卿
は
あ
り
、
し
か
も
吉
田
と
は
関
り
は
な
く
、
賀
茂
・
春
日

も
同
様
で
あ
り
、
兼
倶
の
云
っ
て
い
る
こ
と
は
全
く
相
違
し
て
い
て
、
三
ヶ
条
の
書

付
は
証
文
と
し
て
用
い
難
い
も
の
で
あ
る
。

（わ）
以
上
に
よ
り
、
吉
田
は
い
ま
ゝ
で
執

奏
の
こ
と
な
く
て
も
相
調
え
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
た
び
の
願
は
新
規
で
も

あ
り
、
急
ぐ
要
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
つ
後
奈
良
天
皇
綸
旨
等
に
い
ま
対
抗
し

難
い
か
ら
、
主
上
が
御
成
長
さ
れ
る
ま
で
延
引
し
、
先
例
を
広
く
考
え
委
し
く
吟
味

の
う
え
勅
定
さ
れ
る
の
が
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

　そ
し
て
、

（（（）
鷹
司
家
諸
大
夫
か
ら
も
口
上
覚
を
以
て
輔
房
の
内
意
が
示
さ
れ
る
。

こ
れ
は
四
ヶ
条
か
ら
成
る
が
、
論
点
は
二
つ
。
す
な
わ
ち
、

（か）
神
祇
官
の
こ
と
、
こ

れ
が
吉
田
に
預
け
ら
れ
て
い
る
と
の
主
張
は
分
明
で
は
な
い
こ
と
。

（よ）
吉
田
が
証
拠

と
し
て
掲
げ
る
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
の
綸
旨
は
兼
見
の
写
で
あ
り
、
諸
社
家
官

位
執
奏
の
儀
は
所
載
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
天
文
三
年
の
武
家
御
教
書
（
実
は

室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
）
は
天
文
二
年
の
綸
旨
の
内
容
と
変
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。
要
す
る
に
、
吉
田
の
主
張
の
根
拠
と
す
る
神
祇
官
の
こ
と
も
妥
当
で
は
な
く
、

明
確
な
証
拠
と
す
る
も
の
は
何
も
無
い
こ
と
の
駄
目
押
し
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
自
説
の
補
強
の
た
め
に
付
さ
れ
た
の
が
、

（（（）
武
家
伝
奏
正
親
町
実
豊
覚
、

（（（）
神
祇

伯
白
川
雅
喬
覚
、

（（（）
二
十
二
社
書
付
、

（（6）
武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
・
正
親
町
実
豊
連

署
状
、

（（7）
吉
田
家
雑
掌
鈴
鹿
和
之
等
四
名
連
署
起
請
文
、

（（8）
吉
田
家
雑
掌
鈴
鹿
治
定

等
三
名
連
署
言
上
状
、

（（9）
吉
田
兼
連
口
上
覚
の
七
通
で
あ
る
。

　こ
ゝ
で
、
こ
れ
ら
の
書
付
に
つ
き
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
く
。

（（（）
は
飛
鳥
井
と

相
役
の
正
親
町
の
見
解
を
示
す
も
の
。
中
立
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、 

鷹
司
の

見
解
に
近
い
。

（（（） 

（（（）
の
内
容
は
省
略
。

（（6）
は
、
宇
佐
宮
神
主
到
津
主
膳
よ
り
官
位

に
つ
き
依
頼
を
受
け
た
高
家
の
吉
良
義
冬
よ
り
問
合
せ
て
来
た
こ
と
に
対
し
、
両
武

家
伝
奏
が
諸
社
の
伝
奏
に
つ
い
て
返
答
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
佐
宮
よ

り
言
上
の
こ
と
は
応
永
の
頃
ま
で
は
所
見
が
あ
る
が
、以
後
は
不
分
明
で
あ
る
こ
と
、

古
く
は
諸
社
の
伝
奏
と
い
う
こ
と
は
無
く
、
言
上
の
儀
は
職
事
を
以
て
行
っ
て
来
た

と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
等
を
説
明
し
、
伝
奏
の
儀
は
ま
ず
は
申
沙
汰
御
無
用
の
御
心
得

を
な
さ
れ
る
の
が
尤
で
あ
る
旨
を
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

（（7）
は
、
吉
田
家
雑
掌
が
主

君
吉
田
兼
連
が
「
神
社
条
目
」
を
受
領
し
た
際
、
幕
府
に
差
出
し
た
起
請
文
と
い
う

も
の

（
（（
（

。
三
ケ
条
か
ら
成
る
。
第
一
は
、
今
度
仰
せ
出
さ
れ
た
条
目
の
趣
を
相
守
り
違

背
し
な
い
こ
と
、
及
び
「
社
人
執
奏
・
許
状
之
儀
」
に
つ
き
依
怙
贔
屓
な
く
正
路
に

沙
汰
す
る
こ
と
。
第
二
は
、
神
道
事
理
の
学
を
吉
田
家
来
の
内
に
て
断
絶
な
い
よ
う

に
伝
授
す
る
こ
と
。
第
三
は
、
吉
田
家
当
主
は
若
年
に
つ
き
雑
掌
共
万
事
申
合
せ
吉
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田
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
。
こ
の
う
ち
注
目
す
べ
き
は
、「
社
人
執
奏
」
の
こ
と

を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
次
の

（（8）
で
も
具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
る
。

（（8）
も
ま
た
三
ケ
条
か
ら
成
る
。
第
一
は
、「
神
社
条
目
」
を
受
領
し
た
際
、

二
十
二
社
は
別
と
し
て
伝
奏
な
き
社
の
祠
官
等
が
官
位
を
申
上
げ
る
時
は
吉
田
が
執

奏
す
る
こ
と
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
高
家
吉
良
方
よ
り
案
文
ま
で
示
さ
れ
た
こ
と
。
第

二
は
、
吉
田
へ
下
さ
れ
た
「
神
社
条
目
」
の
本
紙
は
、
諸
国
へ
触
渡
さ
れ
た
写
と
同

文
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
三
は
、
二
十
二
社
の
外
伝
奏
な
き
社
家
の
位
階
は
吉
田

家
執
奏
と
す
る
こ
と
を
寺
社
奉
行
の
口
上
に
て
申
渡
さ
れ
た
こ
と
、こ
の
事
を
摂
政
・

武
家
伝
奏
へ
申
上
げ
ず
、
当
十
月
八
日
に
至
り
初
め
て
申
し
上
げ
た
の
は
、
阿
蘇
宮

神
主
の
位
階
申
請
・
熱
田
大
宮
司
の
官
位
申
請
の
こ
と
が

（（7）
の
神
文
の
趣
に
も
違
背

し
て
い
る
に
つ
き
申
し
上
げ
た
こ
と
。
以
上
の
三
ケ
条
は
い
ず
れ
も
相
違
な
い
こ
と
、

前
方
に
御
断
り
申
し
上
げ
な
か
っ
た
こ
と
は
無
調
法
な
こ
と
で
あ
る
が
御
許
し
を
い

た
だ
き
、
今
後
は
二
十
二
社
の
外
の
祠
官
等
が
位
階
申
請
す
る
際
は
吉
田
へ
参
る
よ

う
に
仰
せ
付
け
下
さ
れ
た
い
、
と
い
う
内
容
の
も
の
で
、
鷹
司
家
の
諸
大
夫
両
人
に

宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
条
に
て
改
め
て
断
っ
て
い
る
の
は
、
吉
田
家
受

領
の
条
目
の
本
紙
に
は
諸
国
に
触
渡
さ
れ
た
写
に
は
無
い
文
言
、
伝
奏
な
き
社
家
の

位
階
は
吉
田
家
に
て
執
奏
あ
る
べ
し
と
云
う
が
如
き
記
載
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、

と
い
う
こ
と
が
鷹
司
方
か
ら
詰
問
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（（9）
は
、
吉
田
家

の
支
証
と
す
る
文
書
三
通
、
こ
と
に
後
円
融
天
皇
綸
旨
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
写
で
あ

る
こ
と
を
鷹
司
方
が
吉
田
兼
連
の
言
質
を
と
っ
た
も
の
と
い
え
る
。 

　以
上
、
数
々
の
証
拠
を
掲
げ
て
の
鷹
司
方
の
主
張
に
対
し
、
約
四
ケ
月
後
の
九
月

二
十
一
日
付
の
覚
を
以
て
飛
鳥
井
が
出
し
た
反
論
が

（（0）
で
あ
る
。
内
容
は
延
々
十
三

ケ
条
に
及
ぶ
。
ま
ず
、

（（（）
の
第
一
条
目
の
神
祇
官
屋
敷
に
つ
い
て
、
以
下
の

（ニ）
～

（ト）

の
四
点
に
つ
き
反
論
。

（ニ）
神
祇
官
の
旧
跡
は
、
二
条
城
の
近
辺
に
あ
っ
た
が
、
天
正

十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
豊
臣
秀
吉
の
聚
楽
亭
造
立
の
刻
に
諸
士
の
宅
地
に
頒
賜
さ

れ
、
神
祇
官
は
断
絶
し
た
こ
と
。

（ホ）
神
祇
官
の
八
神
殿
は
、
天
正
十
八
年
三
月
十
三

日
に
吉
田
齋
場
所
の
境
内
に
再
興
あ
る
べ
き
の
後
陽
成
天
皇
の
勅
旨
を
受
け
、
四
月

十
八
日
に
八
神
の
社
を
二
宇
に
造
立
、
後
に
八
神
別
殿
と
な
り
、
こ
れ
が
今
の
八
神

殿
で
あ
る
こ
と
。

（ヘ）
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
九
月
十
五
日
に
大
御
所
徳
川
家
康

の
諚
に
よ
り
、
伊
勢
両
宮
造
替
の
奉
幣
発
遣
の
儀
が
八
神
殿
前
に
て
神
祇
官
の
作
法

に
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
吉
田
に
於
け
る
神
祇
官
作
法
の
始
め
で
、
以
来
後
水
尾
天

皇
即
位
、
当
今
即
位
の
由
奉
幣
、 

伊
勢
両
宮
造
替
遷
宮
等
の
奉
幣
な
ど
、
悉
く
こ
の

吉
田
の
八
神
殿
の
前
に
て
執
行
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
。

（ト）
こ
の
よ
う
に
吉
田
に
於

て
執
行
さ
れ
て
き
た
の
は
、
八
神
殿
が
有
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
齋
場
所
の

ゆ
え
で
は
な
い
。
吉
田
が
神
祇
官
を
預
り
置
く
こ
と
を
不
分
明
と
し
、
ま
た
正
保
三

年
（
一
六
四
六
）
伊
勢
例
幣
再
興
の
と
き
神
祇
官
断
絶
に
つ
き
吉
田
齋
場
所
を
神
祇

官
に
借
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
こ
と
は
当
ら
な
い
。
齋
場
所
の
神
殿
は
太
元
宮

で
、
八
神
殿
は
太
元
宮
の
北
方
に
あ
り
、
神
祇
官
の
作
法
は
こ
の
八
神
殿
の
前
に
於

て
執
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
こ
と
。
次
い
で
、

（（（）
の
「
兼
倶
三
ケ
条
之
事
」
に
つ
い

て
、
以
下
の

（チ）
～

（ヌ）
の
三
点
に
つ
き
反
論
。

（チ）
兼
倶
書
付
の
内
、
代
々
の
宣
旨
有
り

と
す
る
が
一
代
も
相
見
え
な
い
と
の
批
難
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
、
古
伝
来
の
文
書

記
録
の
多
く
が
度
々
の
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て
い
て
、
兼
倶
在
世
の
時
分
は
定
め
て

代
々
の
宣
旨
は
在
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
無
く
て
虚
言
を
構
え
る
こ
と
は
衣
冠

を
着
す
る
輩
と
し
て
あ
ろ
う
筈
が
な
い
こ
と
。
兼
見
写
の
後
円
融
天
皇
綸
旨
に
、
諸

社
執
奏
の
事
を
吉
田
に
仰
せ
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
見
え
、
こ
れ
は
「
任
延

（
九
二
七
（

長
五
年
聖

断
之
旨
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
諸
社
執
奏
の
儀
は
す
で
に
醍
醐
天
皇
の
時
に
も
仰

せ
付
け
ら
れ
た
様
に
も
相
見
え
る
こ
と
。
こ
の
綸
旨
は
写
で
あ
る
の
で
用
い
難
い
も

の
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
が
、
筆
者
不
明
の
も
の
は
信
用
し
難
い
と
し
て
も
、
四

代
前
の
兼
見
自
筆
の
も
の
で
あ
る
の
で
別
し
て
証
文
と
し
て
重
宝
な
も
の
で
あ
る
こ

と
。
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
兼
見
に
下
さ
れ
た
後
奈
良
天
皇
綸
旨
に
、「
神
祇

道
之
諸
事
、
依
為
神
祇
管
領
、
古
来
一
身
之
進
退
也
、」と
あ
り
、「
諸
社
執
奏
之
儀
」

も
「
神
祇
道
之
一
事
」
と
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
こ
と
。

（リ）
伝
奏
の
こ
と
。
こ
れ
は
近

代
に
な
っ
て
起
っ
て
き
た
も
の
で
、称
光
院
御
宇
の
初
め
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）

に
清
閑
寺
家
房
等
に
伝
奏
の
事
が
仰
せ
ら
れ
た
こ
と
が
旧
記
に
見
え
、
伝
奏
は
応
永
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以
来
の
儀
な
り
と
い
う
兼
倶
の
申
分
は
い
わ
れ
な
き
こ
と
で
は
な
い
こ
と
。
鷹
司
殿

下
の
書
付
に
は
賀
茂
伝
奏
は
応
安
年
中
（
一
三
六
八
～
七
四
）
の
こ
と
と
い
う
が
分

明
と
は
い
ゝ
難
い
こ
と
で
あ
り
、
広
く
諸
家
に
も
尋
ね
ら
れ
伝
奏
が
初
め
て
仰
せ
出

さ
れ
た
時
分
の
穿
鑿
を
遂
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

（ヌ）
嘉
禄
の
綸
旨
の
こ
と
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
奈
良
天
皇
綸
旨
に
文
字
あ
や
ま
り
た
る
も
の
と
の
評
価
が
な
さ

れ
て
い
る
旨
が
殿
下
の
書
付
に
見
え
る
が
、
原
本
を
実
見
し
た
上
で
云
々
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
。
次
い
で
白
川
家
と
吉
田
家
の
こ
と
に
つ
い
て
、 

以
下
の

（ル） 

（ヲ）
の

二
点
に
つ
き
反
論
。

（ル）
白
川
家
は
代
々
伯
職
に
補
さ
れ
て
は
い
る
が
、
神
祇
道
管
領

長
上
等
の
綸
旨
を
下
さ
れ
る
由
は
聞
か
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
。

（ヲ）
吉
田
家
は
神
事

の
宗
源
を
掌
り
し
天
児
屋
根
尊
の
後
胤
で
唯
一
人
の
大
業
を
受
け
伝
え
、
神
祇
道
の

管
領
長
上
を
継
承
し
来
り
諸
社
の
神
名
・
神
主
官
位
等
勘
例
の
事
あ
れ
ば
吉
田
よ
り

勘
進
し
来
っ
て
い
る
か
ら
、
い
ま
諸
社
執
奏
の
儀
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
も
こ
れ
に
応

ず
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
。
更
に
鷹
司
よ
り
出
さ
れ
た
関
連
文
書
に
つ
い
て
、

以
下
の

（ワ）
～

（タ）
の
四
点
に
つ
い
て
反
論
。

（ワ）
永
和
元
年
の
綸
旨
の
こ
と
。
こ
れ
は
天

下
諸
神
社
執
奏
の
儀
を
云
々
す
る
も
の
で
諸
社
家
官
位
執
奏
の
儀
で
は
な
い
と
の
殿

下
の
書
付
に
対
し
て
の
意
見
。
二
十
二
社
等
は
神
主
等
官
位
執
奏
の
こ
と
以
外
に
も

奏
聞
を
経
る
こ
と
は
あ
ろ
う
が
、
他
の
諸
国
の
大
小
の
神
社
は
神
主
等
の
官
位
執
奏

の
こ
と
以
外
は
奏
達
す
べ
き
こ
と
は
希
有
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
後
円
融
院
御

宇
に
天
下
の
諸
神
社
執
奏
の
儀
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
い
う
の
も
、
官
位
執
奏
の
事

が
第
一
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

（カ）
先
年
宇
佐
宮
神
主
到
津
事
に
つ
き

両
伝
奏
よ
り
高
家
吉
良
へ
遣
す
書
状
写
の
こ
と
。
こ
れ
を
吉
田
の
諸
社
執
奏
の
儀
に

つ
い
て
の
関
連
文
書
と
し
て
殿
下
よ
り
論
議
の
俎
上
に
上
げ
ら
れ
た
の
は
不
可
解
な

こ
と
で
あ
り
、
格
別
に
事
情
の
あ
る
社
は
元
来
吉
田
よ
り
執
奏
し
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
先
年
吉
田
が
江
戸
に
於
て
差
上
げ
た
一
紙
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
。

（ヨ）
吉
田
家
雑
掌
よ
り
鷹
司
家
々
司
に
差
出
す
言
上
状

（（8）
に
関
す
る
こ
と
。
こ
の

一
紙
は
先
年
阿
蘇
社
神
主
宮
内
が
位
階
を
申
す
際
に
家
司
広
庭
中
務
少
輔
の
執
持
に

て
成
就
し
、
尾
張
の
社
家
共
も
こ
の
縁
引
を
以
て
位
階
申
す
に
つ
き
、「
諸
社
執

　

奏
之
儀
御
書
付
」
は
ま
だ
幕
府
よ
り
頂
戴
し
て
い
な
い
が
、
先
年
寺
社
奉
行
よ
り
申

渡
を
受
け
て
い
る
の
で
自
今
以
後
こ
の
よ
う
な
社
家
位
階
の
儀
は
吉
田
よ
り
執
奏
し

た
い
旨
を
鷹
司
殿
下
・
両
武
家
伝
奏
へ
言
上
し
た
が
、「
神
社
条
目
」
に
は
吉
田
執

奏
の
こ
と
の
記
載
は
無
い
と
し
て
殿
下
及
び
正
親
町
伝
奏
は
承
引
し
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
吉
良
若
狭
・
牧
野
佐
渡
守
が
吉
田
家
雑
掌
に
徴
し
た
起
請
文

（（7）
に
「
諸
社
執

　

奏
之
事
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
起
請
文
の
写
を

殿
下
・
正
親
町
両
所
の
披
見
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
書
付
を
只
今
ま
で
見

せ
な
か
っ
た
こ
と
は
雑
掌
共
の
過
失
で
あ
っ
た
と
、
広
庭
は
こ
れ
を
糾
弾
し
て
詫
状

を
書
か
せ
た
。
し
か
し
殿
下
の
家
司
が
吉
田
の
雑
掌
共
に
一
紙
を
か
ゝ
せ
る
こ
と
は

如
何
し
い
こ
と
で
あ
る
と
両
武
家
伝
奏
は
判
断
し
、
双
方
の
一
紙
、
起
請
文
及
び
詫

状
を
そ
れ

ぐ
に
返
し
穏
便
に
こ
と
を
済
ま
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
に
も
か
ゝ
わ
ら

ず
雑
掌
共
書
付
の
写
を
証
拠
と
し
て
差
出
し
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
殿
下
の
家
司
の

書
付
も
写
は
あ
ろ
う
は
ず
で
あ
る
か
ら
差
出
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

（タ）
先
度
見
参
に

入
れ
た
三
条
西
実
教
卿
か
ら
出
さ
れ
た
嘉
禄
三
年
の
綸
旨

（（9）
の
こ
と
。
こ
れ
は
先
年

吉
田
が
諸
社
の
執
奏
の
儀
を
幕
府
へ
申
上
げ
た
際
に
実
教
卿
が
当
方
に
持
来
っ
た
も

の
で
あ
る
。
か
つ
語
っ
て
云
わ
れ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
書
付
が
あ
る
上
は
、 

諸
社
執

奏
の
こ
と
を
幕
府
へ
申
上
げ
る
の
も 

「
無
余
儀
由
」 

で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
当
春
に

は
、
殿
下
へ
は
こ
の
一
紙
を
「
不
用
之
由
」
を
申
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

で
は
「
一
事
両
用
之
様
」
に
相
聞
え
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
。 

　以
上
の
如
く
、
飛
鳥
井
は
、
鷹
司
よ
り
の
批
判
に
対
し
て
、

（ニ）
よ
り

（タ）
に
及
ぶ

十
三
条
の
こ
と
ど
も
を
一
紙
に
書
き
連
ね
、
且
つ
、

（（（）
吉
田
八
神
殿
齋
場
所
之
図
を

付
し
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
矩
に
差
出
し
た
の
で
あ
る
。 

　そ
し
て
、
約
十
一
ケ
月
後
の
寛
文
十
年
八
月
十
四
日
付
で
関
白
鷹
司
房
輔
の
見
解

が
示
さ
れ
る
。

（（（）
鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚
が
そ
れ
で
あ
る
。
形
式
的
に
は
主
君
の
意

を
奉
じ
た
関
白
家
の
家
司
の
書
付
で
あ
る
が
、
他
の
四
摂
家
の
見
解
書
を
も
伴
う
も

の
で
あ
り
、
も
は
や
鷹
司
個
人
の
意
見
と
い
う
次
元
の
も
の
で
は
な
く
、
朝
廷
の
見

解
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
内
容
は
、

（た）
～

（そ）
の
三
ケ
条
か
ら
な
る
。

（た）
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以
来
の
儀
な
り
と
い
う
兼
倶
の
申
分
は
い
わ
れ
な
き
こ
と
で
は
な
い
こ
と
。
鷹
司
殿

下
の
書
付
に
は
賀
茂
伝
奏
は
応
安
年
中
（
一
三
六
八
～
七
四
）
の
こ
と
と
い
う
が
分

明
と
は
い
ゝ
難
い
こ
と
で
あ
り
、
広
く
諸
家
に
も
尋
ね
ら
れ
伝
奏
が
初
め
て
仰
せ
出

さ
れ
た
時
分
の
穿
鑿
を
遂
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

（ヌ）
嘉
禄
の
綸
旨
の
こ
と
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
奈
良
天
皇
綸
旨
に
文
字
あ
や
ま
り
た
る
も
の
と
の
評
価
が
な
さ

れ
て
い
る
旨
が
殿
下
の
書
付
に
見
え
る
が
、
原
本
を
実
見
し
た
上
で
云
々
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
。
次
い
で
白
川
家
と
吉
田
家
の
こ
と
に
つ
い
て
、 

以
下
の

（ル） 

（ヲ）
の

二
点
に
つ
き
反
論
。

（ル）
白
川
家
は
代
々
伯
職
に
補
さ
れ
て
は
い
る
が
、
神
祇
道
管
領

長
上
等
の
綸
旨
を
下
さ
れ
る
由
は
聞
か
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
。

（ヲ）
吉
田
家
は
神
事

の
宗
源
を
掌
り
し
天
児
屋
根
尊
の
後
胤
で
唯
一
人
の
大
業
を
受
け
伝
え
、
神
祇
道
の

管
領
長
上
を
継
承
し
来
り
諸
社
の
神
名
・
神
主
官
位
等
勘
例
の
事
あ
れ
ば
吉
田
よ
り

勘
進
し
来
っ
て
い
る
か
ら
、
い
ま
諸
社
執
奏
の
儀
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
も
こ
れ
に
応

ず
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
。
更
に
鷹
司
よ
り
出
さ
れ
た
関
連
文
書
に
つ
い
て
、

以
下
の

（ワ）
～

（タ）
の
四
点
に
つ
い
て
反
論
。

（ワ）
永
和
元
年
の
綸
旨
の
こ
と
。
こ
れ
は
天

下
諸
神
社
執
奏
の
儀
を
云
々
す
る
も
の
で
諸
社
家
官
位
執
奏
の
儀
で
は
な
い
と
の
殿

下
の
書
付
に
対
し
て
の
意
見
。
二
十
二
社
等
は
神
主
等
官
位
執
奏
の
こ
と
以
外
に
も

奏
聞
を
経
る
こ
と
は
あ
ろ
う
が
、
他
の
諸
国
の
大
小
の
神
社
は
神
主
等
の
官
位
執
奏

の
こ
と
以
外
は
奏
達
す
べ
き
こ
と
は
希
有
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
後
円
融
院
御

宇
に
天
下
の
諸
神
社
執
奏
の
儀
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
い
う
の
も
、
官
位
執
奏
の
事

が
第
一
の
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

（カ）
先
年
宇
佐
宮
神
主
到
津
事
に
つ
き

両
伝
奏
よ
り
高
家
吉
良
へ
遣
す
書
状
写
の
こ
と
。
こ
れ
を
吉
田
の
諸
社
執
奏
の
儀
に

つ
い
て
の
関
連
文
書
と
し
て
殿
下
よ
り
論
議
の
俎
上
に
上
げ
ら
れ
た
の
は
不
可
解
な

こ
と
で
あ
り
、
格
別
に
事
情
の
あ
る
社
は
元
来
吉
田
よ
り
執
奏
し
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
先
年
吉
田
が
江
戸
に
於
て
差
上
げ
た
一
紙
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
。

（ヨ）
吉
田
家
雑
掌
よ
り
鷹
司
家
々
司
に
差
出
す
言
上
状

（（8）
に
関
す
る
こ
と
。
こ
の

一
紙
は
先
年
阿
蘇
社
神
主
宮
内
が
位
階
を
申
す
際
に
家
司
広
庭
中
務
少
輔
の
執
持
に

て
成
就
し
、
尾
張
の
社
家
共
も
こ
の
縁
引
を
以
て
位
階
申
す
に
つ
き
、「
諸
社
執

　

奏
之
儀
御
書
付
」
は
ま
だ
幕
府
よ
り
頂
戴
し
て
い
な
い
が
、
先
年
寺
社
奉
行
よ
り
申

渡
を
受
け
て
い
る
の
で
自
今
以
後
こ
の
よ
う
な
社
家
位
階
の
儀
は
吉
田
よ
り
執
奏
し

た
い
旨
を
鷹
司
殿
下
・
両
武
家
伝
奏
へ
言
上
し
た
が
、「
神
社
条
目
」
に
は
吉
田
執

奏
の
こ
と
の
記
載
は
無
い
と
し
て
殿
下
及
び
正
親
町
伝
奏
は
承
引
し
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
吉
良
若
狭
・
牧
野
佐
渡
守
が
吉
田
家
雑
掌
に
徴
し
た
起
請
文

（（7）
に
「
諸
社
執

　

奏
之
事
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
起
請
文
の
写
を

殿
下
・
正
親
町
両
所
の
披
見
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
書
付
を
只
今
ま
で
見

せ
な
か
っ
た
こ
と
は
雑
掌
共
の
過
失
で
あ
っ
た
と
、
広
庭
は
こ
れ
を
糾
弾
し
て
詫
状

を
書
か
せ
た
。
し
か
し
殿
下
の
家
司
が
吉
田
の
雑
掌
共
に
一
紙
を
か
ゝ
せ
る
こ
と
は

如
何
し
い
こ
と
で
あ
る
と
両
武
家
伝
奏
は
判
断
し
、
双
方
の
一
紙
、
起
請
文
及
び
詫

状
を
そ
れ

ぐ
に
返
し
穏
便
に
こ
と
を
済
ま
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
に
も
か
ゝ
わ
ら

ず
雑
掌
共
書
付
の
写
を
証
拠
と
し
て
差
出
し
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
殿
下
の
家
司
の

書
付
も
写
は
あ
ろ
う
は
ず
で
あ
る
か
ら
差
出
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

（タ）
先
度
見
参
に

入
れ
た
三
条
西
実
教
卿
か
ら
出
さ
れ
た
嘉
禄
三
年
の
綸
旨

（（9）
の
こ
と
。
こ
れ
は
先
年

吉
田
が
諸
社
の
執
奏
の
儀
を
幕
府
へ
申
上
げ
た
際
に
実
教
卿
が
当
方
に
持
来
っ
た
も

の
で
あ
る
。
か
つ
語
っ
て
云
わ
れ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
書
付
が
あ
る
上
は
、 

諸
社
執

奏
の
こ
と
を
幕
府
へ
申
上
げ
る
の
も 

「
無
余
儀
由
」 

で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
当
春
に

は
、
殿
下
へ
は
こ
の
一
紙
を
「
不
用
之
由
」
を
申
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

で
は
「
一
事
両
用
之
様
」
に
相
聞
え
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
。 

　以
上
の
如
く
、
飛
鳥
井
は
、
鷹
司
よ
り
の
批
判
に
対
し
て
、

（ニ）
よ
り

（タ）
に
及
ぶ

十
三
条
の
こ
と
ど
も
を
一
紙
に
書
き
連
ね
、
且
つ
、

（（（）
吉
田
八
神
殿
齋
場
所
之
図
を

付
し
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
矩
に
差
出
し
た
の
で
あ
る
。 

　そ
し
て
、
約
十
一
ケ
月
後
の
寛
文
十
年
八
月
十
四
日
付
で
関
白
鷹
司
房
輔
の
見
解

が
示
さ
れ
る
。

（（（）
鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚
が
そ
れ
で
あ
る
。
形
式
的
に
は
主
君
の
意

を
奉
じ
た
関
白
家
の
家
司
の
書
付
で
あ
る
が
、
他
の
四
摂
家
の
見
解
書
を
も
伴
う
も

の
で
あ
り
、
も
は
や
鷹
司
個
人
の
意
見
と
い
う
次
元
の
も
の
で
は
な
く
、
朝
廷
の
見

解
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
内
容
は
、

（た）
～

（そ）
の
三
ケ
条
か
ら
な
る
。

（た）
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ま
ず
本
論
争
の
性
格
と
経
緯
に
つ
き
総
括
し
て
い
う
。
吉
田
願
の
社
家
官
位
執
奏
の

儀
に
つ
い
て
は
、
新
規
の
願
い
に
つ
き
い
ま
然
る
べ
か
ら
ざ
る
旨
を
去
年
（
寛
文
九

年
）
五
月
関
白
殿
下
よ
り
京
都
所
司
代
へ
書
付
を
以
て
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
武
家

伝
奏
の
一
人
飛
鳥
井
は
こ
れ
を
い
ち

く
批
判
す
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
枝
葉
末
節

の
論
弁
に
す
ぎ
な
い
。
そ
も

く
こ
と
の
起
り
は
、
吉
田
が
江
戸
に
於
い
て
訴
訟
の

一
紙
（

（（）
）
を
幕
府
に
差
出
す
に
つ
き
、
こ
の
儀
如
何
あ
る
べ
き
や
と
朝
廷
の
様
子

を
尋
ね
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
右
一
紙
を
所
司
代
よ
り
武
家
伝
奏
へ
渡
さ
れ
関
白
へ

進
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
ゝ
に
旧
例
の
儀
を
吉
田
へ
尋
ね
た
け
れ
ど
も
、
慥
に

社
家
官
位
執
奏
の
綸
旨
・
証
文
等
は
無
く
、
摂
家
中
へ
尋
ね
た
け
れ
ど
も
今
に
到
る

も
旧
例
の
所
見
を
得
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
吉
田
願
は
ま
ず
は
新
規
の
儀
に
決
定

し
た
の
で
沙
汰
し
難
い
、
そ
の
よ
う
に
御
意
得
な
さ
る
べ
き
こ
と
。

（ち）
当
御
代
は
鷹

司
殿
下
が
当
職
と
な
っ
て
以
来
、
大
小
に
よ
ら
ず
断
絶
再
興
の
儀
は
不
勅
許
、 

新
儀

は
そ
の
沙
汰
に
も
及
ば
な
い
こ
と
は
、
武
家
伝
奏
も
年
来
承
知
の
筈
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
吉
田
の
願
は
「
新
規
莫
太
之
望
」
で
あ
り
、
容
易
に
沙
汰
す
る
こ
と
決
断
し
難

い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
関
連
の
旧
記
等
を
広
く
吟
味
し
主
上
御
成
長
あ
り
叡
慮
以

て
仰
出
さ
る
ゝ
時
節
に
沙
汰
に
及
ぶ
が
後
難
な
き
こ
と
ゝ
、
関
白
は
恩
召
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
は
従
来
の
如
く
、
伝
奏
な
き
祠
官
で
先
例
あ
る
輩
は
職
事
を
以
て
申
し
上

げ
る
こ
と
で
不
都
合
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
速
や
か
に
伝
え
ら
る
べ
き
と
こ
ろ
、
去

年
よ
り
旧
例
等
の
穿
鑿
に
尽
力
し
た
が
今
に
至
る
も
所
見
を
得
ず
に
つ
き
延
引
し
た

の
で
あ
る
こ
と
。

（り）
殿
下
は
関
白
当
職
で
あ
る
上
は
、
諸
官
に
棟
梁
す
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
官
位
政
事
に
関
白
の
裁
制
は
絶
対
的
な
も
の
。
し
か
し
な
が
ら
正
理
紛

れ
な
き
儀
は
忠
義
の
心
を
以
て
伝
奏
に
限
ら
ず
誰
人
の
所
存
に
て
も
立
て
る
べ
き
は

勿
論
で
あ
る
。
吉
田
の
儀
は
新
規
の
こ
と
で
あ
り
道
理
不
分
明
で
あ
る
の
に
、
飛
鳥

井
は
こ
の
儀
ば
か
り
は
遠
慮
な
く
荷
擔
し
、
殿
下
に
対
す
る
雑
言
は
凄
ま
じ
い
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
現
段
階
で
決
着
す
べ
き
か
否
か
に
疑
義
あ
り
、
殿
下
の
所

意
は
い
ま
は
正
理
見
え
ざ
る
に
つ
き
延
引
し
よ
う
と
の
こ
と
は
、
朝
廷
の
儀
は
軽
々

し
く
沙
汰
な
り
難
い
と
の
考
え
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
飛
鳥
井
は
理
不
尽
に
も
決
着

を
つ
け
よ
う
と
す
る
の
は
依
怙
の
至
り
で
あ
る
。
そ
れ
も
飛
鳥
井
の
書
付
に
は
事
の

筋
が
相
違
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
々
再
答
に
及
ぶ
べ
き
で
は
あ
る
が
、
事
長
く
な
り
、

か
つ
世
俗
体
の
論
争
の
如
く
成
り
行
く
の
も
無
道
で
あ
る
の
で
、
全
て
を
終
え
る
こ

と
に
す
る
。
以
上
で
あ
り
、
こ
れ
に
付
帯
し
て
出
さ
れ
た
の
が
、

（（（）
九
条
等
の
四
摂

家
の
見
解
書
で
あ
り
、
吉
田
願
の
儀
は
旧
例
の
所
見
な
し
と
い
う
の
が
多
数
の
意
見

で
あ
っ
た
。

❸
吉
田
家
の
諸
社
家
官
位
執
奏
一
件
に
対
す
る
幕
府
裁
許

　（1
）
延
宝
二
年
の
林
家
勘
文
と
京
都
所
司
代
覚

　以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
吉
田
家
の
諸
社
家
官
位
執
奏
願
を
め
ぐ
っ
て
の
鷹
司
関

白
と
武
家
伝
奏
の
一
人
飛
鳥
井
と
の
表
立
っ
て
の
争
論
は
、寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）

二
月
よ
り
一
年
半
近
く
に
及
ん
だ
が
、
十
年
八
月
関
白
の
権
限
を
以
て
打
切
り
と
さ

れ
、

（（（） 

（（（）
の
両
通
が
京
都
所
司
代
板
倉
重
矩
へ
渡
さ
れ
た
。
八
月
十
四
日
の
こ
と

で
あ
る
。
板
倉
は
こ
れ
を
受
け
て
同
日
付
で
次
の
如
き
口
上
覚
を
武
家
伝
奏
に
出
し

て
い
る

（
（（
（

。

　
　
　
　口

上
之
覚

吉（
兼
連
（

田
執

　奏
之
儀
ニ

付
、
従
関

（
鷹
司
房
輔
（

白
殿
別
紙
之
書
付
両
通
御
越
候
之
間
、
致
一
覧

入
御
披
見
候
、
摂
家
衆
思
召
之
書
付
、
従
関
白
殿
被
下
之
候
、
私
江
戸
江

可
到

持
参
候
、
九

（
兼
晴
（

条
殿
・
二

（
光
平
（

条
殿
・
近

（
基
熙
（

衛
殿
・
一

（
内
房
（

条
殿
江

、
右
之
段
御
届
ニ

及
間
敷

候
哉
、
倂
一
応
申
入
可
然
儀
候
ハ
ゝ
、
従
御
両
卿
関
白
殿
江

、
吉
田
執

　奏
之

儀
ニ

付
御
返
答
之
趣
、
私
罷
下
江
戸
ニ

而
可
申
上
候
間
、
左
様
御
心
得
候
得
之

由
御
断
可
有
之
候
哉
、
御
了
簡
次
第
ニ

候
、
是
者
実

（
正
親
町
（

豊
卿
へ
申
候
、
吉
田
執

　

奏
之
儀
ニ

付
莵
之
義
者
難
被
仰
由
、
去
比
預
示
候
、
江
戸
ニ

而
定
而
御
趣
意
如

何
有
之
候
哉
と
御
尋
之
義
も
可
有
之
候
、
御
役
人
儀
ニ

候
間
、
御
遠
慮
之
様
ニ
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被
思
召
義
も
可
有
之
候
哉
、
御
了
簡
も
御
座
候
者
、
承
参
度
候
、
委
細
者
面
上

可
申
上
候
、
以
上
、 

　
　八

（
寛
文
十
年
（

月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　板

倉
内
膳

（
重
矩
（正

　

　
　
　
　飛 

（
飛
鳥
井
雅
章
（殿

　
　
　
　正

（
正
親
町
実
豊
（殿

　吉
田
家
の
諸
社
家
官
位
執
奏
願
一
件
に
関
す
る
書
付
両
通
を
関
白
殿
よ
り
受
取
り

披
見
し
た
。
ま
た
各
摂
家
の
見
解
書
付
も
関
白
殿
よ
り
送
付
頂
い
た
。
自
分
が
江
戸

へ
下
向
す
る
際
に
こ
れ
ら
を
持
参
す
る
所
存
で
あ
る
が
、
九
条
殿
等
四
摂
家
へ
こ
の

旨
を
御
届
け
し
て
お
か
な
く
て
よ
い
か
ど
う
か
。
一
応
申
入
れ
て
お
い
て
然
る
べ
き

と
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
両
伝
奏
よ
り
関
白
殿
へ
こ
の
旨
御
心
得
あ
る
よ
う
に
御
断
り

あ
る
べ
き
は
如
何
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は
正
親
町
へ
申
す
こ
と
で
あ
る
が
、
吉
田

執
奏
の
儀
に
つ
い
て
は
去
頃
は
莵
⻆
の
儀
は
申
し
難
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
幕
閣
よ
り
必
ず
や
正
親
町
の
意
嚮
は
如
何
か
と
の
御
尋
も
あ
ろ
う
か
ら
、
考

え
も
あ
れ
ば
承
っ
て
お
き
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
本
一
件
の

争
論
の
中
心
は
鷹
司
関
白
と
武
家
伝
奏
飛
鳥
井
の
二
人
で
あ
っ
た
が
、
京
都
所
司
代

が
江
戸
に
下
り
一
件
の
経
過
と
内
容
を
幕
閣
に
説
明
す
る
た
め
に
は
、
全
摂
家
の
意

嚮
・
武
家
伝
奏
正
親
町
の
見
解
を
承
知
し
て
お
く
こ
と
は
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　鷹
司
信
房
は
、『
吉
川
視
吾
堂
先
生
行
状
』
に
も
、「
鷹
司
殿
下
道
に
志
お
は
し
ま

し
て
、
先

（
吉
川
惟
足
（

生
に
ま
見
え
て
中
臣
祓
を
講
ぜ
し
め
ら
る
、」
云
々
と
あ
る
如
く
、
神
典

や
神
道
に
も
深
い
関
心
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う

に
、
信
房
の
言
説
を
厳
し
い
も
の
に
し
飛
鳥
井
と
鋭
く
対
立
し
た
の
は
、
関
白
と
し

て
の
立
場
か
ら
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
例
の
鷹
司
家
の
執
奏
に
よ
り
一
旦
成
就
し
た

阿
蘇
社
神
主
位
階
の
こ
と
が
吉
田
家
執
奏
に
振
替
え
ら
れ
た
一
件
が
大
き
く
関
係
し

て
い
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
白
川
伯
家
と
の
協
力
関
係

も
あ
っ
た
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
摂
家
の
多
く
も

吉
田
家
に
は
荷
擔
せ
ず
、
九
条
・
二
条
両
家
は
全
く
否
定
的
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一

条
家
が
当
主
若
年
に
つ
き
返
答
を
避
け
た
の
を
別
に
す
れ
ば
、
近
衛
家
が
吉
田
家
の

主
張
の
根
拠
と
す
る
「
後
奈
良
院
勅
書
」
を
披
見
あ
り
た
き
こ
と
し
て
穏
便
な
表
現

を
し
て
い
る
の
は
、吉
田
家
が
近
衛
家
に
家
礼
し
て
い
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。

　一
方
、
飛
鳥
井
雅
章
は
、
吉
田
兼
連
生
母
栄
春
院
の
養
父
で
、
そ
の
室
は
烏
丸
光

賢
女
で
栄
春
院
と
は
姉
妹
、
ま
た
兼
連
の
後
見
人
と
も
な
っ
て
い
た
。
吉
田
家
と
は

幾
重
に
も
深
い
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
武
家
伝
奏
と
い
う
役
職
を
楯
に
し
て
鷹

司
関
白
と
執
拗
に
争
論
に
及
ん
だ
と
い
え
る
。
そ
の
言
説
も
、
そ
の
根
拠
を
吉
田
家

に
負
っ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、代
弁
者
と
い
う
性
格
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

吉
田
家
の
三
家
老
家
の
一
つ
で
あ
る
鈴
鹿
左
京
家
に
伝
来
し
た
文
書
の
中
に
も
そ
れ

を
如
実
に
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る

（
（（
（

。
し
か
し
、 

飛
鳥
井
は
立
場
上
か
ら
強
弁
を
張
っ

た
も
の
ゝ
、
結
果
か
ら
い
え
ば
極
め
て
後
味
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（（（）
に
て
鷹
司
関
白
が
争
論
を
打
ち
切
っ
た
こ
と
に
対
し
、
飛
鳥
井
が
心
境
・
不
満
を

述
べ
た
も
の
が
や
は
り
鈴
鹿
左
京
家
の
伝
来
文
書
の
中
に
遺
っ
て
い
る

（
（（
（

。

一、吉
（
兼
連
（田

事
、
去

（
寛
文
九
年
二
月
（

春

　某
（
飛
鳥
井
雅
章
（

所
存
之
趣
、
以
書
付
申
達
候
処
、
於（

鷹
司
房
輔
（

殿
下
一
々
被
難
之
候

ニ
付
、
再
其
断
申
入
候
条
々
、
皆
以
為
支
流
之
論
弁
由
ニ

候
、
凡
事
欲
立
本
顕

根
、
則
談
枝
葉
事
者
、
常
之
理
ニ

候
歟
、
欲
顕
本
与

欲
塞
本
者
、
支
流
之
弁
何

方
ニ

可
有
之
候
哉
、
某
本
自
愚
昧
之
質
、
殊
更
不
弁
舌
ニ

候
得
者
、
難
述
其
理
候
、

抑
吉
田
家
慥
成

　綸
旨
・
證
文
等
無
之
、
新
規
ニ

令
決
定
候
条
、
於
此
事
者
相

済
間
敷
之
由
、
此
条
某
等
之
分
外
ニ

候
、
被
仰
付
候
而
可
応
其
職
候
哉
と
、
所

存
之
趣
令
書
述
而
已
候
、 

一、当
今
御
宇
、
断
絶
之
事
御
再
興
無
之
、
尤
新
規
之
事
者
不
及
其
沙
汰
之
由
承

候
、
出
雲
国
造
ニ

被
下
永

　宣
旨
候
事
者
、
為
指
旧
例
無
之
様
ニ

令
覚
悟
候
、

然
則
旧
例
無
之
候
而
も
、
朝
庭
之
御
為
無
障
、
其
申
所
断
有
之
義
者
、
被

成
下
候
而
も
不
苦
義
ニ

而
可
有
之
候
哉
、
諸
社
家
官
位
執

　奏
仕
度
由
、
吉

田
申
上
候
事
者
、
朝
庭
之
御
為
無
別
義
、
其
申
所
も
断
有
之
様
ニ

存
候
故
、

其遠
慮
も
非
無
之
候
得
共

趣
右
以
書
付
申
入
通
ニ

と
、
愚
意
之
趣
令
書
述
候
処
、
理
不
尽
ニ

令
荷
擔
存

依
怙
之
由
、
従
殿
下
被
書
付
候
、
此
段
有
道
之
人
者
、
還
而
理
不
尽
之
確
執
と

〔
廷
、
下
同
ジ
〕
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被
思
召
義
も
可
有
之
候
哉
、
御
了
簡
も
御
座
候
者
、
承
参
度
候
、
委
細
者
面
上

可
申
上
候
、
以
上
、 

　
　八

（
寛
文
十
年
（

月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　板

倉
内
膳

（
重
矩
（正

　

　
　
　
　飛 

（
飛
鳥
井
雅
章
（殿

　
　
　
　正

（
正
親
町
実
豊
（殿

　吉
田
家
の
諸
社
家
官
位
執
奏
願
一
件
に
関
す
る
書
付
両
通
を
関
白
殿
よ
り
受
取
り

披
見
し
た
。
ま
た
各
摂
家
の
見
解
書
付
も
関
白
殿
よ
り
送
付
頂
い
た
。
自
分
が
江
戸

へ
下
向
す
る
際
に
こ
れ
ら
を
持
参
す
る
所
存
で
あ
る
が
、
九
条
殿
等
四
摂
家
へ
こ
の

旨
を
御
届
け
し
て
お
か
な
く
て
よ
い
か
ど
う
か
。
一
応
申
入
れ
て
お
い
て
然
る
べ
き

と
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
両
伝
奏
よ
り
関
白
殿
へ
こ
の
旨
御
心
得
あ
る
よ
う
に
御
断
り

あ
る
べ
き
は
如
何
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は
正
親
町
へ
申
す
こ
と
で
あ
る
が
、
吉
田

執
奏
の
儀
に
つ
い
て
は
去
頃
は
莵
⻆
の
儀
は
申
し
難
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
け
れ
ど

も
、
幕
閣
よ
り
必
ず
や
正
親
町
の
意
嚮
は
如
何
か
と
の
御
尋
も
あ
ろ
う
か
ら
、
考

え
も
あ
れ
ば
承
っ
て
お
き
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
本
一
件
の

争
論
の
中
心
は
鷹
司
関
白
と
武
家
伝
奏
飛
鳥
井
の
二
人
で
あ
っ
た
が
、
京
都
所
司
代

が
江
戸
に
下
り
一
件
の
経
過
と
内
容
を
幕
閣
に
説
明
す
る
た
め
に
は
、
全
摂
家
の
意

嚮
・
武
家
伝
奏
正
親
町
の
見
解
を
承
知
し
て
お
く
こ
と
は
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　鷹
司
信
房
は
、『
吉
川
視
吾
堂
先
生
行
状
』
に
も
、「
鷹
司
殿
下
道
に
志
お
は
し
ま

し
て
、
先

（
吉
川
惟
足
（

生
に
ま
見
え
て
中
臣
祓
を
講
ぜ
し
め
ら
る
、」
云
々
と
あ
る
如
く
、
神
典

や
神
道
に
も
深
い
関
心
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う

に
、
信
房
の
言
説
を
厳
し
い
も
の
に
し
飛
鳥
井
と
鋭
く
対
立
し
た
の
は
、
関
白
と
し

て
の
立
場
か
ら
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
例
の
鷹
司
家
の
執
奏
に
よ
り
一
旦
成
就
し
た

阿
蘇
社
神
主
位
階
の
こ
と
が
吉
田
家
執
奏
に
振
替
え
ら
れ
た
一
件
が
大
き
く
関
係
し

て
い
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
白
川
伯
家
と
の
協
力
関
係

も
あ
っ
た
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
摂
家
の
多
く
も

吉
田
家
に
は
荷
擔
せ
ず
、
九
条
・
二
条
両
家
は
全
く
否
定
的
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一

条
家
が
当
主
若
年
に
つ
き
返
答
を
避
け
た
の
を
別
に
す
れ
ば
、
近
衛
家
が
吉
田
家
の

主
張
の
根
拠
と
す
る
「
後
奈
良
院
勅
書
」
を
披
見
あ
り
た
き
こ
と
し
て
穏
便
な
表
現

を
し
て
い
る
の
は
、吉
田
家
が
近
衛
家
に
家
礼
し
て
い
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。

　一
方
、
飛
鳥
井
雅
章
は
、
吉
田
兼
連
生
母
栄
春
院
の
養
父
で
、
そ
の
室
は
烏
丸
光

賢
女
で
栄
春
院
と
は
姉
妹
、
ま
た
兼
連
の
後
見
人
と
も
な
っ
て
い
た
。
吉
田
家
と
は

幾
重
に
も
深
い
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
武
家
伝
奏
と
い
う
役
職
を
楯
に
し
て
鷹

司
関
白
と
執
拗
に
争
論
に
及
ん
だ
と
い
え
る
。
そ
の
言
説
も
、
そ
の
根
拠
を
吉
田
家

に
負
っ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、代
弁
者
と
い
う
性
格
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

吉
田
家
の
三
家
老
家
の
一
つ
で
あ
る
鈴
鹿
左
京
家
に
伝
来
し
た
文
書
の
中
に
も
そ
れ

を
如
実
に
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る

（
（（
（

。
し
か
し
、 

飛
鳥
井
は
立
場
上
か
ら
強
弁
を
張
っ

た
も
の
ゝ
、
結
果
か
ら
い
え
ば
極
め
て
後
味
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（（（）
に
て
鷹
司
関
白
が
争
論
を
打
ち
切
っ
た
こ
と
に
対
し
、
飛
鳥
井
が
心
境
・
不
満
を

述
べ
た
も
の
が
や
は
り
鈴
鹿
左
京
家
の
伝
来
文
書
の
中
に
遺
っ
て
い
る

（
（（
（

。

一、吉
（
兼
連
（田

事
、
去

（
寛
文
九
年
二
月
（

春

　某
（
飛
鳥
井
雅
章
（

所
存
之
趣
、
以
書
付
申
達
候
処
、
於（

鷹
司
房
輔
（

殿
下
一
々
被
難
之
候

ニ
付
、
再
其
断
申
入
候
条
々
、
皆
以
為
支
流
之
論
弁
由
ニ

候
、
凡
事
欲
立
本
顕

根
、
則
談
枝
葉
事
者
、
常
之
理
ニ

候
歟
、
欲
顕
本
与

欲
塞
本
者
、
支
流
之
弁
何

方
ニ

可
有
之
候
哉
、
某
本
自
愚
昧
之
質
、
殊
更
不
弁
舌
ニ

候
得
者
、
難
述
其
理
候
、

抑
吉
田
家
慥
成

　綸
旨
・
證
文
等
無
之
、
新
規
ニ

令
決
定
候
条
、
於
此
事
者
相

済
間
敷
之
由
、
此
条
某
等
之
分
外
ニ

候
、
被
仰
付
候
而
可
応
其
職
候
哉
と
、
所

存
之
趣
令
書
述
而
已
候
、 

一、当
今
御
宇
、
断
絶
之
事
御
再
興
無
之
、
尤
新
規
之
事
者
不
及
其
沙
汰
之
由
承

候
、
出
雲
国
造
ニ

被
下
永

　宣
旨
候
事
者
、
為
指
旧
例
無
之
様
ニ

令
覚
悟
候
、

然
則
旧
例
無
之
候
而
も
、
朝
庭
之
御
為
無
障
、
其
申
所
断
有
之
義
者
、
被

成
下
候
而
も
不
苦
義
ニ

而
可
有
之
候
哉
、
諸
社
家
官
位
執

　奏
仕
度
由
、
吉

田
申
上
候
事
者
、
朝
庭
之
御
為
無
別
義
、
其
申
所
も
断
有
之
様
ニ

存
候
故
、

其遠
慮
も
非
無
之
候
得
共

趣
右
以
書
付
申
入
通
ニ

と
、
愚
意
之
趣
令
書
述
候
処
、
理
不
尽
ニ

令
荷
擔
存

依
怙
之
由
、
従
殿
下
被
書
付
候
、
此
段
有
道
之
人
者
、
還
而
理
不
尽
之
確
執
と

〔
廷
、
下
同
ジ
〕
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可
承
候
哉
、

一、某
書
付
、
事
之
筋
目
相
違
候
間
、
一
々
可
被
難
之
候
得
共
、
世
俗
之
訴
論
ニ

事

似
候
間
、
被
閣
之
由
卜
有
、
世
俗
之
論
訴
と
者
、
以
一
事
相
争
之
時
、 

一
方
ニ

令
偏
頗
、 

理
ヲ
非
ニ
申
掠
候
事
ニ
而
可
有
之
候
哉
、
於
此
事
者
、
各
申
所
存
之
趣

可
被
仰
付
哉
否
之
道
理
者
、
上
之
御
沙
汰
ニ

候
得
者
、
筋
目
相
違
之
事
者
、
一
々

可
被
書
述
義
ニ

候
処
、
於
此
事
殊
更
ニ

六
ヶ
敷
被
沙
汰
、
剰
某

存
偏
頗
之
由
与

恥

辱
候
段
、
於
権
勢
有
餘
之
所
致
歟
、
迷
惑
之
至
、
為
御
断
重
而
述
愚
意
候
也
、 

　内
容
は
三
点
、
概
略
を
述
べ
れ
ば
次
の
通
り
。
第
一
は
、
論
弁
の
立
場
。
支
流
の

論
弁
と
ま
で
批
判
を
受
け
た
が
、
果
し
て
何
方
が
支
流
の
弁
で
あ
ろ
う
か
。
い
っ
た

い
慥
か
な
る
綸
旨
や
証
文
等
は
無
く
、
新
規
の
決
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
沙

汰
し
が
た
い
と
の
由
、
こ
れ
は
自
分
の
分
際
を
超
え
る
と
こ
ろ
で
、
需
め
ら
れ
た
の

で
武
家
伝
奏
と
し
て
の
職
責
を
果
す
べ
く
所
存
の
趣
を
書
き
述
べ
た
ま
で
の
こ
と
で

あ
る
こ
と
。
第
二
は
、
依
怙
贔
屓
を
し
て
い
る
と
の
批
判
に
対
す
る
反
論
。
当
今
御

宇
は
断
絶
再
興
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
新
規
の
こ
と
は
詮
議
に
も
及
ば
な
い
こ
と
と
い

う
が
、
出
雲
国
造
へ
の
永
宣
旨
の
下
付
は
指
し
た
る
旧
例
も
無
い
こ
と
ゝ
考
え
ら

れ
る
。
旧
例
が
な
く
て
も
朝
廷
の
た
め
に
障
り
な
い
こ
と
や
そ
の
申
す
と
こ
ろ
に
理

が
あ
れ
ば
、
勅
許
あ
っ
て
も
支
障
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
吉
田
の
諸
社
家
官
位
執

奏
の
こ
と
は
朝
廷
の
た
め
に
支
障
も
な
く
申
す
と
こ
ろ
も
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
の

で
、
遠
慮
を
し
つ
ゝ
も
愚
存
を
書
き
述
べ
た
と
こ
ろ
、
理
不
尽
に
吉
田
に
荷
擔
し
依

怙
贔
屓
を
し
て
い
る
と
批
難
さ
れ
た
。
こ
れ
は
却
っ
て
理
不
尽
の
確
執
と
い
う
べ
き

で
は
な
い
か
。
第
三
は
、
論
議
打
切
り
に
対
す
る
抗
議
。
世
俗
の
訴
論
の
如
く
に
な

る
の
で
打
切
り
に
す
る
と
い
う
の
は
怪
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
、
当
方
の
筋
目
相
違
の
事

は
一
々
書
き
述
べ
ら
れ
る
べ
き
義
で
あ
る
と
こ
ろ
、
殊
更
に
難
し
く
沙
汰
さ
れ
、
し

か
も
自
分
が
依
怙
贔
屓
を
し
て
い
る
と
の
恥
辱
を
与
え
ら
れ
る
は
、
大
い
な
る
権
勢

の
押
し
つ
け
で
は
な
い
か
。
迷
惑
の
至
り
で
あ
る
。
こ
の
旨
再
度
主
張
し
て
お
き
た

い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
飛
鳥
井
の
大
い
な
る
憤
懣
・
屈
辱
の
程
が
窺
わ
れ
る
。
な

お
、
飛
鳥
井
が
か
く
も
強
弁
を
張
っ
て
関
白
に
対
抗
し
た
の
は
、
吉
田
と
血
縁
等
に

よ
り
深
い
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
「
神
社
条
目
」
と
の

関
連
、
こ
れ
ま
で
の
幕
府
の
意
嚮
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
ゝ
に
朝
廷
の
論
議
よ
り
幕
府
の
吟
味
へ
移
さ
れ
、
幕
府
で
は

こ
の
具
体
的
検
討
を
儒
者
林
弘
文
院
（
春
勝
、
春
齋
）
に
令
し
た
。
弘
文
院
に
よ
り

纏
め
ら
れ
た
「
二
十
三
通
之
要
文
」、「
弘
文
院
勘
文
」、「
別
紙
愚
見
」
が
幕
閣
に
提

出
さ
れ
、
京
都
所
司
代
永
井
尚
庸
覚
を
以
て
幕
府
の
裁
許
が
示
さ
れ
た
の
は
延
宝
二

年
（
一
六
七
四
）
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

（（（）
鷹
司
家
諸
大
夫
口
上
覚
が
寛
文
十
年

（
一
六
七
〇
）
八
月
に
差
出
さ
れ
て
か
ら
丸
四
年
が
経
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に

長
期
を
要
し
た
の
は
、「
主
上
愈
御
年
齢
相
加
、
御
定
之
時
節
、
先
例
被
広
考
委
御

吟
味
之
上
、
被

　仰
出
可
然
候
歟
、」
と
鷹
司
が
述
べ
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
因
み
に
、
霊
元
天
皇
は
寛
文
十
年
に
は
十
七
歳
で
あ
っ
た
が

延
宝
二
年
に
は
二
十
一
歳
、
い
ま
や
主
上
御
若
年
に
つ
き
諸
事
決
裁
し
が
た
い
と
い

う
状
況
は
脱
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

｢

二
十
三
通
之
要
文｣ 

は
、
八
ケ
条
か
ら
成
り
、
吉
田
の
願
意
の
こ
と
、
吉
田
の

証
文
の
こ
と
、
関
白
の
意
嚮
の
こ
と
、
嘉
禄
三
年
の
綸
旨
の
こ
と
、
神
祇
官
の
こ
と
、

伝
奏
家
の
こ
と
、
主
上
御
成
長
の
上
に
て
決
裁
の
こ
と
、
摂
家
意
見
の
こ
と
、
以
上

の
各
項
に
つ
き
要
点
を
纏
め
て
あ
る
。「
弘
文
院
勘
文
」
は
、
九
ヶ
条
か
ら
成
る
吟

味
結
果
を
纏
め
た
見
解
書
。
吉
田
社
の
こ
と
、
卜
部
先
祖
の
こ
と
、
神
祇
伯
の
こ
と
、

伊
勢
へ
の
勅
使
四
家
の
こ
と
、
永
和
元
年
の
綸
旨
の
こ
と
、
吉
田
の
神
道
長
上
の
こ

と
、
諸
社
伝
奏
の
こ
と
、
吉
田
の
神
祇
官
の
こ
と
、
諸
国
社
家
の
官
位
の
こ
と
、
以

上
で
あ
る
。
こ
の
内
、
特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
第
五
の
永
和
五
年
の
綸
旨

に
つ
い
て
の
林
家
の
見
解
で
あ
る
。
少
し
時
代
が
下
る
が
吉
見
幸
和
が
偽
作
に
か
ゝ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る

（
（（
（

。
し
か

し
、
林
家
で
は
「
此
綸
旨
、
私

ニ
作
リ
候
モ
ノ
ト
ハ
存
ゼ
ラ
レ
ズ
候
、」
と
し
て
い

る
の
は
、
い
さ
さ
か
吉
田
に
手
加
減
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
第

六
の
吉
田
の
神
道
長
上
に
つ
い
て
も
、「
長
上
卜
申
候
ヘ
バ
、
神
道
ノ
事
ヲ
ツ
カ
サ

優
々
敷
相
聞
候
、
乍
然
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ド
ル
コ
ト
ハ
勿
論
ノ
様
ニ

存
ジ
候
、
但
シ
天
下
ノ
諸
社
官
位
取
次
ト
申
ス
文
言
ニ

相

応
ス
ベ
キ
ヤ
否
ヤ
ハ
、
了
見
難
決
候
、」
と
長
上
を
認
め
て
い
る
の
も
同
様
に
考
え

ら
れ
る
。

　

｢

別
紙
愚
見
」
は
、
林
家
の
個
人
的
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
、
五
ケ
条
か
ら
成
る
。

ま
ず
第
一
は
、「
神
社
条
目
」
に
も
無
位
の
社
人
装
束
許
状
の
規
定
の
み
に
て
、「
官

位
ノ
取
次
ノ
事
ハ
」
な
い
の
で
、
こ
の
条
目
の
記
載
は
誤
り
と
も
申
し
難
い
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
。
こ
の
解
釈
は
難
し
い
が
、
恐
ら
く
吉
田
の
諸
社
家
官
位
執
奏
の
こ
と

は
「
神
社
条
目
」
に
は
記
載
の
な
い
こ
と
で
、
記
載
の
な
い
こ
と
が
誤
り
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
幕
府
と
し
て
は
吉
田
の
諸
社
家
官
位

執
奏
の
こ
と
は
想
定
外
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
第
二
の
「
吉
良
若
狭
守
・
寺
社
奉
行
口
上
ニ
テ
申
渡
シ
候
儀
」、

つ
ま
り
諸
社
の
官
位
執
奏
の
許
し
を
口
上
を
以
て
申
渡
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
対
し

て
は
、
こ
れ
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
し
か
も
第
三
で
、
関
白
の
仰
せ
の
如
く
伝
奏
な

き
社
家
は
職
事
に
付
し
申
沙
汰
す
れ
ば
こ
と
足
り
る
と
し
て
い
る
こ
と
ゝ
合
せ
考
え

れ
ば
、
吉
田
の
願
を
認
め
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

第
四
は
、
い
ま
ほ
ど
は
主
上
御
成
長
に
つ
き
（
二
十

一
歳

）
叡
慮
次
第
と
仰
せ
遣
わ
さ
れ

て
如
何
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
長
期
に
亘
っ
て
争
論
し
て
も
決
着
つ
か
な
か
っ
た

訳
で
あ
る
か
ら
、状
況
の
変
化
が
な
い
以
上
容
易
に
勅
定
さ
れ
え
る
も
の
で
は
な
い
。

非
現
実
的
な
意
見
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
五
も
そ
う
で
あ
る
。
白
川
も
吉
田
も

神
職
の
家
で
あ
る
か
ら
、
伝
奏
な
き
諸
社
家
の
官
位
取
次
・
無
人
の
社
人
の
装
束
、

と
も
に
両
家
相
談
に
て
執
奏
す
る
よ
う
に
と
、「
新
儀
」
に
仰
せ
付
け
ら
れ
て
も
後

に
な
っ
て
う
け
る
謗
り
は
な
か
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
極
め
て

大
胆
な
意
見
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
は
現
実
的

に
は
無
理
で
あ
ろ
う
。「
神
社
条
目
」
の
趣
旨
に
添
っ
た
も
の
と
は
考
え
難
い
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
一
件
の
対
拠
に
林
家
が
い
か

に
苦
慮
し
た
か
が
理
解
で
き
よ
う
。 

　か
く
て
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
幕
府
の
裁
許
が
下
さ
れ
る
。
京
都
所
司
代
永
井
尚
庸

覚
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　覚

社
家
位
階
之
事
、
先
規
ヨ
リ
伝
奏
有
之
ハ
勿
論
、
無
伝
奏
社
家
モ
、
吉
田
不
可

及
執
奏
、
雖
然
遠
国
ヨ
リ
吉
田
ヘ
頼
来
社
人
位
階
之
事
ハ
、
吉
田
ヨ
リ
職
事
マ

デ
申
入
相
調
可
然
候
、
無
位
無
官
ノ
社
人
之
装
束
ハ
、
吉
田
ヨ
リ
可
有
指
図
者

也
、 

　
　
　寅

八（
延
宝
二
年
（

月
十
七
日

　

 

　こ
の
文
書
が
出
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、
先
に
『
吉
田
勘
文
』
の
諸
本
を
掲
げ
た

う
ち
Ⅲ
の
「
吉
田
家
文
書
旧
記
写
」
に
は
次
の
如
き
注
目
す
べ
き
記
載
が
あ
る
。

右
、
雅

（
酒
井
忠
清
（

楽
頭
・
美

（
稲
葉
正
則
（

濃
守
・
大

（
久
世
廣
之
（

和
守
・
但

（
土
屋
数
直
（

馬
守
・
播

（
阿
部
正
能
（

磨
守
列
座
ニ

テ
、
永
井
伊

（
尚
庸
（賀

守
ニ

渡
ス
、
伊
賀
守
在
府
中
、
老
中
相
談
ニ

テ
如
此
可
然
ト
、
京
都
ニ

テ
各
ヘ

申
シ
渡
ス
ヘ
シ
、
但
シ

　上

（
徳
川
家
綱
（

意
ニ
テ
決
定
ス
ル
ニ

非
ス
ト
、
伊
賀
守
口
上
ニ

可

申
ト
ナ
リ
、
清
書
以
後
、
寺
社
奉
行
小
笠
原
山

（
長
頼
（

城
守
・
戸
田
伊

（
忠
昌
（

賀
守
一
見
、 

　こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
掲
の
永
井
尚
庸
覚
は
、
尚
庸
が
大
老
・
老
中
列
座
に
て
申
渡

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
は
尚
庸
の
江
戸
在
府
中
に
老
中
相
談
の
上

に
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
将
軍
上
意
に
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
口
上
に
て
付
言
す
べ
し
、
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
幕
府
の
重
要
な

決
定
事
項
の
布
達
は
、
普
通
に
は
将
軍
の
意
を
奉
じ
て
発
給
さ
れ
る
老
中
連
署
奉
書

を
以
て
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
は
そ
う
で
は
な
く
老
中
決
裁
の
京
都
所

司
代
の
覚
と
し
て
出
す
べ
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
見
屈
折
し
た
扱
い

が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
神
社
条
目
」
と
の
関
連
か
ら
と
思
わ
れ
、
こ
の
申
渡
は

条
目
の
施
行
方
策
を
示
す
次
元
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　尚
庸
は
、
こ
の
年
四
月
四
日
江
戸
に
下
り
、
そ
れ
よ
り
四
ケ
月
余
在
府
、
八
月

十
三
日
帰
洛
の
暇
を
賜
い
、
そ
の
月
末
に
江
戸
を
発
ち
、
九
月
十
二
日
上
洛
し
た

（
（（
（

。 
翌
十
三
日
、
武
家
伝
奏
日
野
弘
賢
・
中
院
通
茂
は
連
絡
を
受
け
て
所
司
代
役
宅
に
赴

き
、
尚
庸
に
出
会
い
、
禁
中
へ
将
軍
よ
り
の
御
言
伝
な
ど
七
ケ
条
を
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
の
二
ケ
条
は
幕
府
裁
許
に
関
す
る
も
の
。
武
家
伝
奏
の
日
記
『
通
茂
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ド
ル
コ
ト
ハ
勿
論
ノ
様
ニ

存
ジ
候
、
但
シ
天
下
ノ
諸
社
官
位
取
次
ト
申
ス
文
言
ニ

相

応
ス
ベ
キ
ヤ
否
ヤ
ハ
、
了
見
難
決
候
、」
と
長
上
を
認
め
て
い
る
の
も
同
様
に
考
え

ら
れ
る
。

　

｢

別
紙
愚
見
」
は
、
林
家
の
個
人
的
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
、
五
ケ
条
か
ら
成
る
。

ま
ず
第
一
は
、「
神
社
条
目
」
に
も
無
位
の
社
人
装
束
許
状
の
規
定
の
み
に
て
、「
官

位
ノ
取
次
ノ
事
ハ
」
な
い
の
で
、
こ
の
条
目
の
記
載
は
誤
り
と
も
申
し
難
い
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
。
こ
の
解
釈
は
難
し
い
が
、
恐
ら
く
吉
田
の
諸
社
家
官
位
執
奏
の
こ
と

は
「
神
社
条
目
」
に
は
記
載
の
な
い
こ
と
で
、
記
載
の
な
い
こ
と
が
誤
り
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
幕
府
と
し
て
は
吉
田
の
諸
社
家
官
位

執
奏
の
こ
と
は
想
定
外
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
第
二
の
「
吉
良
若
狭
守
・
寺
社
奉
行
口
上
ニ
テ
申
渡
シ
候
儀
」、

つ
ま
り
諸
社
の
官
位
執
奏
の
許
し
を
口
上
を
以
て
申
渡
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
対
し

て
は
、
こ
れ
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
し
か
も
第
三
で
、
関
白
の
仰
せ
の
如
く
伝
奏
な

き
社
家
は
職
事
に
付
し
申
沙
汰
す
れ
ば
こ
と
足
り
る
と
し
て
い
る
こ
と
ゝ
合
せ
考
え

れ
ば
、
吉
田
の
願
を
認
め
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

第
四
は
、
い
ま
ほ
ど
は
主
上
御
成
長
に
つ
き
（
二
十

一
歳

）
叡
慮
次
第
と
仰
せ
遣
わ
さ
れ

て
如
何
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
長
期
に
亘
っ
て
争
論
し
て
も
決
着
つ
か
な
か
っ
た

訳
で
あ
る
か
ら
、状
況
の
変
化
が
な
い
以
上
容
易
に
勅
定
さ
れ
え
る
も
の
で
は
な
い
。

非
現
実
的
な
意
見
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
五
も
そ
う
で
あ
る
。
白
川
も
吉
田
も

神
職
の
家
で
あ
る
か
ら
、
伝
奏
な
き
諸
社
家
の
官
位
取
次
・
無
人
の
社
人
の
装
束
、

と
も
に
両
家
相
談
に
て
執
奏
す
る
よ
う
に
と
、「
新
儀
」
に
仰
せ
付
け
ら
れ
て
も
後

に
な
っ
て
う
け
る
謗
り
は
な
か
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
極
め
て

大
胆
な
意
見
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
は
現
実
的

に
は
無
理
で
あ
ろ
う
。「
神
社
条
目
」
の
趣
旨
に
添
っ
た
も
の
と
は
考
え
難
い
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
一
件
の
対
拠
に
林
家
が
い
か

に
苦
慮
し
た
か
が
理
解
で
き
よ
う
。 

　か
く
て
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
幕
府
の
裁
許
が
下
さ
れ
る
。
京
都
所
司
代
永
井
尚
庸

覚
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　覚

社
家
位
階
之
事
、
先
規
ヨ
リ
伝
奏
有
之
ハ
勿
論
、
無
伝
奏
社
家
モ
、
吉
田
不
可

及
執
奏
、
雖
然
遠
国
ヨ
リ
吉
田
ヘ
頼
来
社
人
位
階
之
事
ハ
、
吉
田
ヨ
リ
職
事
マ

デ
申
入
相
調
可
然
候
、
無
位
無
官
ノ
社
人
之
装
束
ハ
、
吉
田
ヨ
リ
可
有
指
図
者

也
、 

　
　
　寅

八（
延
宝
二
年
（

月
十
七
日

　

 

　こ
の
文
書
が
出
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、
先
に
『
吉
田
勘
文
』
の
諸
本
を
掲
げ
た

う
ち
Ⅲ
の
「
吉
田
家
文
書
旧
記
写
」
に
は
次
の
如
き
注
目
す
べ
き
記
載
が
あ
る
。

右
、
雅

（
酒
井
忠
清
（

楽
頭
・
美

（
稲
葉
正
則
（

濃
守
・
大

（
久
世
廣
之
（

和
守
・
但

（
土
屋
数
直
（

馬
守
・
播

（
阿
部
正
能
（

磨
守
列
座
ニ

テ
、
永
井
伊

（
尚
庸
（賀

守
ニ

渡
ス
、
伊
賀
守
在
府
中
、
老
中
相
談
ニ

テ
如
此
可
然
ト
、
京
都
ニ

テ
各
ヘ

申
シ
渡
ス
ヘ
シ
、
但
シ

　上

（
徳
川
家
綱
（

意
ニ
テ
決
定
ス
ル
ニ

非
ス
ト
、
伊
賀
守
口
上
ニ

可

申
ト
ナ
リ
、
清
書
以
後
、
寺
社
奉
行
小
笠
原
山

（
長
頼
（

城
守
・
戸
田
伊

（
忠
昌
（

賀
守
一
見
、 

　こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
掲
の
永
井
尚
庸
覚
は
、
尚
庸
が
大
老
・
老
中
列
座
に
て
申
渡

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
は
尚
庸
の
江
戸
在
府
中
に
老
中
相
談
の
上

に
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
将
軍
上
意
に
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
口
上
に
て
付
言
す
べ
し
、
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
幕
府
の
重
要
な

決
定
事
項
の
布
達
は
、
普
通
に
は
将
軍
の
意
を
奉
じ
て
発
給
さ
れ
る
老
中
連
署
奉
書

を
以
て
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
は
そ
う
で
は
な
く
老
中
決
裁
の
京
都
所

司
代
の
覚
と
し
て
出
す
べ
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
見
屈
折
し
た
扱
い

が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
神
社
条
目
」
と
の
関
連
か
ら
と
思
わ
れ
、
こ
の
申
渡
は

条
目
の
施
行
方
策
を
示
す
次
元
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　尚
庸
は
、
こ
の
年
四
月
四
日
江
戸
に
下
り
、
そ
れ
よ
り
四
ケ
月
余
在
府
、
八
月

十
三
日
帰
洛
の
暇
を
賜
い
、
そ
の
月
末
に
江
戸
を
発
ち
、
九
月
十
二
日
上
洛
し
た

（
（（
（

。 

翌
十
三
日
、
武
家
伝
奏
日
野
弘
賢
・
中
院
通
茂
は
連
絡
を
受
け
て
所
司
代
役
宅
に
赴

き
、
尚
庸
に
出
会
い
、
禁
中
へ
将
軍
よ
り
の
御
言
伝
な
ど
七
ケ
条
を
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
の
二
ケ
条
は
幕
府
裁
許
に
関
す
る
も
の
。
武
家
伝
奏
の
日
記
『
通
茂
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公
記
』
に
は
次
の
如
く
見
え
る

（
（（
（

。

　一、一
乗
院
大
乗
院
寺
務
職
之
事
、 

　一、吉
田
許
状
之
事
、 

右
両
条
、
裁
許
之
旨
書
付
被
見
之
、
尤
之
由
申
之
、
於
然
者
其
通
可
申
遣
之

由
也
、
可
申
渡
之
書
付
被
見
之
、

　一
乗
院
云
々
の
こ
と
は
、
興
福
寺
寺
務
職
を
一
乗
院
辞
退
あ
り
て
大
乗
院
に
勅
許

然
る
べ
し
と
の
こ
と
、
吉
田
許
状
の
事
と
い
う
の
が
、
吉
田
家
よ
り
願
の
諸
社
家
官

位
執
奏
の
こ
と
で
あ
り
、
共
に
各
々
に
裁
許
の
こ
と
を
申
渡
す
べ
し
と
い
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
申
渡
は
武
家
伝
奏
方
の
談
合
に
よ
り
、
ま
ず
禁
中（
霊
元

天
皇
）・
法

皇（
後
水
尾

上
皇

）に
奏
上
し
た
上
で
関
白（
鷹
司

房
輔
）に
申
し
、
吉
田
へ
申
渡
す
こ
と
ゝ
な
っ
た
。

　さ
て
、
そ
の
申
渡
で
あ
る
が
、『
通
茂
公
記
』
延
宝
二
年
九
月
二
十
六
日
条
に
見

え
る
も
の
と
、
前
掲
の
『
吉
田
勘
文
』
所
載
の
も
と
は
、
文
言
の
表
記
が
所
々
に
異

同
が
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
前
者
は
所
司
代
が
老
中
よ
り
引
渡
さ
れ
た
も
の
、
後
者

は
口
上
を
以
て
申
渡
す
覚
で
あ
る
こ
と
の
表
記
の
違
い
な
の
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。
内
容
は
、

社
家
位
階
の
事
は
、
先
規
よ
り
伝
奏
あ
る
は
勿
論
の
こ
と
、
伝
奏
な
き
社
家
も
吉
田

が
執
奏
す
る
に
及
ば
な
い
、
し
か
し
遠
国
よ
り
吉
田
へ
頼
み
来
た
社
人
位
階
の
儀

は
、
吉
田
方
よ
り
職
事
ま
で
申
入
れ
相
調
え
然
る
べ
し
、
無
位
無
官
の
社
人
装
束
は
、

吉
田
家
よ
り
の
指
図
た
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。「
神
社
条
目
」
の
第

三
条
、
第
四
条
に
該
当
す
る
。

　吉
田
家
で
は
第
二
条
の
「
従
前
々
以
伝
奏
遂
昇
進
輩
」
以
外
の
社
家
の
執
奏
は
吉

田
家
が
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
、
ま
た
口
頭
で
の
申
渡
を
受
け
た
と
主
張
し
、

こ
れ
を
正
式
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
不
可
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
社
家
の
な
か
に
は
吉
田
家
の
支
配
・
干
渉
を
離
れ
て
合
法
的
に

存
在
し
よ
う
と
し
た
者
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
社
家
に
と
っ
て
は
そ
の
主
張
の
有
力
な

根
拠
と
な
る
条
文
で
も
あ
っ
た
。

　し
か
し
、
吉
田
家
の
願
い
は
不
可
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
位
階
を
望
む
社
人
か
ら
依

頼
さ
れ
ゝ
ば
職
事
へ
の
取
次
は
可
と
い
う
こ
と
は
、
旧
来
か
ら
の
寺
社
伝
奏
の
場
合

で
も
職
事
を
通
さ
ず
に
は
成
り
難
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
吉
田
家
の
望
み
は
全
く
は

否
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　従
っ
て
、
吉
田
家
で
は
少
な
か
ら
ざ
る
成
果
を
得
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
喜
ぶ
べ
き
状
況
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
後

も
諸
社
家
の
官
位
執
奏
願
が
公
式
に
認
可
さ
れ
る
よ
う
運
動
を
続
け
て
い
く
。

　（2
）
幕
府
の
方
針
の
転
換

　以
上
、
延
宝
二
年
の
「
覚
」
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
、
幕
府
裁
許
の
意
味
に

つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
幕
府
の
方
針
の
転
換
で
あ
っ
た

と
も
い
え
る
。
一
方
、 

吉
田
家
で
も
諸
社
家
の
官
位
執
奏
問
題
は
そ
の
後
も
主
張
を

継
続
し
て
い
き
、
幕
府
も
そ
の
対
応
を
微
妙
に
変
え
て
い
く
。
以
下
、
幕
末
ま
で
の

大
き
な
流
れ
に
基
軸
を
据
え
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　こ
ゝ
で
、
行
論
の
都
合
上
、
幕
府
の
神
社
行
政
の
根
幹
で
あ
る
「
神
社
条
目
」
の

条
文
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
条
目
は
い
く
つ
か
の
刊
行
法
令
集
に
収

載
さ
れ
て
い
る
の
で
今
更
と
い
う
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
実
は
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
利

用
さ
れ
て
い
る
刊
本
に
は
所
々
に
誤
り
が
あ
り
、
そ
れ
が
研
究
論
文
な
ど
で
も
そ
の

ま
ゝ
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
か
つ
て
拙
稿
で
も
明
ら

か
に
し
た
如
く
、
こ
の
「
神
社
条
目
」
の
本
紙
は
吉
田
家
に
発
給
さ
れ
、
将
軍
の
代

替
り
に
と
も
な
う
吉
田
家
充
知
行
安
堵
朱
印
状
の
書
替
え
と
同
様
に
書
替
え
ら
れ

た
（
（（
（

。
諸
国
へ
は
こ
の
写
が
老
中
連
署
を
以
て
触
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。
そ
こ
で
改
め

て
原
本
の
写
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

　
　
　
　定

一、諸
社
之
祢
宜
・
神
主
等
、
専
学
神
祇
道
、
所
其
崇
敬
之
神
躰
、
弥
可
存
知
之
、

有
来
神
事
祭
礼
可
勤
之
、
向
後
於
令
怠
慢
者
、
可
取
放
神
職
事
、

一、社
家
位
階
、
従
前
々
以
伝

　奏
遂
昇
進
輩
者
、
弥
可
為
其
通
事
、

一、無
位
之
社
人
、
可
着
白
張
、
其
外
之
装
束
者
、
以
吉
田
之
許
状
、
可
着
之
事
、

一、神
領
一
切
、
不
可
売
買
事
、



309

［吉田家の諸社家官位執奏運動］……橋本政宣

　附
、
不
可
入
于
質
物
事
、

一、神
社
小
破
之
時
、
其
相
応
、
常
々
可
加
修
理
事
、

　
　
　附

、
神
社
無
懈
怠
掃
除
可
申
付
事
、

　
　右

条
々
、
可
堅
守
之
、
若
違
犯
之
輩
於
有
之
者
、
隨
科
之
軽
重
、
可
沙
汰
者
也
、

　
　
　
　寛

文
五
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　

 

御
朱
印

　な
お
、
流
布
の
刊
本
と
の
異
同
を
注
記
し
て
お
け
ば
、
次
の
通
り
。
ま
ず
『
御
当

家
令
条
』（
五
四
号
）
で
は
、
第
一
条
の
「
向
後
於
令
怠
慢
者
」
の
「
令
」
を
脱
し
、

第
二
条
の
「
無
位
之
社
人
」
の
「
之
」
を
脱
し
、「
以
吉
田
之
許
状
、
可
着
之
事
」

の
部
分
を
「
吉
田
之
許
状
以
可
着
事
」
と
し
、第
四
条
の
「
不
可
入
于
質
物
」
の
「
于
」

を
脱
す
る
。『
御
触
書
寛
保
集
成
』（
一
一
七
四
号
）
で
は
、
第
一
条
の
「
所
其
崇
敬

之
神
躰
」
の
「
崇
」
を
脱
し
、
第
四
条
の
「
神
領
一
切
、
不
可
売
買
事
」
の
一
行
を

脱
漏
し
て
い
る
。『
徳
川
禁
令
考
』（
二
五
四
四
号
）
で
は
、
第
一
条
で
「
崇
」
を
脱

し
、
最
後
に
「
右
之
条
々
」
と
あ
り
、「
之
」
を
付
加
し
て
あ
る
。

　寛
文
五
年
の「
神
社
条
目
」よ
り
延
宝
二
年
の「
覚
」ま
で
僅
か
九
年
、幕
府
は「
神

社
条
目
」
の
規
定
の
解
釈
に
一
部
変
更
を
加
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
よ
り
三
年
後
の
延

宝
五
年
三
月
、
京
都
所
司
代
戸
田
忠
昌
覚
を
以
て
、
社
家
の
補
任
に
つ
き
三
ヶ
条
か

ら
成
る
規
定
を
申
渡
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　覚

一
、
古
證
文
所
持
仕
候
雖
為
社
家
、
奉
行
所
江
不
伺
之
、
其
所
支
配
之
證
文
、
被

出
間
敷
事
、

一
、諸
国
大
社
之
下
社
家
、其
所
之
神
主
添
状
無
之
社
人
に
、補
任
状
被
出
間
敷
事
、

一
、
神
主
望
候
補
任
状
者
、
其
所
之
御
代
官
幷
給
所
之
地
頭
方
よ
り
添
状
於
無
之

者
、
被
免
許
間
鋪
事
、

　
　
　
　以

上
、 

　吉
田
家
に
伝
来
し
た
文
書
で

（
（（
（

、 

端
裏
に
「
延
宝
五
　
　
　年
八
月
廿
九
日
、
戸
田
越

前
守
被
渡
之
、」
と
あ
る
。
こ
の
日
吉
田
家
当
主
の
兼
連
が
京
都
所
司
代
戸
田
忠
昌

の
役
宅
に
招
か
れ
、戸
田
よ
り
江
戸
よ
り
来
る
「
覚
書
」
の
申
渡
を
受
け
た
こ
と
は
、

武
家
伝
奏
花
山
院
定
誠
の
日
記
で
あ
る
『
定
誠
公
記
』
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る

（
（（
（

。

（イ）
旧
例
あ
る
社
家
と
い
え
ど
も
、
奉
行
所
へ
伺
わ
ず
し
て
所
支
配
の
証
文
を
出
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
。

（ロ）
下
社
家
の
者
へ
そ
の
所
の
神
主
の
添
状
が
な
け
れ
ば
、
補
任

状
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。（ハ）
支
配
の
代
官
な
い
し
奉
行
の
添
状
が
な
け
れ
ば
、

補
任
状
を
免
許
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
こ
ゝ
で
い
う
補
任
状
は
、
具
体
的
に
は
吉

田
家
神
道
裁
許
状
、吉
田
家
発
給
の
各
種
許
状
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
官
位
の
叙
任
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
幕
府
が
吉
田
家
を
以
て
諸

国
の
社
家
の
統
制
を
一
層
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
で
き
よ

う
。　さ

ら
に
そ
の
六
年
後
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
幕
府
は
朝
廷
に
お
け
る
執
奏
の

在
り
方
の
整
備
を
も
行
っ
た
こ
と
が
、
次
の
文
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

（
（（
（

。

　
　
　天

和
三
年
九
月
十
八
日
、 

従
中
山
頭
中

（
篤
親
（将

触
状
到
来
、 

　
　
　
　覚

一、摂
家
・
宮
門
跡
を
始
、
執

　奏
之
義
無
用
之
、
関
白
殿
幷
両
伝

　奏
江

被
達
之

上
、
可
被
及

　叡
聞
候
、
尤
寺
社
等
之
伝

　奏
も
、
其
筋
々
之
義
、
是
又
両

　伝
奏
江

被
遂
相
談
、
言
上
可
然
事
、

一、実
貞
ニ

而
職
業
を
励
仁
、
又
者
常
々
行
跡
不
宜
輩
於
有
之
者
、
両
伝

　奏
よ
り

其
方
迄
被
申
聞
尤
之
事
、

右
之
趣
、
此
度
御

（
徳
川
綱
吉
（

内
意
付
而
、
其
方
迄
書
付
相
渡
候
、
両
伝

　奏
衆
へ
可
被

申
達
候
、
以
上
、 

　
　
　
　
　七

月
（
天
和
三
年
（

廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀

田
筑

（
正
俊
（

前
守

　
　

　
　
　
　
　稲

葉
丹

（
正
往
（

後
守
殿

　将
軍
綱
吉
の
代
始
め
施
策
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
と
同
月

に
「
武
家
諸
法
度
」
の
改
訂
発
布
も
な
さ
れ
て
い
る
。
摂
家
や
宮
門
跡
と
い
え
ど
も

直
接
執
奏
す
る
こ
と
を
差
止
め
、
関
白
及
び
武
家
伝
奏
を
通
し
て
叡
聞
に
及
ぶ
べ
き

丁
　已

（
花
山
院
定
誠
・
千
種
有
能
）
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　附
、
不
可
入
于
質
物
事
、

一、神
社
小
破
之
時
、
其
相
応
、
常
々
可
加
修
理
事
、

　
　
　附

、
神
社
無
懈
怠
掃
除
可
申
付
事
、

　
　右

条
々
、
可
堅
守
之
、
若
違
犯
之
輩
於
有
之
者
、
隨
科
之
軽
重
、
可
沙
汰
者
也
、

　
　
　
　寛

文
五
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　

 

御
朱
印

　な
お
、
流
布
の
刊
本
と
の
異
同
を
注
記
し
て
お
け
ば
、
次
の
通
り
。
ま
ず
『
御
当

家
令
条
』（
五
四
号
）
で
は
、
第
一
条
の
「
向
後
於
令
怠
慢
者
」
の
「
令
」
を
脱
し
、

第
二
条
の
「
無
位
之
社
人
」
の
「
之
」
を
脱
し
、「
以
吉
田
之
許
状
、
可
着
之
事
」

の
部
分
を
「
吉
田
之
許
状
以
可
着
事
」
と
し
、第
四
条
の
「
不
可
入
于
質
物
」
の
「
于
」

を
脱
す
る
。『
御
触
書
寛
保
集
成
』（
一
一
七
四
号
）
で
は
、
第
一
条
の
「
所
其
崇
敬

之
神
躰
」
の
「
崇
」
を
脱
し
、
第
四
条
の
「
神
領
一
切
、
不
可
売
買
事
」
の
一
行
を

脱
漏
し
て
い
る
。『
徳
川
禁
令
考
』（
二
五
四
四
号
）
で
は
、
第
一
条
で
「
崇
」
を
脱

し
、
最
後
に
「
右
之
条
々
」
と
あ
り
、「
之
」
を
付
加
し
て
あ
る
。

　寛
文
五
年
の「
神
社
条
目
」よ
り
延
宝
二
年
の「
覚
」ま
で
僅
か
九
年
、幕
府
は「
神

社
条
目
」
の
規
定
の
解
釈
に
一
部
変
更
を
加
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
よ
り
三
年
後
の
延

宝
五
年
三
月
、
京
都
所
司
代
戸
田
忠
昌
覚
を
以
て
、
社
家
の
補
任
に
つ
き
三
ヶ
条
か

ら
成
る
規
定
を
申
渡
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　覚

一
、
古
證
文
所
持
仕
候
雖
為
社
家
、
奉
行
所
江
不
伺
之
、
其
所
支
配
之
證
文
、
被

出
間
敷
事
、

一
、諸
国
大
社
之
下
社
家
、其
所
之
神
主
添
状
無
之
社
人
に
、補
任
状
被
出
間
敷
事
、

一
、
神
主
望
候
補
任
状
者
、
其
所
之
御
代
官
幷
給
所
之
地
頭
方
よ
り
添
状
於
無
之

者
、
被
免
許
間
鋪
事
、

　
　
　
　以

上
、 

　吉
田
家
に
伝
来
し
た
文
書
で

（
（（
（

、 

端
裏
に
「
延
宝
五
　
　
　年
八
月
廿
九
日
、
戸
田
越

前
守
被
渡
之
、」
と
あ
る
。
こ
の
日
吉
田
家
当
主
の
兼
連
が
京
都
所
司
代
戸
田
忠
昌

の
役
宅
に
招
か
れ
、戸
田
よ
り
江
戸
よ
り
来
る
「
覚
書
」
の
申
渡
を
受
け
た
こ
と
は
、

武
家
伝
奏
花
山
院
定
誠
の
日
記
で
あ
る
『
定
誠
公
記
』
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る

（
（（
（

。

（イ）
旧
例
あ
る
社
家
と
い
え
ど
も
、
奉
行
所
へ
伺
わ
ず
し
て
所
支
配
の
証
文
を
出
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
。

（ロ）
下
社
家
の
者
へ
そ
の
所
の
神
主
の
添
状
が
な
け
れ
ば
、
補
任

状
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。（ハ）
支
配
の
代
官
な
い
し
奉
行
の
添
状
が
な
け
れ
ば
、

補
任
状
を
免
許
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
こ
ゝ
で
い
う
補
任
状
は
、
具
体
的
に
は
吉

田
家
神
道
裁
許
状
、吉
田
家
発
給
の
各
種
許
状
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
官
位
の
叙
任
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
幕
府
が
吉
田
家
を
以
て
諸

国
の
社
家
の
統
制
を
一
層
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
で
き
よ

う
。　さ

ら
に
そ
の
六
年
後
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
幕
府
は
朝
廷
に
お
け
る
執
奏
の

在
り
方
の
整
備
を
も
行
っ
た
こ
と
が
、
次
の
文
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

（
（（
（

。

　
　
　天

和
三
年
九
月
十
八
日
、 

従
中
山
頭
中

（
篤
親
（将

触
状
到
来
、 

　
　
　
　覚

一、摂
家
・
宮
門
跡
を
始
、
執

　奏
之
義
無
用
之
、
関
白
殿
幷
両
伝

　奏
江

被
達
之

上
、
可
被
及

　叡
聞
候
、
尤
寺
社
等
之
伝

　奏
も
、
其
筋
々
之
義
、
是
又
両

　伝
奏
江

被
遂
相
談
、
言
上
可
然
事
、

一、実
貞
ニ

而
職
業
を
励
仁
、
又
者
常
々
行
跡
不
宜
輩
於
有
之
者
、
両
伝

　奏
よ
り

其
方
迄
被
申
聞
尤
之
事
、

右
之
趣
、
此
度
御

（
徳
川
綱
吉
（

内
意
付
而
、
其
方
迄
書
付
相
渡
候
、
両
伝

　奏
衆
へ
可
被

申
達
候
、
以
上
、 

　
　
　
　
　七

月
（
天
和
三
年
（

廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀

田
筑

（
正
俊
（

前
守

　
　

　
　
　
　
　稲

葉
丹

（
正
往
（

後
守
殿

　将
軍
綱
吉
の
代
始
め
施
策
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
と
同
月

に
「
武
家
諸
法
度
」
の
改
訂
発
布
も
な
さ
れ
て
い
る
。
摂
家
や
宮
門
跡
と
い
え
ど
も

直
接
執
奏
す
る
こ
と
を
差
止
め
、
関
白
及
び
武
家
伝
奏
を
通
し
て
叡
聞
に
及
ぶ
べ
き

丁
　已

（
花
山
院
定
誠
・
千
種
有
能
）
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こ
と
、
寺
社
伝
奏
も
武
家
伝
奏
へ
相
談
の
う
え
執
奏
に
及
ぶ
べ
き
こ
と
、
ま
た
公
家

衆
等
の
勤
励
者
、
不
行
跡
者
が
あ
れ
ば
京
都
所
司
代
へ
一
報
す
る
の
が
尤
も
な
る
こ

と
、
こ
れ
ら
は
将
軍
上
意
で
あ
る
の
で
両
伝
奏
へ
申
達
す
る
よ
う
、
大
老
よ
り
所
司

代
へ
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。
執
奏
に
は
関
白
の
内
覧
の
み
な
ら
ず
、
武
家
伝
奏
の
内

見
を
要
す
る
こ
と
ゝ
な
る
の
は
こ
の
覚
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
関
白
・
武
家
伝
奏
を
通

し
て
朝
廷
統
制
の
一
層
の
強
化
を
幕
府
が
図
ろ
う
と
し
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

　そ
し
て
、
そ
の
翌
々
年
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
は
、
前
年
の
諸
大
名
に

対
す
る
領
地
や
安
堵
の
判
物
朱
印
状
の
頒
布
に
引
続
き
、
公
家
・
門
跡
・
寺
社
に
対

す
る
家
領
寺
社
領
安
堵
の
書
替
が
一
斉
に
行
わ
れ
た
。
六
月
十
一
日
付
で
あ
る
。
吉

田
家
は
こ
の
時
、
家
領
朱
印
状
と
と
も
に
「
神
社
条
目
」
を
書
替
え
ら
れ
て
受
領
し

た
。
こ
ゝ
で
注
目
す
べ
き
は
、
全
く
同
一
の
も
の
で
は
な
く
、「
神
社
条
目
」
の
第

二
条
に
記
載
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
寛
文
時

（Ａ）
、
貞
享
時

（Ｂ）
の
当
該
条

を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　（Ａ）
一
、
社
家
位
階
、
従
前
々
以
伝

　奏
遂
昇
進
輩
者
、
弥
可
為
其
通
事
、

　（Ｂ）
一
、
社
家
位
階
、
以
伝

　奏
遂
昇
進
輩
者
、
弥
可
為
如
先
規
事
、

　（Ａ）
は
、
社
家
の
位
階
（
官
位
）
は
決
っ
た
伝
奏
の
あ
る
神
社
は
昇
進
（
叙
任
）
可

能
で
あ
る
が
、
無
い
場
合
は
無
理
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
上
は
、
吉
田
家
な
ど
は
従
前
よ
り
の
関
り
が
な
く
と
も
社
家
の
官
位
執
奏

を
行
っ
て
来
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
が
延
宝
二
年
の
所
司
代
覚
に
よ
っ
て
、
吉

田
家
へ
頼
み
来
た
な
ら
ば
と
い
う
条
件
つ
き
な
が
ら
、
吉
田
家
の
諸
社
家
官
位
執
奏

の
こ
と
が
公
的
に
認
め
ら
れ
た
。

（Ｂ）
は
こ
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
ゝ
で
い

う
「
可
為
如
先
規
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
伝
奏
を
以
て
昇
進
を
遂
げ
て
来
た
輩

は
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

（Ａ）
と
は
意
味
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

（Ａ）
か
ら

（Ｂ）
へ
の
改
訂
は
、
執
奏
の
枠
組
の
拡
大
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
か

ら
の
寺
社
伝
奏
や
吉
田
家
の
執
奏
に
限
ら
ず
、
白
川
伯
家
の
活
動
を
も
助
長
す
る
と

共
に
、
新
た
に
公
家
衆
の
執
奏
家
と
な
る
こ
と
の
道
を
も
開
く
も
の
で
も
あ
る
。
そ

れ
は
寛
文
段
階
に
お
い
て
は
限
定
的
で
あ
っ
た
寺
社
伝
奏
の
数
が
、
時
代
の
推
移
と

共
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
如
実
に
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
に

し
た
の
は
、
吉
田
家
の
支
配
・
干
渉
を
離
れ
て
合
法
的
た
り
え
よ
う
と
す
る
社
家
、

井
上
智
勝
氏
の
称
呼
で
い
え
ば
「
本
所
外
神
職
」
の
存
在

（
（（
（

、
執
奏
家
と
な
る
こ
と
に

よ
る
経
済
効
果
を
目
論
む
公
家
衆
の
存
在
の
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

な
お
、
そ
の
後
吉
田
家
は
幕
末
ま
で
の
間
に
、
都
合
七
通
の
「
神
社
条
目
」
を
幕
府

よ
り
受
領
す
る
が
、

（Ｂ）
の
文
言
に
変
化
は
な
い
。 

　こ
の
よ
う
に
、

（Ｂ）
へ
の
改
訂
は
社
家
の
官
位
執
奏
の
在
り
方
に
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
が
、
吉
田
家
の
場
合
を
具
体
的
に
見
て
お
こ
う
。
前
述
の
如
く
寛
文
八

年
に
社
家
の
官
位
執
奏
を
願
う
に
当
っ
て
、
吉
田
家
で
は
二
十
二
社
や
出
雲
大
社
な

ど
の
諸
国
の
大
社
は
除
外
す
る
こ
と
を
公
言
し
て
い
た
が
、
こ
の
主
張
と
矛
盾
す
る

こ
と
も
選
択
す
る
よ
う
に
な
り
、
下
総
香
取
社
の
社
家
の
執
奏
な
ど
も
吉
田
が
行
う

よ
う
に
な
る
。
近
衛
家
伝
来
の
文
書
の
中
に
次
の
よ
う
に
見
え
る

（
（（
（

。

一、元
禄
十
四
年
五
月
十
二
日
、
下
総
国
香
取
之
大

（
香
取
胤
雪
（

祢
宜
官
位
為
願
上
京
ニ

付
、
両

伝

　奏
柳
原
前
大

（
資
廉
（

納
言
・
高
野
前
中

（
保
春
（

納
言
ヘ
、
高
家
大
友
近

（
義
孝
（

江
守
ゟ
書
状
を
附

候
、
就
右
柳
原
ゟ
構
無
之
哉
之
旨
彼
是
被
尋
、
則
両
伝

　奏
ゟ
吉
田
ヘ
被
附
執

　奏
候
処
、
同
六
月
八
日
、
讃
岐
守
・
従
五
位
下

　勅
許
被
成
下
候
事
、

　高
家
―
武
家
伝
奏
を
経
て
吉
田
家
の
執
奏
に
よ
り
香
取
社
大
祢
宜
の
官
位
の
叙
任

が
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
（（
（

。
以
後
、
香
取
社
の
社
家
執
奏
は
吉
田
家
が
管
す
る

こ
と
に
な
る
。
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
は
、
肥
後
阿
蘇
社
の
神
主
の
官
位
叙
任

の
申
請
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
察
知
し
た
吉
田
家
で
は
、
両
武
家
伝
奏
ま
で
十
二
月

十
五
日
付
書
付
を
以
て
、
従
前
の
阿
蘇
社
と
の
経
緯
を
述
べ
、「
若
他
之
御
執

　奏

を
以
、
官
位
等
相
願
□
之
趣
御
座
候
間
、
御
差
止
メ
被
下
候
様
ニ

被
致
度
候
」
と
届

出
て
い
る

（
（（
（

。
ま
た
、
常
州
鹿
嶋
社
・
信
州
諏
訪
社
・
紀
州
日
前
社
も
吉
田
家
の
傘
下

に
属
し
て
い
く

（
（（
（

。

　し
か
し
、
官
位
を
望
む
社
家
の
増
大
、
執
奏
の
枠
組
の
拡
大
に
よ
り
、
諸
社
家
の

官
位
執
奏
の
進
展
を
図
る
吉
田
家
と
し
て
は
憂
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
た
。
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
は
改
め
て
前
々
よ
り
伝
奏
あ
る
社
以
外
の
社
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家
の
執
奏
を
吉
田
家
に
仰
付
け
ら
れ
る
よ
う
幕
府
に
出
願
し
て
い
る
（
（（
（

。 

　享
保
十
九
年
十
二
月
九
日

　一、諸
社
家
官
位
執

　奏
之
儀
、
近
年
段
々
致
混
乱
候
ニ

付
、
又
々
願
書
相
認
、

　

両
伝

　奏
葉
室
大（

頼
胤
（

納
言
・
冷
泉
前（

為
久
（中

納
言
ヘ
差
出
候
、
尤
右
之
趣
、
当
御
所
江

も
申
上
候
、

　
　口

上
之
覚

　
　諸

社
之
社
家
官
位
執

　奏
之
事
、
吉
田
家
代
々

　綸
旨
之
趣
ヲ
以
執

　奏
仕
来

候
故
、
寛
文
五
年
於
関
東

　御
条
目
頂
戴
候
節
も
、
弥
其
通
相
願
候
処
、
御
吟

味
之
上
願
之
通
被

　仰
付
、
前
々
ゟ
伝

　奏
相
定
候
社
者
其
通
、
其
外
者
吉
田

執

　奏
可
仕
由
ニ

而
、

　御
条
目
致
頂
戴
、
諸
社
執

　奏
仕
来
候
処
、
延
宝
二

年
永
井
伊

（
尚
庸
（

賀
守
諸
司
代
之
節
、
吉
田
家
江

頼
来
候
輩
者
可
致
其
通
之
由
被
申
聞

候
、
个
様
ニ

有
之
候
而
者
、

　
　綸

（
平
出
（旨

・
　御

条
目
之
趣
難
相
立
、
致
迷
惑
罷
在

候
処
、
貞
享
四
年
可
為
如
先
規
之
旨
、
継
目
之

　御
条
目
被
下
、
諸
社
一
同
致

執

　奏
候
処
、
近
年
又
々
混
乱
仕
候
故
、
段
々
先
年
御
願
申
上
候
得
共
、
不

及
御
沙
汰
、
其
以
後
弥
諸
家
ゟ
執

　奏
之
儀
有
之
、
神
祇
道
之
掟
相
乱
候
、
其

子
細
諸
社
之
社
家
方
其
社
ニ

附
来
名
目
伝
来
等
遂
吟
味
、
其
所
之
役
人
證
文
持

参
之
上
許
状
ヲ
遣
、
或
官
位
執

　奏
申
候
、
然
処
神
祇
道
之
作
法
ヲ
乱
、
殊
遠

国
ニ

而
色
々
不
法
之
装
束
等
令
着
用
、
我
意
之
振
舞
仕
候
輩
間
々
御
座
候
、
左

様
之
節
者
、
吟
味
之
上
其
品
ニ

よ
り
所
之
役
人
江

も
油
断
候
儀
御
座
候
、
个
様

之
社
家
者
却
而
吉
田
家
ヲ

相
背
、
他
家
江

致
出
入
、
官
位
等
願
候
者
多
御
座
候
、

个
様
ニ

成
行
申
候
而
者
、
諸
社
之
社
家
方
不
法
之
儀
不
相
止
混
乱
仕
、
神
祇
道

之
掟
相
乱
、
被
下
置
候

　綸
（
平
出
（旨

・

　御
条
目
之
趣
難
相
立
候
条
、
従
前
々
伝

　

奏
有
之
社
者
各
別
、
其
外
之
社
家
方
代
々
勤
来
候
通
執

　奏
仕
候
様
ニ

、
御
憐

愍
ヲ
以
被

　仰
付
被
下
候
様
ニ

相
願
申
度
存
候
、
尤
前
々
勤
来
候
訳
別
ニ

注
進

仕
候
、
右
之
趣
、
宜
御
沙
汰
頼
入
存
候
、
以
上
、

　
　
　
　十

二
（
享
保
十
九
年
（

月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　兼

（
吉
田
（

雄

　
　
　
　

　
　
　
　葉

室
大
納
言
殿

　
　
　
　冷

泉
前
中
納
言
殿

　諸
社
家
の
官
位
執
奏
の
儀
が
近
々
段
々
に
混
乱
し
て
き
て
い
る
と
し
て
、
吉
田
家

よ
り
武
家
伝
奏
へ
出
願
し
た
案
で
あ
る
。

（イ）
寛
文
五
年
に
「
神
社
条
目
」
を
頂
戴
し

た
節
、
前
々
よ
り
伝
奏
の
定
っ
て
い
る
社
家
以
外
は
吉
田
家
が
執
奏
す
る
よ
う
仰
せ

付
け
ら
れ
た
が
、

（ロ）
延
宝
二
年
の
「
覚
」
に
よ
り
、
吉
田
家
へ
頼
み
来
る
輩
は
そ
の

通
り
に
致
す
べ
く
申
聞
か
さ
れ
、
こ
れ
で
は
吉
田
家
が
受
け
て
い
た
綸
旨
や
御
条
目

の
趣
も
相
立
ち
難
く
迷
惑
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

（ハ）
貞
享
四
年
に
先
規
の
如
く
た
る
べ

き
旨
、
継
目
の
御
条
目
を
下
さ
れ
諸
社
一
同
に
執
奏
い
た
し
て
い
た
。

（ニ）
と
こ
ろ

が
、
近
年
ま
た

く
混
乱
し
、
諸
家
よ
り
執
奏
の
儀
も
あ
り
、
不
法
の
装
束
等
を
着

用
す
る
者
も
あ
り
、
神
祇
道
の
掟
が
乱
れ
て
き
て
い
る
。

（ホ）
こ
れ
で
は
綸
旨
・
御
条

目
の
趣
も
立
ち
難
い
の
で
、
前
々
よ
り
伝
奏
あ
る
社
は
各
別
、
そ
の
外
の
社
家
方

代
々
勤
め
来
た
通
り
執
奏
す
る
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
た
く
相
願
い
た
い
、
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
吉
田
家
の
論
理
が
よ
く
窺
わ
れ
る
点
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
吉
田
家
が
「
神
社
条
目
」
を
頂
戴
し
た
こ
と
を
、
吉
田
家
代
々
の
綸

旨
の
趣
を
以
て
執
奏
し
て
き
た
故
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
。
②「
神
社
条
目
」 

に
明
言
は
な
い
が
、
伝
奏
の
定
っ
て
い
な
い
社
の
社
家
官
位
の
執
奏
は
吉
田
が
行
う

こ
と
を
示
す
と
解
し
、
③
条
目
受
領
の
際
に
も
そ
れ
に
て
然
る
べ
き
旨
仰
せ
出
さ
れ

た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
。
④
吉
田
家
が
諸
社
家
の
官
位
執
奏
、
装
束
等
の
免
許
を

行
う
こ
と
が
、
神
祇
道
の
掟
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
の
基
づ
く
と
こ
ろ
は
代
々
の

綸
旨
及
び
御
条
目
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
。
以
上
で
あ
る
故
に
、

（ロ）
の
如
く
延
宝

二
年
の
「
覚
」
も
、
吉
田
家
に
と
っ
て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
②
の
吉
田
家
の
認
識
は
必
ず
し
も
社
会
一
般
の
共
通
認
識
と
な
り
難
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
吉
田
家
の
論
理
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
ゝ

理
解
し
て
い
た
こ
と
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
京
都
町
奉
行
所
よ
り
「
従

　

権
現
様
御
代
々
御
条
目
・
御
定
書
」
の
吟
味
を
す
る
に
つ
き
、
関
連
の
も
の
が
あ
れ

ば
差
出
す
よ
う
要
め
ら
れ
た
際
に
、 

吉
田
家
で
は
、
吉
田
社
に
附
さ
れ
た
も
の
は
無

い
が
と
し
て
、「
吉
田
家
へ
被
下
候
御
条
目
者
有
之
候
得
共
、
是
ハ
諸
国
諸
神
社
之
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家
の
執
奏
を
吉
田
家
に
仰
付
け
ら
れ
る
よ
う
幕
府
に
出
願
し
て
い
る
（
（（
（

。 

　享
保
十
九
年
十
二
月
九
日

　一、諸
社
家
官
位
執

　奏
之
儀
、
近
年
段
々
致
混
乱
候
ニ

付
、
又
々
願
書
相
認
、

　

両
伝

　奏
葉
室
大（

頼
胤
（

納
言
・
冷
泉
前（

為
久
（中

納
言
ヘ
差
出
候
、
尤
右
之
趣
、
当
御
所
江

も
申
上
候
、

　
　口

上
之
覚

　
　諸

社
之
社
家
官
位
執

　奏
之
事
、
吉
田
家
代
々

　綸
旨
之
趣
ヲ
以
執

　奏
仕
来

候
故
、
寛
文
五
年
於
関
東

　御
条
目
頂
戴
候
節
も
、
弥
其
通
相
願
候
処
、
御
吟

味
之
上
願
之
通
被

　仰
付
、
前
々
ゟ
伝

　奏
相
定
候
社
者
其
通
、
其
外
者
吉
田

執

　奏
可
仕
由
ニ

而
、

　御
条
目
致
頂
戴
、
諸
社
執

　奏
仕
来
候
処
、
延
宝
二

年
永
井
伊

（
尚
庸
（

賀
守
諸
司
代
之
節
、
吉
田
家
江

頼
来
候
輩
者
可
致
其
通
之
由
被
申
聞

候
、
个
様
ニ

有
之
候
而
者
、

　
　綸

（
平
出
（旨

・
　御

条
目
之
趣
難
相
立
、
致
迷
惑
罷
在

候
処
、
貞
享
四
年
可
為
如
先
規
之
旨
、
継
目
之

　御
条
目
被
下
、
諸
社
一
同
致

執

　奏
候
処
、
近
年
又
々
混
乱
仕
候
故
、
段
々
先
年
御
願
申
上
候
得
共
、
不

及
御
沙
汰
、
其
以
後
弥
諸
家
ゟ
執

　奏
之
儀
有
之
、
神
祇
道
之
掟
相
乱
候
、
其

子
細
諸
社
之
社
家
方
其
社
ニ

附
来
名
目
伝
来
等
遂
吟
味
、
其
所
之
役
人
證
文
持

参
之
上
許
状
ヲ
遣
、
或
官
位
執

　奏
申
候
、
然
処
神
祇
道
之
作
法
ヲ
乱
、
殊
遠

国
ニ

而
色
々
不
法
之
装
束
等
令
着
用
、
我
意
之
振
舞
仕
候
輩
間
々
御
座
候
、
左

様
之
節
者
、
吟
味
之
上
其
品
ニ

よ
り
所
之
役
人
江

も
油
断
候
儀
御
座
候
、
个
様

之
社
家
者
却
而
吉
田
家
ヲ

相
背
、
他
家
江

致
出
入
、
官
位
等
願
候
者
多
御
座
候
、

个
様
ニ

成
行
申
候
而
者
、
諸
社
之
社
家
方
不
法
之
儀
不
相
止
混
乱
仕
、
神
祇
道

之
掟
相
乱
、
被
下
置
候

　綸
（
平
出
（旨

・

　御
条
目
之
趣
難
相
立
候
条
、
従
前
々
伝

　

奏
有
之
社
者
各
別
、
其
外
之
社
家
方
代
々
勤
来
候
通
執

　奏
仕
候
様
ニ

、
御
憐

愍
ヲ
以
被

　仰
付
被
下
候
様
ニ

相
願
申
度
存
候
、
尤
前
々
勤
来
候
訳
別
ニ

注
進

仕
候
、
右
之
趣
、
宜
御
沙
汰
頼
入
存
候
、
以
上
、

　
　
　
　十

二
（
享
保
十
九
年
（

月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　兼

（
吉
田
（

雄

　
　
　
　

　
　
　
　葉

室
大
納
言
殿

　
　
　
　冷

泉
前
中
納
言
殿

　諸
社
家
の
官
位
執
奏
の
儀
が
近
々
段
々
に
混
乱
し
て
き
て
い
る
と
し
て
、
吉
田
家

よ
り
武
家
伝
奏
へ
出
願
し
た
案
で
あ
る
。

（イ）
寛
文
五
年
に
「
神
社
条
目
」
を
頂
戴
し

た
節
、
前
々
よ
り
伝
奏
の
定
っ
て
い
る
社
家
以
外
は
吉
田
家
が
執
奏
す
る
よ
う
仰
せ

付
け
ら
れ
た
が
、

（ロ）
延
宝
二
年
の
「
覚
」
に
よ
り
、
吉
田
家
へ
頼
み
来
る
輩
は
そ
の

通
り
に
致
す
べ
く
申
聞
か
さ
れ
、
こ
れ
で
は
吉
田
家
が
受
け
て
い
た
綸
旨
や
御
条
目

の
趣
も
相
立
ち
難
く
迷
惑
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

（ハ）
貞
享
四
年
に
先
規
の
如
く
た
る
べ

き
旨
、
継
目
の
御
条
目
を
下
さ
れ
諸
社
一
同
に
執
奏
い
た
し
て
い
た
。

（ニ）
と
こ
ろ

が
、
近
年
ま
た

く
混
乱
し
、
諸
家
よ
り
執
奏
の
儀
も
あ
り
、
不
法
の
装
束
等
を
着

用
す
る
者
も
あ
り
、
神
祇
道
の
掟
が
乱
れ
て
き
て
い
る
。

（ホ）
こ
れ
で
は
綸
旨
・
御
条

目
の
趣
も
立
ち
難
い
の
で
、
前
々
よ
り
伝
奏
あ
る
社
は
各
別
、
そ
の
外
の
社
家
方

代
々
勤
め
来
た
通
り
執
奏
す
る
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
た
く
相
願
い
た
い
、
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
吉
田
家
の
論
理
が
よ
く
窺
わ
れ
る
点
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
吉
田
家
が
「
神
社
条
目
」
を
頂
戴
し
た
こ
と
を
、
吉
田
家
代
々
の
綸

旨
の
趣
を
以
て
執
奏
し
て
き
た
故
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
。
②「
神
社
条
目
」 

に
明
言
は
な
い
が
、
伝
奏
の
定
っ
て
い
な
い
社
の
社
家
官
位
の
執
奏
は
吉
田
が
行
う

こ
と
を
示
す
と
解
し
、
③
条
目
受
領
の
際
に
も
そ
れ
に
て
然
る
べ
き
旨
仰
せ
出
さ
れ

た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
。
④
吉
田
家
が
諸
社
家
の
官
位
執
奏
、
装
束
等
の
免
許
を

行
う
こ
と
が
、
神
祇
道
の
掟
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
の
基
づ
く
と
こ
ろ
は
代
々
の

綸
旨
及
び
御
条
目
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
。
以
上
で
あ
る
故
に
、

（ロ）
の
如
く
延
宝

二
年
の
「
覚
」
も
、
吉
田
家
に
と
っ
て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
②
の
吉
田
家
の
認
識
は
必
ず
し
も
社
会
一
般
の
共
通
認
識
と
な
り
難
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
吉
田
家
の
論
理
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
ゝ

理
解
し
て
い
た
こ
と
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
京
都
町
奉
行
所
よ
り
「
従

　

権
現
様
御
代
々
御
条
目
・
御
定
書
」
の
吟
味
を
す
る
に
つ
き
、
関
連
の
も
の
が
あ
れ

ば
差
出
す
よ
う
要
め
ら
れ
た
際
に
、 

吉
田
家
で
は
、
吉
田
社
に
附
さ
れ
た
も
の
は
無

い
が
と
し
て
、「
吉
田
家
へ
被
下
候
御
条
目
者
有
之
候
得
共
、
是
ハ
諸
国
諸
神
社
之
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御
条
目
ニ

而
候
、
畢
意
諸
国
神
職
之
輩
ハ
、
吉
田
家
支
配
候
故
、
吉
田
家
ニ

被
下
候
、

吉
田
社
ニ

附
候
訳

ニ
而
ハ
無
之
段
申
之

（
（（
（

、」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
示
唆
的

で
あ
り
、
考
え
方
と
し
て
は
矛
盾
は
な
い
。
但
し
、
③
の
欺
瞞
性
は
前
述
の
如
く
で

あ
り
、
し
か
も
①
④
で
い
う
代
々
の
綸
旨
自
体
が
真
を
置
き
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と

も
ま
た
前
述
の
如
く
で
あ
っ
た
。
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
神
祇
道
の
掟
を
管
掌
し
て
い

る
と
す
る
吉
田
家
の
存
在
を
主
張
し
て
い
く
た
め
に
は
①
②
③
の
主
張
は
不
可
欠
の

こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
②
は
吉
田
家
の
常
に
変
ら
ぬ
運

動
方
針
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

　以
上
、
吉
田
家
の
主
張
の
実
際
を
見
て
来
た
。
吉
田
家
へ
の
「
神
社
条
目
」
の
下

附
に
つ
き
吉
川
惟
足
が
一
方
な
ら
ぬ
運
動
を
し
た
こ
と
は
、『
吉
川
視
吾
堂
先
生
行

状
』
に
見
え
る
。
師
恩
に
報
い
る
た
め
公
儀
に
働
き
か
け
、
吉
田
家
の
「
諸
国
社
人

執
奏
の
事
」
も
本
来
白
川
伯
家
に
附
属
す
る
こ
と
に
て
吉
田
家
に
て
は
な
り
難
い
と

こ
ろ
を
尽
力
し
て
調
え
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
惟
足
を
師
と
仰
ぎ
、

当
時
幕
閣
の
主
導
的
位
置
に
あ
っ
た
保
科
正
之
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
よ
う
で

あ
り
、『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
寛
文
五
年
十
一
月
八
日
条
に
よ
れ
ば
、「
神
祇
管
領
職
」

を
以
前
の
通
り
吉
田
家
の
職
掌
と
す
る
よ
う
仰
せ
付
け
ら
れ
る
が
然
る
べ
き
旨
を
、

か
ね
て
よ
り
保
科
よ
り
申
し
上
げ
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
夏
、
吉
田
へ
「
神
祇
管
領
職
」

を
再
び
建
置
か
れ
る
よ
う
公
儀
よ
り
仰
せ
渡
さ
れ
た
云
々
と
見
え
る
。
こ
れ
ら
よ
り

す
れ
ば
、「
神
社
条
目
」
に
は
潜
在
的
に
吉
田
家
の
「
神
祇
管
領
職
」
の
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
す
べ
き
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。
そ
れ
が
寛
文
九
年
吉
田
執

奏
一
件
争
論
を
経
て
、
延
宝
二
年
の
「
覚
」、
貞
享
二
年
の
「
神
社
条
目
」
に
よ
り
、

幕
府
は
若
干
の
軌
道
の
修
正
を
行
い
、
第
二
条
の
明
確
化
と
執
奏
枠
の
拡
大
方
向
に

進
む
の
で
あ
る
。

　で
は
、
吉
田
家
は
朝
廷
に
於
て
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
吉
田
家
は
二
十
二
社
の
一
つ
吉
田
社
の
預
で
、
唯
一
神
道
教
団

の
本
所
で
あ
り
、
吉
田
神
道
行
事
の
管
領
で
あ
り
、
堂
上
で
も
あ
っ
た
。
家
格
は
半

家
、
い
わ
ば
下
級
の
公
家
衆
で
あ
る
。
家
領
は
七
百
六
十
石
余
。
こ
れ
は
中
級
上
に

位
置
す
る
。
堂
上
の
伝
授
者
も
多
く
、
種
々
の
神
道
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。
参
考
ま

で
に
、『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
の
伝
存
す
る
最
初
の
慶
安
四
年
（
一
六
五
〇
）
か

ら
寛
文
五
年
に
至
る
十
五
年
間
に
見
え
る
関
連
記
事
を
纏
め
た
の
が
、表
（
で
あ
る
。

（
但
し
、
該
期
間
に
は
原
本
を
欠
く
部
分
が
あ
り
、
且
つ
調
査
の
際
の
脱
漏
の
恐
れ

も
あ
り
、
網
羅
し
た
も
の
と
は
い
ゝ
難
い
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
く
）。

　

  

神
道
伝
授
年
月
日

日
記
中
の
表
記

実
名

伝
授
内
容

冊
次

慶
安
三
年
二
月
五
日

正
親
町
宰
相

実
豊

奉
幣
伝
授

　一

　

 

〃 

　六
月
八
日

三
条
正
親
町
少
将
実
昭

中
臣
祓
伝
授

　一

　

 

〃 

　六
月
廿
六
日

一
条
大
将

伊
実

奉
幣
伝
授

　一

　

 

〃 

　後
十
月
二
十
三
日
阿
野
中
納
言

公
業

奉
幣
伝
授

　一

慶
安
四
年
三
月
十
五
日 

＊
藤
谷
中
納
言

爲
賢

奉
幣
伝
授

　二

　

 

〃 

　同
日

　
　
　

  

＊
同

　息
子

為
條

奉
幣
伝
授

　二

万
治
三
年
三
月
十
七
日

阿
野
大
納
言

公
業

奉
幣
伝
授

一
〇

寛
文
四
年
三
月
十
日

日
野
大
納
言

弘
資

奉
幣
伝
授

一
四

寛
文
五
年
二
月
二
十
一
日

八
条
式
部
卿
宮

穏
仁
親
王
奉
幣･

参
詣
次
第
伝
授

一
五

　

 

〃 

　四
月
十
日

舟
橋
式
部
少
輔

経
賢

十
八
神
道
相
伝

一
五

　

 

〃 

　六
月
二
十
六
日

一
条

教
輔

奉
幣･

中
臣･

六
根･

身
曽
貴･

三
種
大
祓･

祝
詞
等
相
伝

一
五

　　ま
た
、
吉
田
家
の
分
流
堂
上
の
卜
部
家
は
、
萩
原
、
錦
織
、
藤
井
の
三
家
が
あ
っ

た
上
、「
御
門
弟
之
堂
上
方
」
と
称
さ
れ
る
家
々
が
あ
っ
て
、
定
期
的
に
吉
田
家
に

参
集
し
て
「
天
度
祓
」
を
吉
田
家
当
主
で
あ
る
「
管
領
」
の
も
と
に
神
事
を
勤
行
す

る
習
わ
し
と
な
っ
て
い
た
。
一
例
を
掲
げ
る
。『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
五
月
二
十
七
日
条
に
、
次
の
如
く
見
え
る
。

一、御
門
弟
之
堂
上
方
、
当
月
天
度
祓
御
勤
行
当
日
也
、
当
正
月
ヨ
リ
被
初
之
、

正
、 

五
、九
月
御
勤
行
也
、

卯

半
刻
各
御
集
会
、
御
人
数
如
左
、

　
　
　風

早
三
位
実
積
卿

　
　
　
　
　風

折
、
御
掛
、
白
八
組
、

御
浄
衣
、
御
指
貫
、

　

　
　
　六

条
三
位
有
起
卿

　
　
　
　
　同

上
、

御
掛
、
白
四
組
、

　
　
　萩

原
刑
部
卿
兼
武
卿

　
　
　
　御

冠
、
御
掛
、
白
八
組
、

御
斉
服
布
、
御
指
貫
、

表
3

　
『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』 

に
見
る
堂
上
へ
の
神
道
伝
授

＊
は
依
頼
し
て
き
た
日
を
示
す
。
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　錦

織
三
位
従
久
卿

　
　
　
　
　同

上
、

　
　
　樋

口
三
位
基
康
卿

　
　
　
　
　風

折
、
御
掛
、
白
四
組
、

御
浄
衣
、
御
指
貫
、

　
　
　豊

岡
中
務
大
輔
光
全
朝
臣
卿

　同
上
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　姉

小
路
右
中
将
公
文
朝
臣

　
　同

上
、

御
襲
御
着
、
初
而
依
御
出
座
也
、

　
　
　萩

原
左
衛
門
佐
兼
領
朝
臣

　
　御

衣
冠
、

御
掛
、
白
四
組
、

　
　
　裏

辻
侍
従
公
風

　
　
　
　
　
　御

浄
衣
、
御
指
貫
、

風
折
、
御
掛
、
白
四
組
、

　
　
　風

早
侍
従
公
金

　
　
　
　
　
　同

上
、

　
　
　

已
上
御
十
方
也
、
当
月
御
催
兼
武
卿

従
久
卿
御
両
所
也
、
公
文
朝
臣
従
当
月
初
而
御
出

座
也
、
外
山
左
兵
衛
佐
光
任
朝
臣
・
堤
侍
従
俊
幸
御
両
所
、
依
御
所
労
御
出
座

御
断
也
、

各
御
来
臨
、
於
御
書
院
家

（
吉
田
兼
雄
（

君
御
対
談
、
先
御
湯
漬
被
進
、
其
以
後
御
祝
儀
之
御

吸
物
・
御
酒
等
被
出
之
、
相
済
而
早
速
可
被
初
之
処
、
大
雨
雷
鳴
ニ

付
暫
時
御

見
合
セ

有
之
也
、
巳
ノ

半
刻
計
雨
少
シ
依
晴
、
御
作
法
被
初
之
、

　
　
　
　管

（
吉
田
兼
雄
（

領 

　御
冠
、
御
掛
、
白
八
組

御
斉
服
、
御
指
貫
、

御
着
、

先
管
領
御
書
院
於
東
ノ
御
縁
御
手
水
、（
中
略
）
宗
源
殿
参
集
、（
下
略
）

　こ
の
会
は
門
弟
の
堂
上
方
十
人
が
吉
田
家
に
参
集
し
、
宗
源
殿
に
お
い
て
管
領
の

指
揮
の
も
と
に
天
度
祓
百
二
十
座
を
各
執
行
。
す
な
わ
ち
中
臣
祓
を
各
自
十
二
反

ツ
ヽ
読
誦
。
次
い
で
同
音
祓
一
座
、
各
一
同
読
誦
。
次
い
で
管
領
が
宗
源
壇
の
座
に

て
祈
念
の
願
文
を
読
誦
。
天
度
祓
の
行
事
終
り
、
御
書
院
に
て
門
弟
方
は
管
領
よ
り 

「
神
道
妙
壇

三
元
加
持
天
度
運
数
之
御
祓
」
等
を
頂
戴
す
る
の
で
あ
る
。
毎
年
正
月
に
執
行
さ
れ

る
習
わ
し
に
な
っ
て
い
た
が
、
元
文
元
年
よ
り
は
正
月
、
五
月
、
九
月
の
三
度
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
る

（
（（
（

。
門
弟
堂
上
方
よ
り
の
別
し
て
の
願
望
に
よ
る
と
い
う
。
か
な
り

自
主
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
衣
躰
も
管
領
は
常
に
斉
服
で
あ
る
が
、
門
弟

は
時
に
よ
り
人
に
よ
り
衣
冠
、
斉
服
、
浄
衣
等
い
ず
れ
な
り
と
も
所
存
次
第
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
前
掲
の
記
事
の
通
り
で
あ
る
。
門
弟
は
元
文
・
寛
保
期
を
例
に
と
る

と
、
風
早
、
六
条
、
萩
原
、
錦
織
、
樋
口
、
豊
岡
、 

姉
小
路
、
裏
辻
、
外
山
、
堤
、

大
宮
、
石
井
、
甘
露
寺
、
富
小
路
、
梅
小
路
の
家
々
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
毎
回
十
人

前
後
が
天
度
祓
の
執
行
に
加
っ
て
い
る
。
大
半
が
下
級
の
公
家
衆
で
あ
る
。
分
流
の

家
以
外
の
家
々
が
門
弟
と
な
っ
た
経
緯
、
天
度
祓
の
性
格
等
不
明
な
点
も
多
い
が
、

堂
上
方
に
多
く
の
門
弟
を
も
ち
定
期
的
に
吉
田
家
に
参
殿
し
行
事
を
行
う
体
制
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
吉
田
家
は
神
祇
次
官
に
し
て
神
祇
大
副
を
先
途
と
し
、
伯
家
の

白
川
家
（
二
百
石
、
花
山
院
源
家
は
こ
の
一
家
の
み
）
の
下
位
に
あ
っ
た
が
、
神
社

界
は
も
と
よ
り
堂
上
界
に
お
い
て
も
隠
然
た
る
勢
力
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　し
か
し
、
江
戸
時
代
も
後
期
に
及
ぶ
に
つ
れ
て
白
川
家
が
神
祇
伯
家
と
し
て
の
伝

統
の
上
に
、
当
時
の
思
想
傾
向
の
波
に
も
乗
り
つ
ゝ
勢
ひ
吉
田
家
と
も
対
抗
し
て
、

漸
く
神
社
界
へ
昔
日
の
面
影
を
追
憶
し
て
驥
足
を
伸
ば
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
を
具
体
的

に
窺
わ
せ
る
の
が
「
諸
国
神
社
附
属
帳
」
で
あ
る

（
（（
（

。
白
川
家
の
所
管
社
・
諸
門
人
の

増
加
に
よ
り
、
各
地
で
吉
田
家
配
下
の
社
家
等
と
の
紛
争
、
い
わ
ゆ
る
伯
卜
論
争
が

展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
諸
社
の
社
家
官
位
の

執
奏
に
つ
い
て
朝
廷
で
も
一
つ
の
方
針
が
示
さ
れ
る
。

一
筆
致
啓
達
候
、
然
者
今
度
於

　禁
中
被

　仰
渡
候
趣
、

諸
社
之
社
家
官
位
執

　奏
之
事
、
唯
今
迄
有
来
通
致
執

　奏
来
候
家
々
江

頼
来

候
者
者
、
従
其
家
々
可
有
執

　奏
候
、
且
又
只
今
迄
従
吉
田
官
位
執

　奏
無
之

社
家
、
吉
田
江

頼
来
者
、
勿
論
吉
田
可
有
執

　奏
候
、
吉
田
江

不
頼
来
外
江

頼

来
社
家
有
之
候
者
、
従
其
頼
来
家
、
官
位
之
儀
者
可
有
執

　奏
候
事
、

右
、
従
何
方
官
位
執

　奏
候
共
、
神
道
伝
授
幷

無
位
之
社
人
着
用
之
装
束
等

之
儀
者
、
吉
田
之
下
知
ニ

可
相
隨
候
事
、

右
之
通
御
座
候
、
依
之
此
旨
申
上
置
度
、
御
老
中
江

以
飛
札
申
入
候
間
、
宜
御

沙
汰
御
伝
達
頼
入
存
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　同

（
寛
政
四
年
十
二
月
廿
八
日
（

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　良

―倶―

　
　
　
　六

角
越
前

（
広
孝
（

守
殿

　
　
　
　中

條
山

（
信
復
（

城
守
殿

　
　
　
　大

友
式

（
義
珍
（

部
大
輔
殿

高
家
肝
煎
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式

（
義
珍
（

部
大
輔
殿

高
家
肝
煎
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　こ
れ
は
、
吉
田
良
倶
が
禁
裏
御
所
に
於
て
仰
せ
渡
さ
れ
た
こ
と
を
幕
府
へ
報
じ

た
、「
御
届
御
書
案
」
一
冊
中
の
も
の

（
（（
（

。
肝
煎
高
家
三
名
宛
で
あ
る
が
、
老
中
五
名

宛
、
寺
社
奉
行
三
名
宛
の
同
文
の
も
の
も
出
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
案
も
一
緒
に

書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
諸
社
の
社
家
官
位
執
奏
の
事
は
、
㋑
こ
れ
ま
で
執
奏
し
て

来
た
家
々
へ
頼
来
た
場
合
は
、
そ
の
家
々
よ
り
執
奏
す
る
こ
と
、
㋺
こ
れ
ま
で
吉
田

よ
り
官
位
執
奏
の
例
は
な
い
が
、
頼
み
来
た
場
合
は
、
勿
論
吉
田
が
執
奏
あ
る
べ
き

こ
と
、
㋩
吉
田
へ
頼
み
来
た
ら
ず
外
へ
頼
み
来
た
る
社
家
あ
ら
ば
、
そ
の
頼
み
来
た

る
家
よ
り
官
位
の
儀
は
執
奏
あ
る
べ
き
こ
と
、
以
上
三
通
り
と
し
、
そ
し
て
何
方
よ

り
官
位
執
奏
す
る
と
も
、
神
道
伝
授
及
び
無
位
の
社
人
着
用
の
装
束
等
の
こ
と
は
吉

田
の
下
知
に
従
う
べ
き
こ
と
、
以
上
を
仰
せ
渡
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
仰
せ
が

い
か
な
る
契
機
に
よ
り
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
い
ま
詳
し
い
穿
鑿
は
し
て
い
な

い
が
、
白
川
伯
家
の
神
社
界
へ
の
勢
力
増
大
の
動
き
、
執
奏
に
よ
る
経
済
効
果
を
意

図
す
る
公
家
衆
の
存
在
、
吉
田
家
や
白
川
家
の
各
配
下
の
動
向
と
も
関
連
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に
推
察
し
え
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
朝

廷
に
お
け
る
こ
の
仰
せ
、
勅
旨
は
、
延
宝
二
年
の
「
覚
」
を
踏
ま
え
、
更
に
こ
れ

を
一
歩
進
め
て
、
こ
れ
ま
で
吉
田
家
が
社
家
官
位
の
執
奏
に
お
い
て
特
権
的
な
位
置

に
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
主
張
し
て
来
た
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
を
封
じ
込
め
相
対
化

し
、
執
奏
の
自
由
化
を
図
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
い
ま
一

つ
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
朝
廷
に
お
け
る
仰
せ
の
内
容
を
、
吉
田
家
が

直
接
に
幕
府
に
「
御
届
」
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
「
御
届
」
は
老
中

へ
差
出
す
例
な
し
と
し
て
「
御
差
戻
」
と
な
る
が

（
（（
（

、そ
の
結
果
は
と
も
か
く
と
し
て
、

吉
田
家
が
こ
の
よ
う
な
挙
に
出
た
の
は
、
幕
府
よ
り
神
社
統
制
の
要
に
据
え
ら
れ
、

「
神
社
条
目
」
を
背
景
に
神
祇
道
の
掟
を
管
掌
し
て
い
る
と
い
う
意
識
で
あ
っ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
勅
旨
に
よ
り
社
家
官
位
の
執
奏
の
競

走
化
は
進
み
、
紛
争
を
惹
起
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
し
て
、
幕
府
は
そ
の
紛
争
解

決
を
通
し
て
統
制
を
図
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
検

討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

お
わ
り
に

　す
で
に
予
定
の
紙
幅
も
超
過
し
て
い
る
の
で
、
改
め
て
纒
め
直
す
こ
と
は
せ
ず
、

今
後
の
課
題
と
す
べ
き
こ
と
の
若
干
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
吉
田
家
が
諸
国
に
唯
一

神
道
を
弘
め
て
い
く
機
構
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
と
く
に
宝

暦
年
間
頃
か
ら
急
速
な
進
出
を
見
る
白
川
伯
家
は
如
何
な
る
事
情
に
支
え
ら
れ
た
結

果
で
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
寺
社
伝
奏

は
時
代
と
共
に
増
加
し
て
い
く
が
、
そ
の
定
着
の
実
態
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
要
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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注（
（
）

　橋
本
政
宣
「
寛
文
五
年
「
諸
社
祢
宜
神
主
等
法
度
」
と
吉
田
家
」（『
神
主
と
神
人
の
社
会
史
』、

思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）。 

（
（
）

　橋
本
政
宣
「
寛
文
五
年
「
神
社
条
目
」
の
機
能
」（『
神
道
宗
教
』
一
六
八･

九
号
、 

一
九
九
七
年
）。 

（
（
）

　『
増
益
辨
卜
鈔
俗
解
』
第
七
。 

（
（
）

　『
俗
神
道
大
意
』
三
之
巻
。 

（
（
）

　主
な
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。
江
見
清
風
「
唯
一
神
道
論
」
十
一
（『
国
学
院
雑
誌
』
十
七
巻

十
一
、一
九
一
一
年
）、
西
田
長
男
「
吉
川
神
道
の
道
統
に
就
い
て
」（『
国
学
院
雑
誌
』
四
十
三

巻
一･

二
、一
九
三
七
年
）、
同
「
吉
田
神
道
の
成
立
期
に
就
い
て
―
続
卜
部
兼
倶
の
冤
罪
―
」

（『
歴
史
地
理
』
七
二
巻
五･

六
、一
九
三
八
年
）、
平
重
道
『
吉
川
神
道
の
基
礎
的
研
究
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）、
間
瀬
久
美
子
「
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
神
社
争
論
と
朝
幕
関

係
―
吉
田
・
白
川
争
論
を
中
心
に
―
」（『
日
本
史
研
究
』
二
七
七
、一
九
八
五
年
）、
高
埜
利

彦
「
江
戸
幕
府
と
寺
社
」（『
講
座
日
本
歴
史
（

　近
世
（
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五

年
）、
岡
田
荘
司
「
近
世
神
道
史
の
展
望
―
高
埜
利
彦
著
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』 

の
刊
行
に
よ
せ
て
―
」（『
神
道
宗
教
』
一
三
六
、一
九
八
九
年
）、
井
上
智
勝
「
近
世
神
職
の

本
所
支
配
離
脱
―
大
坂
天
満
宮
を
主
た
る
素
材
と
し
て
―
」（『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀

要
』
二
号
、
二
〇
〇
三
号
）、
同
「
神
祇
管
領
長
上
吉
田
家
と
諸
社
祢
宜
神
主
法
度
」（『
史
境
』

五
十
、
二
〇
〇
五
年
）。 

（
6
）

　『
神
道
大
系
』
論
説
編
十
・
吉
川
神
道
、
解
題
（
平
重
道
執
筆
、
一
九
八
三
年
）、
五
三
頁
。 

（
7
）

　前
掲（
（
）、
西
田
論
文
、
平
著
書
四
三
頁
。 

（
8
）

　「
神
社
神
位
等
伝
奏
に
関
す
る
書
類
」（
天
理
大
学
付
属
図
書
館
吉
田
文
庫
所
蔵
、
架
番
号

三
一
―
一
〇
〇
―
二
）。 

（
9
）

　肥
後
熊
本
藩
主
細
川
光
尚
の
次
男
。
三
万
五
千
石
分
知
、
新
田
藩
主
。
光
尚
室
は
吉
田
兼
連

生
母
栄
春
院
の
妹
。 

（
（0
）

　「
吉
田
神
社
鈴
鹿
家
文
書
」
の
目
録
は
『
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
目
録
』
第
三
・
四
号
（
昭
和

二
十
八
年
一
月
・
八
月
）に
収
載
、総
数
四
〇
五
二
点
。
尚
、こ
れ
と
一
連
の
、
鈴
鹿
長
雄
氏（
現

当
主
）
所
蔵
文
書
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
皇
学
館
大
学
に
一
括
寄
託
さ
れ
た
由
（
加
茂
正
典 

「
鈴
鹿
家
宮
廷
祭
祀
資
料
」、『
皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
』
七
十
号
、
二
〇
〇
六
年
）。 

（
（（
）

　天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
「
吉
田
文
庫
」 

所
蔵
、「
萩
原
兼
従
卿
御
遺
言
状
」、
六
一
―

一
七
。
特
に
、
明
暦
三
年
酉
ノ
極
月
十
九
日
付
兼
従
尊
公
宛
鈴
鹿
左
京
誓
紙
、
万
治
三
庚
子
年

七
月
廿
九
日
付
飛
鳥
井
大
納
言
・
烏
丸
大
納
言
宛
萩
原
兼
従
遺
言
状
。
左
京
よ
り
主
君
吉
田
兼

連
へ
「
十
八
神
道
」
を
返
し
伝
授
し
た
の
は
、
寛
文
三
年
八
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
（『
吉

田
家
御
広
間
雑
記
』）。 

（
（（
）

　同
所
蔵
、
六
四
―
一
〇
三
。
寛
文
期
よ
り
享
保
期
の
日
記
、
全
六
七
冊
。 

（
（（
）

　同
所
蔵
、
六
五
―
六
。
奥
書
に
「
右
数
通
之
證
文
、
諸
司
代
迄
見
せ
置

ニ
付
、
令
書
写
訖
、 

／
元
禄
十
六
年
九
月
日
／
去
十
一
日
、
以
使
遣
彼
方
了
、」
と
あ
る
。 

（
（（
）

　同
所
蔵
、
六
五
―
二
二
。 

（
（（
）

　東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
、
二
〇
七
一
・
六
八
―
六
。 

（
（6
）

　前
掲（
（
）、
岡
田
書
評
。 

（
（7
）

　幡
鎌
一
弘
「
慶
安
～
寛
文
期
の
吉
田
家
」（
吉
田
神
道
家
「
御
広
間
雑
記
」
の
記
載
項
目
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
神
道
記
録
の
研
究
」（
平
成
十
五
年
度
～
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六
年
）。）

（
（8
）

　島
居

　清
「
吉
田
家
御
広
間
雑
記
に
就
い
て
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
三
十
三
号
、
一
九
六
六
年
）、

橋
本
政
宣
「「
吉
田
家
御
広
間
雑
記
」
に
つ
い
て
」（『
悠
久
』
七
七
号
、
一
九
九
九
年
）。

（
（9
）

　前
掲（
（7
）。 

（
（0
）

　常
陸

　鹿
島
社
大
宮
司
中
臣
則
直
、
寛
文
七
年
九
月
十
二
日
叙
従
五
位
下
。
同
社
大
祢
宜
中

臣
則
親
、
同
日
叙
正
六
位
下
。
下
総

　香
取
社
大
宮
司
中
臣
定
房
、
寛
文
七
年
九
月
十
二
日

叙
従
五
位
下
。
信
濃

　諏
訪
社
大
祝
神
頼
隆
、
寛
文
六
年
六
月
二
十
七
日
叙
従
五
位
下
・
任

大
隅
守
。
同
社
祢
宜
神
貞
好
、
同
日
叙
正
六
位
下
・
任
玄
蕃
允
。
同
社
人
神
長
官
、
同
年
六
月

二
十
二
日
叙
正
六
位
下
。
同
社
権
祝
・
副
祝
・
擬
祝
三
人
、
同
七
年
四
月
十
二
日
、
神
広
正
叙

正
六
位
下
・
任
宮
内
少
丞
。
神
貞
辰
叙
正
六
位
下
・
任
和
泉
守
。
神
辰
従
叙
正
六
位
下
・
任
壱

岐
守
。
紀
伊

　日
前
宮
神
主
紀
民
部
、
寛
文
八
年
九
月
二
十
七
日
叙
従
五
位
下
申
（
叙
位
日
不

明
）。 

（
（（
）

　『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
万
治
三
年
五
月
四
日
条
、
社
人
林
助
右
衛
門
・
粟
田
伝
十
郎
へ

十
八
神
道
行
法
伝
授
。
同
四
年
四
月
十
四
日
条
、
社
人
千
秋
一
角
・
粟
田
豊
太
夫
へ
十
八
神
道

行
法
伝
授
。
同
六
年
七
月
十
二
日
条
、
社
人
松
岡
市
太
夫
へ
十
八
神
道
行
法
伝
授
。
同
年
八
月

十
六
日
条
、
大
宮
司
の
位
を
希
望
。 

（
（（
）

　前
殿
下
は
、
そ
の
表
記
か
ら
い
え
ば
前
摂
政
の
二
条
光
平
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
こ
ゝ
は
鷹

司
房
輔
父
の
前
左
大
臣
教
平
の
執
奏
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
執
奏
が
鷹
司
家

で
あ
っ
た
こ
と
は
『
吉
田
勘
文
』

（（0）
に
、「
従
吉
田
之
雑
掌
共
、
遣
殿

（
鷹
司
房
輔
（

下
之
家
司
青
木
志（

吉
次
（摩

守
・

廣
庭
中
務（

祐
宣
（少

輔
候
一
紙
之
留
書
、
従
殿
下
被
出
之
候
、
此
一
紙
者
、
先
年
肥
後
国
阿
蘇
宮
神
主

阿
蘇
宮
内
位
階
之
儀
申
上
候
刻
、
廣
庭
中
務
執
持
候
而
相
済
、
其
後
尾
州
之
社
家
共
、
其
縁
引

を
以
位
階
之
儀
申
上
候

ニ
付
、」
云
々
と
あ
り
明
ら
か
で
あ
る
。 

（
（（
）

　吉
田
家
は
烏
丸
家
を
通
し
肥
後
細
川
家
と
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
。
吉
田
兼
連
の
生
母
栄
春
院

は
烏
丸
光
賢
・
細
川
忠
興
女
の
間
に
生
ま
れ
、
烏
丸
資
慶
・
飛
鳥
井
雅
章
室
・
細
川
光
尚
と
兄

弟
姉
妹
。
光
尚
の
子
が
綱
利
で
あ
る
。
吉
田
家
側
で
は
細
川
家
を
し
て
阿
蘇
社
神
主
の
働
き

か
け
を
行
っ
た
ふ
し
も
あ
り
、
江
戸
中
期
の
神
道
学
者
吉
見
幸
和
は
『
増
益
辨
卜
鈔
俗
解
』
第

七
の
中
で
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。「
肥
後
国
阿
蘇
宮
大
宮
司
何
某
ハ
、
鷹
司
御
家
よ
り
御
執

奏
に
て
官
位
申
せ
し
も
、
領
主
の
代
替
の
吉
田
よ
り
う
か
ゝ
ひ
、
色
々
偽
計
を
以
て
領
主
よ
り
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注（
（
）

　橋
本
政
宣
「
寛
文
五
年
「
諸
社
祢
宜
神
主
等
法
度
」
と
吉
田
家
」（『
神
主
と
神
人
の
社
会
史
』、

思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）。 

（
（
）

　橋
本
政
宣
「
寛
文
五
年
「
神
社
条
目
」
の
機
能
」（『
神
道
宗
教
』
一
六
八･

九
号
、 

一
九
九
七
年
）。 

（
（
）

　『
増
益
辨
卜
鈔
俗
解
』
第
七
。 

（
（
）

　『
俗
神
道
大
意
』
三
之
巻
。 

（
（
）

　主
な
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。
江
見
清
風
「
唯
一
神
道
論
」
十
一
（『
国
学
院
雑
誌
』
十
七
巻

十
一
、一
九
一
一
年
）、
西
田
長
男
「
吉
川
神
道
の
道
統
に
就
い
て
」（『
国
学
院
雑
誌
』
四
十
三

巻
一･

二
、一
九
三
七
年
）、
同
「
吉
田
神
道
の
成
立
期
に
就
い
て
―
続
卜
部
兼
倶
の
冤
罪
―
」

（『
歴
史
地
理
』
七
二
巻
五･

六
、一
九
三
八
年
）、
平
重
道
『
吉
川
神
道
の
基
礎
的
研
究
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）、
間
瀬
久
美
子
「
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
神
社
争
論
と
朝
幕
関

係
―
吉
田
・
白
川
争
論
を
中
心
に
―
」（『
日
本
史
研
究
』
二
七
七
、一
九
八
五
年
）、
高
埜
利

彦
「
江
戸
幕
府
と
寺
社
」（『
講
座
日
本
歴
史
（

　近
世
（
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五

年
）、
岡
田
荘
司
「
近
世
神
道
史
の
展
望
―
高
埜
利
彦
著
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』 

の
刊
行
に
よ
せ
て
―
」（『
神
道
宗
教
』
一
三
六
、一
九
八
九
年
）、
井
上
智
勝
「
近
世
神
職
の

本
所
支
配
離
脱
―
大
坂
天
満
宮
を
主
た
る
素
材
と
し
て
―
」（『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀

要
』
二
号
、
二
〇
〇
三
号
）、
同
「
神
祇
管
領
長
上
吉
田
家
と
諸
社
祢
宜
神
主
法
度
」（『
史
境
』

五
十
、
二
〇
〇
五
年
）。 

（
6
）

　『
神
道
大
系
』
論
説
編
十
・
吉
川
神
道
、
解
題
（
平
重
道
執
筆
、
一
九
八
三
年
）、
五
三
頁
。 

（
7
）

　前
掲（
（
）、
西
田
論
文
、
平
著
書
四
三
頁
。 

（
8
）

　「
神
社
神
位
等
伝
奏
に
関
す
る
書
類
」（
天
理
大
学
付
属
図
書
館
吉
田
文
庫
所
蔵
、
架
番
号

三
一
―
一
〇
〇
―
二
）。 

（
9
）

　肥
後
熊
本
藩
主
細
川
光
尚
の
次
男
。
三
万
五
千
石
分
知
、
新
田
藩
主
。
光
尚
室
は
吉
田
兼
連

生
母
栄
春
院
の
妹
。 

（
（0
）

　「
吉
田
神
社
鈴
鹿
家
文
書
」
の
目
録
は
『
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
目
録
』
第
三
・
四
号
（
昭
和

二
十
八
年
一
月
・
八
月
）に
収
載
、総
数
四
〇
五
二
点
。
尚
、こ
れ
と
一
連
の
、
鈴
鹿
長
雄
氏（
現

当
主
）
所
蔵
文
書
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
皇
学
館
大
学
に
一
括
寄
託
さ
れ
た
由
（
加
茂
正
典 

「
鈴
鹿
家
宮
廷
祭
祀
資
料
」、『
皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
』
七
十
号
、
二
〇
〇
六
年
）。 

（
（（
）

　天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
「
吉
田
文
庫
」 

所
蔵
、「
萩
原
兼
従
卿
御
遺
言
状
」、
六
一
―

一
七
。
特
に
、
明
暦
三
年
酉
ノ
極
月
十
九
日
付
兼
従
尊
公
宛
鈴
鹿
左
京
誓
紙
、
万
治
三
庚
子
年

七
月
廿
九
日
付
飛
鳥
井
大
納
言
・
烏
丸
大
納
言
宛
萩
原
兼
従
遺
言
状
。
左
京
よ
り
主
君
吉
田
兼

連
へ
「
十
八
神
道
」
を
返
し
伝
授
し
た
の
は
、
寛
文
三
年
八
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
る
（『
吉

田
家
御
広
間
雑
記
』）。 

（
（（
）

　同
所
蔵
、
六
四
―
一
〇
三
。
寛
文
期
よ
り
享
保
期
の
日
記
、
全
六
七
冊
。 

（
（（
）

　同
所
蔵
、
六
五
―
六
。
奥
書
に
「
右
数
通
之
證
文
、
諸
司
代
迄
見
せ
置

ニ
付
、
令
書
写
訖
、 

／
元
禄
十
六
年
九
月
日
／
去
十
一
日
、
以
使
遣
彼
方
了
、」
と
あ
る
。 

（
（（
）

　同
所
蔵
、
六
五
―
二
二
。 

（
（（
）

　東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
、
二
〇
七
一
・
六
八
―
六
。 

（
（6
）

　前
掲（
（
）、
岡
田
書
評
。 

（
（7
）

　幡
鎌
一
弘
「
慶
安
～
寛
文
期
の
吉
田
家
」（
吉
田
神
道
家
「
御
広
間
雑
記
」
の
記
載
項
目
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
神
道
記
録
の
研
究
」（
平
成
十
五
年
度
～
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六
年
）。）

（
（8
）

　島
居

　清
「
吉
田
家
御
広
間
雑
記
に
就
い
て
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
三
十
三
号
、
一
九
六
六
年
）、

橋
本
政
宣
「「
吉
田
家
御
広
間
雑
記
」
に
つ
い
て
」（『
悠
久
』
七
七
号
、
一
九
九
九
年
）。

（
（9
）

　前
掲（
（7
）。 

（
（0
）

　常
陸

　鹿
島
社
大
宮
司
中
臣
則
直
、
寛
文
七
年
九
月
十
二
日
叙
従
五
位
下
。
同
社
大
祢
宜
中

臣
則
親
、
同
日
叙
正
六
位
下
。
下
総

　香
取
社
大
宮
司
中
臣
定
房
、
寛
文
七
年
九
月
十
二
日

叙
従
五
位
下
。
信
濃

　諏
訪
社
大
祝
神
頼
隆
、
寛
文
六
年
六
月
二
十
七
日
叙
従
五
位
下
・
任

大
隅
守
。
同
社
祢
宜
神
貞
好
、
同
日
叙
正
六
位
下
・
任
玄
蕃
允
。
同
社
人
神
長
官
、
同
年
六
月

二
十
二
日
叙
正
六
位
下
。
同
社
権
祝
・
副
祝
・
擬
祝
三
人
、
同
七
年
四
月
十
二
日
、
神
広
正
叙

正
六
位
下
・
任
宮
内
少
丞
。
神
貞
辰
叙
正
六
位
下
・
任
和
泉
守
。
神
辰
従
叙
正
六
位
下
・
任
壱

岐
守
。
紀
伊

　日
前
宮
神
主
紀
民
部
、
寛
文
八
年
九
月
二
十
七
日
叙
従
五
位
下
申
（
叙
位
日
不

明
）。 

（
（（
）

　『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
万
治
三
年
五
月
四
日
条
、
社
人
林
助
右
衛
門
・
粟
田
伝
十
郎
へ

十
八
神
道
行
法
伝
授
。
同
四
年
四
月
十
四
日
条
、
社
人
千
秋
一
角
・
粟
田
豊
太
夫
へ
十
八
神
道

行
法
伝
授
。
同
六
年
七
月
十
二
日
条
、
社
人
松
岡
市
太
夫
へ
十
八
神
道
行
法
伝
授
。
同
年
八
月

十
六
日
条
、
大
宮
司
の
位
を
希
望
。 

（
（（
）

　前
殿
下
は
、
そ
の
表
記
か
ら
い
え
ば
前
摂
政
の
二
条
光
平
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
こ
ゝ
は
鷹

司
房
輔
父
の
前
左
大
臣
教
平
の
執
奏
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
執
奏
が
鷹
司
家

で
あ
っ
た
こ
と
は
『
吉
田
勘
文
』

（（0）
に
、「
従
吉
田
之
雑
掌
共
、
遣
殿

（
鷹
司
房
輔
（

下
之
家
司
青
木
志（

吉
次
（摩

守
・

廣
庭
中
務（

祐
宣
（少

輔
候
一
紙
之
留
書
、
従
殿
下
被
出
之
候
、
此
一
紙
者
、
先
年
肥
後
国
阿
蘇
宮
神
主

阿
蘇
宮
内
位
階
之
儀
申
上
候
刻
、
廣
庭
中
務
執
持
候
而
相
済
、
其
後
尾
州
之
社
家
共
、
其
縁
引

を
以
位
階
之
儀
申
上
候

ニ
付
、」
云
々
と
あ
り
明
ら
か
で
あ
る
。 

（
（（
）

　吉
田
家
は
烏
丸
家
を
通
し
肥
後
細
川
家
と
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
。
吉
田
兼
連
の
生
母
栄
春
院

は
烏
丸
光
賢
・
細
川
忠
興
女
の
間
に
生
ま
れ
、
烏
丸
資
慶
・
飛
鳥
井
雅
章
室
・
細
川
光
尚
と
兄

弟
姉
妹
。
光
尚
の
子
が
綱
利
で
あ
る
。
吉
田
家
側
で
は
細
川
家
を
し
て
阿
蘇
社
神
主
の
働
き

か
け
を
行
っ
た
ふ
し
も
あ
り
、
江
戸
中
期
の
神
道
学
者
吉
見
幸
和
は
『
増
益
辨
卜
鈔
俗
解
』
第

七
の
中
で
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。「
肥
後
国
阿
蘇
宮
大
宮
司
何
某
ハ
、
鷹
司
御
家
よ
り
御
執

奏
に
て
官
位
申
せ
し
も
、
領
主
の
代
替
の
吉
田
よ
り
う
か
ゝ
ひ
、
色
々
偽
計
を
以
て
領
主
よ
り
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阿
蘇
宮
大
宮
司
へ
申
渡
さ
れ
、
吉
田
家
の
執
奏
に
せ
ら
れ
け
る
か
、
其
子
息
に
至
り
、
無
念
の

事
に
思
ひ
本
に
復
せ
ん
と
す
れ
と
も
、
一
度
吉
田
の
手
へ
渡
り
て
ハ
中
々
離
さ
ぬ
事
ゆ
へ
、
い

か
ゝ
成
行
き
へ
き
か
、」 

と
。 

（
（（
）

　前
掲（
（
）。 

（
（（
）

　橋
本
政
宣
「
出
雲
国
造
の
永
宣
旨
受
領
と
「出
雲
国
神
社
惣
検
校
職
」（
二
木
謙
一
編
著
『
戦

国
織
豊
期
の
社
会
と
儀
礼
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）。 

（
（6
）

　『
吉
田
家
諸
社
家
官
位
執
奏
一
件
』（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、二
六
六
―
七
一
四
）。
以
下
、『
吉

田
勘
文
』
所
収
文
書
の
位
置
付
け
等
に
関
し
て
は
本
書
の
注
記
に
拠
る
。 

（
（7
）

　永
和
元
年
の
後
円
融
天
皇
綸
旨
と
い
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
吉
見
幸
和
の
厳
し
い
批
判

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
増
益
辨
卜
鈔
俗
解
』 

第
四
に
、「
遁
辞
を
設
け
ら
る
ゝ
ハ
彼

（
吉
田
家
（

家
の
風
な

り
、
奸
曲
な
る
侫
人
の
巧
は
一
朝
一
石
の
事
に
あ
ら
す
、
元
年
天
下
諸
神
社
の
事
、
吉
田
卜
部

が
裁
許
す
へ
き
い
わ
れ
な
し
、
国
史
官
牒
に
も
曽
て
其
證
拠
な
き
ゆ
へ
に
、
兼
倶
以
来
代
々
奸

詐
を
功
に
し
て
、
似
せ
の
綸
旨
数
通
を
認
て
、
神
祇
道
の
頭
と
称
し
、
社
家
の
輩
を
引
付
て
謀

言
也
、
神
道
長
上
殿
と
宛
所
を
他
人
の
書
た
る
や
う
に
自
分
に
作
り
た
る
心
振
こ
そ
浅
ま
し
か

れ
、（
中
略
）
学
力
も
有
る
人
ハ
誰
か
如
此
宛
名
を
書
へ
き
や
、
卜
部
の
愚
昧
云
ハ
す
し
て
明

け
し
、」 

と
記
す
。 

（
（8
）

　『
吉
田
家
文
書
旧
記
写
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
松
岡
叢
書
第
三
十
八
巻
）
に
、
こ

の
文
書
に
付
箋
し
て
次
の
如
く
記
す
。 

一、鷹
司
摂
政
房
輔
公
御
穿
鑿
之
上
、
従

　関
東
被
仰
出
有
之
候
者
、
其
砌
摂
政
幷

両
伝

　奏
江

早
速
可
申
達
之
処
、
只
今
迄
令
延
引
候
段
何
事
歟
、
不
相
済
、
惣
而
従

　関
東
命
令
者
不
限

大
小
、
常
両
伝

　奏
取
扱
事
成

ニ
、
其
沙
汰

ニ
不
及
者
、
難
心
得
候
、

　関
東

ニ
テ
先
年
頂
戴

之
証
文
可
指
出
旨
、
御
尋
有
之
処
、
吉
田
家
被
申
候
者
、
江
戸

ニ
而
家
来
鈴
鹿
石
見
守

江
別

段
被

　仰
出
、
帰
京
之
後
取
紛
、
及
延
引
候
、
右
證
文
之
儀
者
、
鈴
鹿
石
見
守
宅

江
預
置
候

処
、
類
焼
仕
畢
趣
、
御
返
答
申
上
候
也
、
摂
政
公
御
命

ニ
、
石
見
守
不
調
法
之
段
申
訳
難
相
立
、

百
日
逼
塞
可
致
旨
、 

被

　仰
付
候
、 

　
　
　こ

れ
に
よ
れ
ば
、
幕
府
よ
り
仰
せ
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
摂
政
・
両
伝
奏
に
早
速
に
も
申
し
上

ぐ
べ
き
で
あ
る
の
に
、
今
ま
で
延
引
し
て
い
た
の
は
何
事
で
あ
る
か
、
と
鷹
司
は
こ
れ
を
難

じ
、
吉
田
家
に
そ
の
証
文
な
る
も
の
を
差
出
す
べ
し
と
命
じ
た
と
こ
ろ
、
火
事
に
て
類
焼
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
不
調
法
の
科
は
申
し
訳
立
ち
難
い
と
し
、
鈴
鹿
石
見
守
に
百
日
の

逼
塞
を
命
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

（
（9
）

　（（0）
二
月
三
日
付
武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
覚
に
云
う
「
先
年
三
条
西
実
教
卿
某
方

江
被
持
来
候

を
」
云
々
と
あ
る
写
が

（9）
、
吉
田
家
か
ら
借
受
け
た
写

（9'）
が
に
相
当
し
よ
う
。 

（
（0
）

　吉
田
兼
倶
息
の
兼
致
の 

『
兼
致
朝
臣
記
』 （『
将
大
記
』 

と
も
） 

文
明
十
八
年
十
一
月
二
十
一

日
条
に
所
見
。
早
く
か
ら
疑
惑
を
抱
か
れ
て
い
た
文
書
で
、
吉
田
兼
倶
の
子
平
野
兼
永
と
兼
倶

孫
の
兼
右
と
の
叔
甥
の
相
論
の
際
、
兼
右
が
こ
の
文
書
を
提
出
し
た
の
に
対
し
、『
御
湯
殿
の

上
の
日
記
』
天
文
三
年
十
一
月
十
五
日
条
に
、「（
上
略
）
左
衛
門
佐
信
成
と
か
き
た
る
物
に
て
、

職
事
中
に
は
な
き
名
な
り
、
し
か
れ
は
、
ほ（

謀
（う

書
に
て
あ
る
う
へ
、
か
た

く
御
ふ
し
ん
に
お

ほ
し
め
し
て
御
し
あ
ん
の
所
に
、  

」
云
々
と
あ
る
の
は
そ
れ
を
示
す
。
偽
文
書
で
あ
る
こ
と

は
周
知
の
事
実
で
、
す
で
に
度
会
延
経
や
吉
見
幸
和
な
ど
に
よ
り
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
天
野
信
景
も
『
塩
尻
』
巻
二
十
三
で
、「
嗚
呼
卜
氏
毎
々
造
書
ノ
罪

ヲ
犯
シ
、
神
ヲ
欺
キ
人
ヲ
謾
ル
、
剰
勅
書
綸
言
ヲ
偽
作
ス
、
其
罪
誅
ヲ
容
ベ
カ
ラ
ズ
、  

」 

と
口

を
き
わ
め
て
批
判
し
て
い
る
。 

（
（（
）

　寛
文
五
年
十
二
月
廿
九
日
付
吉
田
家
雑
掌
鈴
鹿
和
之
等
四
名
連
署
起
請
文
は
、
吉
田
家
の
主

張
す
る
諸
社
家
官
位
執
奏
運
動
の
支
証
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
偽
書
と
す
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
は
か
つ
て
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
掲（
（
）。 

（
（（
）

　近
衛
家
陽
明
文
庫
所
蔵
、
五
三
二
六
四
号
。 

（
（（
）

　明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
「
吉
田
神
社
鈴
鹿
家
文
書
」、
Ａ
ロ
二
〇
三
号
。『
吉
田
勘
文
』

（（0）
の
武
家
伝
奏
飛
鳥
井
雅
章
覚
の
案
に
相
当
す
る
。 

（
（（
）

　同
、
Ａ
ロ
二
一
五
号
。 

（
（（
）

　前
掲（
（7
）。 

（
（6
）

　『
通
茂
公
記
』
延
宝
二
年
四
月
十
日
、
同
八
月
二
十
二
日
条
。 

（
（7
）

　『
通
茂
公
記
』
延
宝
二
年
八
月
二
十
三
日
条
。 

（
（8
）

　『
吉
田
勘
文
』、『
通
茂
公
記
』
所
収
文
書
の
異
な
る
部
分
は
次
の
通
り
。
先
規
ヨ
リ
―
従
先

規
、
ハ
勿
論
―
者
勿
論
、
遠
国
ヨ
リ
―
自
遠
国
、
ヘ
―
江
、
之
事
ハ
―
之
儀
者
、
吉
田
ヨ
リ
職

事
マ
デ
―
従
吉
田
方
職
事
迄
、
ノ
社
人
之
装
束
ハ
―
之
社
人
装
束
者
、
吉
田
ヨ
リ
可
有
指
図
者

也
―
自
吉
田
可
為
指
図
也
、 

（
（9
）

　前
掲（
（
）。 

（
（0
）

　「
教
令
類
纂
」
初
集
九
十
一
寺
社
之
部
、雅
楽
頭
、豊
後
守
、美
濃
守
、大
和
守
四
人
連
署
（『
内

閣
文
庫
所
蔵
史
料
叢
刊

　教
令
類
纂
初
集

（三）
』、
二
九
〇
頁
）。 

（
（（
）

　天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
「
吉
田
文
庫
」
所
蔵
、
五
三
―
四
。 

（
（（
）

　『
定
誠
公
記
』
延
宝
五
年
八
月
二
十
九
日
条
に
「
一
、
今
日
戸
田
越（

忠
昌
（前

守
へ
吉
田
侍（

兼
連
（従

被
招

候
而
、
従
江
戸
来
候
覚
書
披
見
候
由
、
其
覚
書
有
別
帳
、」 

と
見
え
る
。
但
し
別
帳
は
い
ま
伝

存
し
な
い
。 

（
（（
）

　明
治
大
学
刑
事
博
物
館
所
蔵
「
吉
田
神
社
鈴
鹿
家
文
書
」、
Ａ
ロ
二
九
五
号
。 

（
（（
）

　井
上
智
勝
「
近
世
神
職
の
本
所
支
配
離
脱
―
大
坂
天
満
宮
を
主
た
る
素
材
と
し
て
―
」（『
大

阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
〇
三
年
九
月
）。 

（
（（
）

　近
衛
家
陽
明
文
庫
所
蔵
、
三
一
四
五
七
号
。 

（
（6
）

　「
香
取
大
禰
宜
家
日
記
」
元
禄
十
四
年
四
月
条
に
、「
大
祢
宜
図
書
為
官
位
昇
進
上
京
、
四
月

十
四
日
当
地
発
足
、
同
六
月
八
日
参
内
、
位
記
・
宣
旨
・
口
宣
案
頂
戴
、
従
五
位
下
讃
岐
守
勅

許
、
七
月
十
三
日
帰
郷
、
右
上
京
之
節
、
寺
社
御
奉
行
所

江
御
届

ケ
、」 

と
見
え
る
（『
史
料
纂
集

　香
取
大
禰
宜
家
日
記
』
第
一
、
統
群
書
類
従
完
成
会
刊
、
一
九
九
五
年
）。 

（
（7
）

　『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
寛
保
二
年
十
二
月
十
五
日
条
。 
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（
（8
） 

『
神
祇
管
領
吉
田
家
諸
国
社
家
執
奏
記
』（
國
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
、文
化
四
年〈
一
八
〇
七
〉

刊
行
の
版
本
）。

（
（9
）

　こ
の
文
書
が
差
出
さ
れ
た
背
景
は
い
ま
具
体
的
に
し
え
な
い
が
、
同
日
付
の
文
書
の
「
河
内

国
枚
岡
社
之
社
司
、
他
家
よ
り
位
階
執

　奏
ニ

付
、
正
徳
五
年
八
月
八
日
・
同
十
二
月
十
三
日

両
度
願
書
差
出
候
、
其
後
も
御
願
申
上
候
事
」
を
添
付
し
、「
右
両
通
之
書
付
、
幷

綸
旨
・
御

条
目
之
写
を
相
添
、
差
出
候
」
と
付
記
し
て
あ
る
か
ら
、
枚
岡
社
の
社
司
の
官
位
執
奏
を
契
機

と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
な
お
、
こ
の
文
書
は
吉
田
家
伝
来
文
書
の
中
に
も
写
が
伝

存
す
る
が
（
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
「
吉
田
文
庫
」
所
蔵
、
五
三
―
五
四
）、
若
干
文
言

が
付
加
さ
れ
た
部
合
が
あ
り
注
意
を
要
す
る
。 

（
（0
）

　『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
元
文
五
年
十
月
二
十
六
日
条
。 

（
（（
）

　前
掲（
（
）。 

（
（（
）

　『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
元
文
元
年
正
月
十
六
日
条
。 

（
（（
）

　近
藤
喜
博「
白
川
伯
家
の
諸
国
附
属
社
に
つ
い
て
」（『
神
道
宗
教
』一
一
号
、一
九
五
六
年
）。 

（
（（
）

　天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
「
吉
田
文
庫
」
所
蔵
、
五
三
―
三
四
。 

（
（（
）

　こ
の
「
御
届
」
に
対
す
る
幕
府
の
扱
い
は
、
寺
社
奉
行
に
て
糺
明
が
あ
り
、「
御
老
中

江
差

出
之
例
も
無
之

ニ
付
、
御
差
戻
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
肝
煎
高
家
よ
り
三
人
宛
書
札
と
共
に
返

却
が
な
さ
れ
、
落
手
の
旨
吉
田
家
よ
り
返
札
を
差
出
し
た
の
が
、
寛
政
五
年
の
五
月
十
八
日
の

こ
と
で
あ
る
。
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（
（8
） 

『
神
祇
管
領
吉
田
家
諸
国
社
家
執
奏
記
』（
國
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
、文
化
四
年〈
一
八
〇
七
〉

刊
行
の
版
本
）。

（
（9
）

　こ
の
文
書
が
差
出
さ
れ
た
背
景
は
い
ま
具
体
的
に
し
え
な
い
が
、
同
日
付
の
文
書
の
「
河
内

国
枚
岡
社
之
社
司
、
他
家
よ
り
位
階
執

　奏
ニ

付
、
正
徳
五
年
八
月
八
日
・
同
十
二
月
十
三
日

両
度
願
書
差
出
候
、
其
後
も
御
願
申
上
候
事
」
を
添
付
し
、「
右
両
通
之
書
付
、
幷

綸
旨
・
御

条
目
之
写
を
相
添
、
差
出
候
」
と
付
記
し
て
あ
る
か
ら
、
枚
岡
社
の
社
司
の
官
位
執
奏
を
契
機

と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
な
お
、
こ
の
文
書
は
吉
田
家
伝
来
文
書
の
中
に
も
写
が
伝

存
す
る
が
（
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
「
吉
田
文
庫
」
所
蔵
、
五
三
―
五
四
）、
若
干
文
言

が
付
加
さ
れ
た
部
合
が
あ
り
注
意
を
要
す
る
。 

（
（0
）

　『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
元
文
五
年
十
月
二
十
六
日
条
。 

（
（（
）

　前
掲（
（
）。 

（
（（
）

　『
吉
田
家
御
広
間
雑
記
』
元
文
元
年
正
月
十
六
日
条
。 

（
（（
）

　近
藤
喜
博「
白
川
伯
家
の
諸
国
附
属
社
に
つ
い
て
」（『
神
道
宗
教
』一
一
号
、一
九
五
六
年
）。 

（
（（
）

　天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
「
吉
田
文
庫
」
所
蔵
、
五
三
―
三
四
。 

（
（（
）

　こ
の
「
御
届
」
に
対
す
る
幕
府
の
扱
い
は
、
寺
社
奉
行
に
て
糺
明
が
あ
り
、「
御
老
中

江
差

出
之
例
も
無
之

ニ
付
、
御
差
戻
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
肝
煎
高
家
よ
り
三
人
宛
書
札
と
共
に
返

却
が
な
さ
れ
、
落
手
の
旨
吉
田
家
よ
り
返
札
を
差
出
し
た
の
が
、
寛
政
五
年
の
五
月
十
八
日
の

こ
と
で
あ
る
。
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　『吉
田
勘
文
』
本
文

　
　
　定

一、諸
社
之
祢
宜
・
神
主
等
、
専
学
神
祇
道
、
所
其
崇
敬
之
神
躰
弥
可
存
知
之
、
有
来

神
事
・
祭
礼
可
勤
之
、
向
後
於
令
怠
慢
者
、
可
取
放
神
職
事
、 

一、社
家
位
階
、
従
前
々
以
伝
奏
遂
昇
進
輩
者
、
弥
可
為
其
通
事
、 

一、無
位
之
社
人
、
可
着
白
張
、
其
外
之
装
束
者
、
以
吉
田
之
許
状
可
着
之
事
、 

一、神
領
一
切
不
可
売
買
事
、

　
　
　
　附

、
不
可
入
于
質
物
事
、

一、神
社
小
破
之
時
、
其
相
応
常
々
可
加
修
理
事
、

　
　
　
　附

、
神
社
無
懈
怠
掃
除
可
申
付
事
、

　右
條
々
、
可
堅
守
之
、
若
違
犯
之
輩
於
有
之
者
、
随
科
之
軽
重
可
沙
汰
者
也
、 

　
　
　寛

文
五
年
七
月
十
一
日

（（）
　
　
　覚

一、廿
二
社
幷

出
雲
大
社
・
常
州
鹿
嶋
・
下
総
香
取
・
信
州
諏
方
・
尾
州
熱
田
・
紀
州

日
前
宮
・
同
熊
野
・
肥
後
国
阿
蘇
宮
・
豊
前
宇
佐
宮
、
此
等
之
社
大
宮
司
・
神
主

等
位
階
申
上
候
事
、
向
後
吉
田
執

　奏
及
不
申
、
其
外
天
下
之
諸
社
家
、
官
位
申

之
輩
者
、 

先
年
被
仰
出
候
通
、
弥
吉
田
執

　奏
仕
候
様

ニ
御
奉
書
頂
戴
仕
度
存
候

条
、
宜
御
沙
汰
頼
入
存
候
、
以
上
、 

　
　
　十

（
寛
文
八
年
（

月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　吉

田
侍

（
兼
連
（

従

（（）
神
祇
道
管
領
勾
当
幷

天
下
諸
神
社
執
奏
之
事
、
任
延
長
五
年
聖
断
之
旨
、
弥
可
被

執
務
者
、
依

　
　天

（
平
出
（

気
執
啓
如
件
、

　
　永

和
元
年
六
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　左

中
弁
宣
方

　謹
上

　神
道
長
上
殿

　
　右

本
書
回
禄
、
兼

（
吉
田
（

見
写
有
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　兼

連
四
代
之
先
祖

（（）
唯
一
宗
源
神〔

道
脱
ヵ
〕

行
事
條
々
以
下
、殊
諸
社
勧
請
・
霊
符
等
事
、為
唯
受
一
人
之
相
伝
、

于
今
相
続
相
限
当
流
一
人
者
也
、
此
外
神
祇
道
諸
事
、
依
為
神
祇
管
領
、
古
来
一

身
進
退
也
、
不
得
長
上
之
許
、
猥
不
可
自
専
之
由
、
可
被
存
知
者
、
依

　
　天

（
平
出
（

気
執
達
如
件
、

　
　天

文
二
年
十
二
月
丗
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　権

左（
万
里
小
路
（

少
辨
惟
房

　謹
上

　
　吉

田
侍
従
殿

（（）
唯
一
宗
源
神
道
行
事
條
々
以
下
、
殊
諸
社
勧
請
・
霊
符
等
、
神
祇
道
諸
事
、
相
限

吉
田
嫡
流
一
人
進
退
之
処
、
平
野
三
位
兼
永
自
曩
祖
号
致
其
沙
汰
、
恣
進
止
之

段
、
甚
無
謂
、
所
詮
止
兼
永
自
専
、
吉
田
一
人
之
進
退
旨
、
伝

　奏
書
状
炳
焉
之

上
者
、
宜
被
存
知
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達
如
件
、 

　
　天

文
三
年
十
一
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　散

位

　在
判 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　肥

前
守
在
判 

　
　
　吉

田
雑
掌

（（）
吉（

兼
連
（田

事
、
従
天
児
屋
根
尊
以
来
、
代
々
唯
受
一
人
之
神
道
相
伝
、
致
諸
社
祠
官

之
師
範
、
其
上
預
置
神
祇
官
、
神
祇
道
管
領
勾
当
幷

天
下
諸
神
社
執

　奏
之
事
被

仰
付
候

　宣
旨
・
御
教
書
等
有
之
上
者
、
諸
社
執

　奏
之
義
、
勿
論
之
様
存
候
、

先
年
此
趣
於
江
戸
も
申
入
候
、
拙
子
所
存
今
以
相
替
儀
無
之
候
、

（6）
　
　
　吉

田
望
申
事

一、廿
二
社
幷

書
付
之
大
社
之
外
、
諸
社
家
官
位
申
時
、
吉

（
兼
連
（

田
可
有
執

　奏
哉
否
之
事
、

先
規
社
家
官
位
執

　奏
仕
候
證
文
有
之
哉
与

、
吉
田
江

相
尋
候
処
、
天
文
年
中
、

唯
一
神
道
長
上
職
之
證
文
所
持
之
事
に
て
、
諸
社
家
官
位
執

　奏
之
儀
者
、
相
見

不
申
候
、
且
又
先
年
被
仰
出
候
條
目
、
従
前
々
以
伝

　奏
官
位
申
社
家
者
、
弥
可
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為
其
通
事
、
右
之
趣
に
て
、
吉
田
執

　奏
之
儀
無
之
候
、
無
伝

　奏
社
家
者
、
以

旧
例
自
古
来
職
事
相
附
披
露
之
事
也
、
然
者
天
下
之
社
家
吉
田
執

　奏
之
儀
、
新

規
之
望
莫
太
之
事
候
、
其
上
白
河
二

（
雅
喬
（

位
元
祖
清
仁
親
王
息
延
信
王
、
万
寿
年
中
、

被
補
神
祇
伯
、
従
是
白
河
家
累
代
当
年
迄
至
六
百
四
拾
餘
歳
、
被
補
神
祇
伯
有
之

上
者
、
神
慮
難
計
存
候
事
、 

　
　寛

文
九
暦

　
　酉

三
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　房

（
鷹
司
（

輔

　
　
　

　
　飛

鳥
井
前

（
雅
章
（

大
納
言
殿

　
　正

親
町
前

（
実
豊
（

大
納
言
殿

（7）
　
　
　口

上
之
覚

一、此
三
四
ケ
年
之
間
、
諸
社
之
社
家
官
位
申
時
、
吉

（
兼
連
（

田
執

　奏
仕
候
故
、
子
細
相
尋

候
処
、
寺
社
奉
行
幷

吉
良
若（

義
冬
（狭

守
口
上
ニ

依
被
申
渡
、
執

　奏

（
平
出
（

仕
候
由
、
吉
田

雑
掌
共
申
、
則
其
旨
一
筆
仕
、
関
白
・
両
伝

　奏
江

相
断
、
近
年
吉
田
執

　奏
仕
候
、

然
而
頃
寺
社
奉
行
・
吉
良
若
狭
守
等
不
申
渡
之
由
、
相
聞
候
、
於
然
者
、
弥

　公

武
申
掠
之
段
、
曲
事
之
至
也
、 

（8）
　
　
　神

祇
伯
職
事

一、兼
倶
先
祖
十
七
代
被
補
伯
職
、
見
嘉
禄
三
年

　勅
裁
事
、 

一、当
伯
者
、
花
山
源
氏
、
彼
先
祖
依
神
祇
官
造
進
之
忠
節
、
于
今
伯
職
経
歴
事
、 

一、天
下
六
十
餘
州
諸
神
社
事
、
悉
以
為
当
流
申
沙
汰
也
、
不
可
直

　奏
之
由
、
代
々

宣
旨
等
在
之
、
中
古
以
来
、
八
幡
・
日
吉
等
強
訴
申
沙
汰
難
儀
之
間
、
辞
申
畢
、

伊
勢
・
賀
茂
・
春
日
此
三
社
、
被
置
伝

　奏
事
者
、
応
永
以
来
儀
也
、 

（9）
神
祇
之
管
領
長
上
幷

南
座
勾
当
事
、
宝
亀
五
年
以
来
、
為
御
一
流
之
重
職
、
不
被

交
他
人
之
條
、

　天
児
屋
根
尊
大
業
唯
受
一
人
之
明
徳
乎
、
神
祇
伯
者
、
近
代
雖

及
人
臣
流
通
之
拝
任
、
専
於
御
当
流
十
七
代
、
至
庶
子
中
臣
流
四
代
経
歴
之
、
尤

叶
神
祇
道
之
本
理
者
哉
、
就
中
去
永
延
度
、
以
十
八
社
社
務
職
為
御
家
業
之
賞
、

被
補

　朝
恩
之
時
、
件
等
社
神
主
・
祠
官
以
下
事
、
為
進
止
之
上
者
、
以
一
門
輩

可
致
巡
次
補
任
之
條
、
及

　勅
定
畢
、
弥
可
令
存
知
此
旨
給
者
、
依

　天
気
執
達

如
件
、 

　
　嘉

禄
三
年
十
一
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　左

衛
門
佐
信
成

　謹
上

　冷
泉
侍
従
殿

（9'）
神
祇
之
管
領
長
上
幷

南
座
勾
当
事
、
宝
亀
五
年
以
来
、
為
御
一
流
之
重
職
、
不
被

交
他
人
之
條
、

　天
児
屋
根
尊
大
業
唯
受
一
人
之
明
徳
乎
、
神
祇
伯
者
、
近
代
雖

及
人
臣
流
通
之
拝
任
、
専
於
御
当
流
十
七
代
、
至
庶
子
中
臣
流
四
代
経
歴
之
、
尤

叶
神
祇
道
之
本
理
者
哉
、
就
中
去
永
延
度
、
以
十
八
社
社
務
職
為
御
家
業
之
賞
、

被
補

　朝
恩
之
時
、
件
等
社
神
主
・
祠
官
以
下
事
、
為
進
止
之
上〔

者
脱
ヵ
〕

、
以
一
門
輩
可

致
巡
次
補
任
之
條
、
及

　
　勅

 
（
平
出
（定

畢
、
弥
可
令
存
知
此
旨
給
者
、
依

　天
気
執
達

如
件
、

　
　嘉

禄
三
年
十
一
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　左

衛
門
佐
信
成

　謹
上

　冷
泉
侍
従
殿
于
時
兼
直 

（（0）
昨
日
申
入
候
吉
田
之
儀
ニ

付
書
物
一
紙
、
入
見
参
候
、
此
一
紙
ハ
、
先
年
三
条
西

実
教
卿
某
方
江

被
持
来
候
を
、
於
其
席
写
留
候
旧
記
之
證
文
ニ

而
候
、 

一、天
下
六
十
余
州
諸
神
社
事
、
悉
以
為
当
流
申
沙
汰
也
、
不
可
直

　奏
之
由
ニ

候
得

者
、
吉
田
之
諸
社
執

　奏
之
儀
、
勿
論
之
様
ニ

存
候
、 

一、兼
倶
ハ
、
兼
連
八
代
之
先
祖
也
、 

一、冷
泉
侍
従
兼
直
ハ
、
兼
連
十
九
代
之
祖
也
、
其
節
吉
田
を
冷
泉
と
申
候
、 

　
　
　三

（
寛
文
九
年
（

月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飛

（
雅
章
（

鳥
井

　
　

　
　板

倉
内

（
重
矩
（

膳
正
殿

（9"）
神
祇
之
管
領
長
上
幷

南
座
勾
当
事
、
宝
亀
五
年
以
来
、
爲
御
一
流
之
重
職
、
不
被



319

［吉田家の諸社家官位執奏運動］……橋本政宣

為
其
通
事
、
右
之
趣
に
て
、
吉
田
執

　奏
之
儀
無
之
候
、
無
伝

　奏
社
家
者
、
以

旧
例
自
古
来
職
事
相
附
披
露
之
事
也
、
然
者
天
下
之
社
家
吉
田
執

　奏
之
儀
、
新

規
之
望
莫
太
之
事
候
、
其
上
白
河
二

（
雅
喬
（

位
元
祖
清
仁
親
王
息
延
信
王
、
万
寿
年
中
、

被
補
神
祇
伯
、
従
是
白
河
家
累
代
当
年
迄
至
六
百
四
拾
餘
歳
、
被
補
神
祇
伯
有
之

上
者
、
神
慮
難
計
存
候
事
、 

　
　寛

文
九
暦

　
　酉

三
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　房

（
鷹
司
（

輔

　
　
　

　
　飛

鳥
井
前

（
雅
章
（

大
納
言
殿

　
　正

親
町
前

（
実
豊
（

大
納
言
殿

（7）
　
　
　口

上
之
覚

一、此
三
四
ケ
年
之
間
、
諸
社
之
社
家
官
位
申
時
、
吉

（
兼
連
（

田
執

　奏
仕
候
故
、
子
細
相
尋

候
処
、
寺
社
奉
行
幷

吉
良
若（

義
冬
（狭

守
口
上
ニ

依
被
申
渡
、
執

　奏

（
平
出
（

仕
候
由
、
吉
田

雑
掌
共
申
、
則
其
旨
一
筆
仕
、
関
白
・
両
伝

　奏
江

相
断
、
近
年
吉
田
執

　奏
仕
候
、

然
而
頃
寺
社
奉
行
・
吉
良
若
狭
守
等
不
申
渡
之
由
、
相
聞
候
、
於
然
者
、
弥

　公

武
申
掠
之
段
、
曲
事
之
至
也
、 

（8）
　
　
　神

祇
伯
職
事

一、兼
倶
先
祖
十
七
代
被
補
伯
職
、
見
嘉
禄
三
年

　勅
裁
事
、 

一、当
伯
者
、
花
山
源
氏
、
彼
先
祖
依
神
祇
官
造
進
之
忠
節
、
于
今
伯
職
経
歴
事
、 

一、天
下
六
十
餘
州
諸
神
社
事
、
悉
以
為
当
流
申
沙
汰
也
、
不
可
直

　奏
之
由
、
代
々

宣
旨
等
在
之
、
中
古
以
来
、
八
幡
・
日
吉
等
強
訴
申
沙
汰
難
儀
之
間
、
辞
申
畢
、

伊
勢
・
賀
茂
・
春
日
此
三
社
、
被
置
伝

　奏
事
者
、
応
永
以
来
儀
也
、 

（9）
神
祇
之
管
領
長
上
幷

南
座
勾
当
事
、
宝
亀
五
年
以
来
、
為
御
一
流
之
重
職
、
不
被

交
他
人
之
條
、

　天
児
屋
根
尊
大
業
唯
受
一
人
之
明
徳
乎
、
神
祇
伯
者
、
近
代
雖

及
人
臣
流
通
之
拝
任
、
専
於
御
当
流
十
七
代
、
至
庶
子
中
臣
流
四
代
経
歴
之
、
尤

叶
神
祇
道
之
本
理
者
哉
、
就
中
去
永
延
度
、
以
十
八
社
社
務
職
為
御
家
業
之
賞
、

被
補

　朝
恩
之
時
、
件
等
社
神
主
・
祠
官
以
下
事
、
為
進
止
之
上
者
、
以
一
門
輩

可
致
巡
次
補
任
之
條
、
及

　勅
定
畢
、
弥
可
令
存
知
此
旨
給
者
、
依

　天
気
執
達

如
件
、 

　
　嘉

禄
三
年
十
一
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　左

衛
門
佐
信
成

　謹
上

　冷
泉
侍
従
殿

（9'）
神
祇
之
管
領
長
上
幷

南
座
勾
当
事
、
宝
亀
五
年
以
来
、
為
御
一
流
之
重
職
、
不
被

交
他
人
之
條
、

　天
児
屋
根
尊
大
業
唯
受
一
人
之
明
徳
乎
、
神
祇
伯
者
、
近
代
雖

及
人
臣
流
通
之
拝
任
、
専
於
御
当
流
十
七
代
、
至
庶
子
中
臣
流
四
代
経
歴
之
、
尤

叶
神
祇
道
之
本
理
者
哉
、
就
中
去
永
延
度
、
以
十
八
社
社
務
職
為
御
家
業
之
賞
、

被
補

　朝
恩
之
時
、
件
等
社
神
主
・
祠
官
以
下
事
、
為
進
止
之
上〔

者
脱
ヵ
〕

、
以
一
門
輩
可

致
巡
次
補
任
之
條
、
及

　
　勅

 
（
平
出
（定

畢
、
弥
可
令
存
知
此
旨
給
者
、
依

　天
気
執
達

如
件
、

　
　嘉

禄
三
年
十
一
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　左

衛
門
佐
信
成

　謹
上

　冷
泉
侍
従
殿
于
時
兼
直 

（（0）
昨
日
申
入
候
吉
田
之
儀
ニ

付
書
物
一
紙
、
入
見
参
候
、
此
一
紙
ハ
、
先
年
三
条
西

実
教
卿
某
方
江

被
持
来
候
を
、
於
其
席
写
留
候
旧
記
之
證
文
ニ

而
候
、 

一、天
下
六
十
余
州
諸
神
社
事
、
悉
以
為
当
流
申
沙
汰
也
、
不
可
直

　奏
之
由
ニ

候
得

者
、
吉
田
之
諸
社
執

　奏
之
儀
、
勿
論
之
様
ニ

存
候
、 

一、兼
倶
ハ
、
兼
連
八
代
之
先
祖
也
、 

一、冷
泉
侍
従
兼
直
ハ
、
兼
連
十
九
代
之
祖
也
、
其
節
吉
田
を
冷
泉
と
申
候
、 

　
　
　三

（
寛
文
九
年
（

月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飛

（
雅
章
（

鳥
井

　
　

　
　板

倉
内

（
重
矩
（

膳
正
殿

（9"）
神
祇
之
管
領
長
上
幷

南
座
勾
当
事
、
宝
亀
五
年
以
来
、
爲
御
一
流
之
重
職
、
不
被

320

国立歴史民俗博物館研究報告
第 148集　2008年 12月

交
他
人
之
條
、

　天
児
屋
根
尊
大
業
唯
受
一
人
之
明
徳
乎
、
神
祇
伯
者
、
近
代
雖

及
人
臣
流
通
之
拝
任
、
専
於
御
当
流
十
七
代
、
至
庶
子
中
臣
流
四
代
経
歴
之
、
尤

叶
神
祇
道
之
本
理
者
哉
、
就
中
去
永
廷
度
、
以
十
八
社
社
務
職
為
御
家
業
之
賞
、 

被
補

　朝
恩
之
時
、
件
等
社
神
主
・
祠
官
以
下
事
、
為
進
止
之
上
者
、
以
一
門
輩

可
致
巡
次
補
任
之
條
、
及

　
　勅

 
（
平
出
（定

畢
、
弥
可
令
存
知
此
旨
給
者
、
依

　天
気
執

達
如
件
、 

　
　嘉

禄
三
年
十
一
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　左

衛
門
佐
信
成

　謹
上

　冷
泉
侍
従
殿
于
時
兼
直  

（8'）
　
　
　神

祇
伯
職
事

一、兼
（
吉
田
（

倶
先
祖
十
七
代
被
補
伯
職
、
見
嘉
禄
三
年

　勅
裁
事
、 

一、当
伯
者
、
花
山
源
氏
、
彼
先
祖
依
神
祇
官
造
進
之
忠
節
、
于
今
伯
職
経
歴
事
、 

一、
天
下
六
十
餘
州
諸
神
社
事
、
悉
以
為
当
流
申
沙
汰
也
、
不
可
直

　奏
之
由
、 

代
々

宣
旨
等
有
之
、
中
古
以
来
、
八
幡
・
日
吉
等
強
訴
申
沙
汰
難
儀
之
間
、
辞
申
畢
、

伊
勢
・
賀
茂
・
春
日
此
三
社
、
被
置
伝

　奏
事
者
、
応
永
以
来
儀
也
、 

（（（）
諸
神
社
社
家
官
位
吉
田
執

　奏
之
事
、
先
日
以
書
付
申
述
候
処
、
飛

（
雅
章
（

鳥
井
従
三

（
實
教
（

條

西
被
借
写
由
ニ

而
被
出
候
嘉
禄
三
年
綸
旨
之
写
一
通
、
吉
田
兼
倶
三
ヶ
條
之
書
付

之
写
壱
通
、
令
抜
見
畢
、 

一、嘉
禄
三
年

　綸
旨
之
趣
、 

神
祇
長
上
之
事
、
次
神
祇
伯
職
之
事
、
次
十
八
社
社
務

職
之
事
ニ

候
、
従
吉
田
諸
社
家
官
位
執

　奏
之
儀
、
曾
以
無
之
、
其
上
相
続
而

　

綸
旨
等
無
之
候
、
天
文
二
年

　後
奈
良
院

　勅
書
ニ

、 

　嘉

（
平
出
（

禄
の
度
の

　綸
旨

ハ
さ
り
と
て
ハ
文
字
あ
や
ま
り
た
る
物
ニ

而
候
之
由
、
被
染

　宸
翰
候
、
依
之
歟
、

同
天
文
二
年
之
綸
旨
之
趣
も
、
神
祇
道
之
諸
事
可
進
退
由
被
仰
出
、
非
官
位
執

　

奏
之
事
候
、 

然
者
、 

飛
鳥
井
所
存
雖
被
申
、
官
位
執

　奏
之
儀
不
分
明
候
、 

　
　
　兼

倶
三
ケ
條
之
事

一、神
祇
伯
職
之
事
、
旧
者
吉
田
家
被
補
伯
職
候
得
共
、
中
古
以
来
、
花
山
源
氏
白
川

家
至
当
伯
二

（
雅
喬
（位

数
代
経
歴
也
、
根
本
神
職
之
官
位
者
、
神
祇
官
江

付
テ
、
伯
職
之

人
致
沙
汰
事
候
、
然
者
非
伯
職
吉
田
官
位
執

　奏
之
儀
、
難
信
用
候
、

一、天
下
六
十
余
州
諸
神
社
之
事
、
悉
以
為
当
流
申
沙
汰
也
、
不
可
直

　奏
之
由
、

代
々

　宣
旨
等
有
之
由
之
事
、
是
者
非

　綸
旨
、
兼
倶
書
付
ニ

候
、
尤
非
官
位
執

奏
之
儀
、
其
上
代
々
之

　宣
旨
有
之
由
ニ

候
得
共
、
一
代
も

不
相
見
候
、
又
伊
勢

之
儀
、
応
永
已
来
伝

　奏
有
之
旨
、
其
以
前
者
従
吉
田
家
沙
汰
申
之
様
ニ

書
候
得

共
、
神
宮
者
重
事
故
、
久
我
雅
実
公
上
卿
、
其
後
九
條
殿
祖
兼
実
公
等
、
五
百
年

以
前
ゟ
上
卿
有
之
之
事
ニ

而
、
吉
田
非
沙
汰
候
、
其
時
代
之
上
卿
者
、
伝

　奏
同

前
之
事
候
、

一、賀
茂
者
、
応
安
年
中
ゟ
伝

　奏
有
之
也
、
是
以
応
永
已
前
之
事
候
得
者
、
兼
倶
申

分
重
々
相
違
候
、

一、春
日
者
、 

不
限
官
位
諸
事
、 

以
南
曹
辨
、 

関
白
江

申
上
、 

関
白
支
配
之
事
古
来
連

綿
、 

摂
関
之
規
模
也
、
然
者
兼
倶
僻
事
多
書
述
候
故
、
三
ケ
條
猶
以
證
文
難
用
候
、

吉
田
今
迄
執

　奏
無
之
而
も
相
調
候
得
者
、
新
規
ト

云
、
不
遅
事
か
、
且
又

　

後
奈
良
院

　勅
書
・
綸
旨
等
、
難
相
破
儀
ニ

候
間
、

　主
（
霊
元
天
皇
（

上
愈
御
年
齢
相
加
、

御
定
之
時
節
、
先
例
被
広
考
委
御
吟
味
之
上
、
被

　仰
出
可
然
候
歟
、

　
　
　
　五（

寛
文
九
年
（

月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　判

（
鷹
司
房
輔
（　

　
　
　

　
　
　板

倉
内

（
重
矩
（

膳
正
殿

（（（）
　
　
　殿

下
口
上
之
覚

　
　
　飛

（
雅
章
（

鳥
井
所
存
之
趣

吉
田
預
置
神
祇
官
、
神
祇
道
管
領
勾
当
幷

天
下
諸
神
社
執

　奏
之
事
、
被

　仰
付

候

　宣
旨
・
御
教
書
等
有
之
上
者
、
諸
社
執

　奏
之
儀
、
勿
論
之
様
ニ

被
存
事
、 

一、吉
田
預
置
神
祇
官
由
雖
被
申
、
神
祇
官
屋
鋪
者
、
大
宮
猪
熊
通
二
條

　御
城
近

辺
候
得
共
、
只
今
致
退
転
候
、
後
柏
原
院
御
代
之
比
迄
、
八
神
殿
有
之
、
当
白
川

二（
雅
喬
（

位
家
忠
富
王
迄
、
代
々
預
之
被
致
支
配
候
、
吉
田
預
置
候
事
不
分
明
、
若
吉
田

之
齋
場
所
事
ニ

候
哉
、
是
者
、

　後
光
明
院
御
宇
正
保
三
年
、
伊
勢
例
幣
御
再
興
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之
時
、
神
祇
官
断
絶
ニ

付
、
吉
田
齋
場
所
を
神
祇
官
ニ

被
借
用
候
事
ニ

而
、
神
祇

官
と
ハ
不
称
候
、 

一、永
和
元
年

　綸
旨
者
、
本
紙
無
之
、
吉
田
兼
見
写
之
由
也
、
其
上
諸
社
家
官
位

執

　奏
之
儀
無
之
故
、
最
前
不
入
披
見
候
得
共
、
為
念
此
度
遣
之
候
、 

一、天
文
三
年
武
家
御
教
書
、
本
紙
有
之
、
写
一
紙
、
是
者
、
天
文
二
年
綸
旨
之
通
故
、

最
前
不
入
見
参
候
得
共
、
是
も
此
度
遣
候
事
、

一、右
之
證
文
之
外
、
不
致
現
在
之
旨
、
当
吉

（
兼
連
（

田
口
上
書
一
通
、
以
上
、 

　
　
　五（

寛
文
九
年
（

月
十
九
日

（（（）
　
　
　従

吉
（
兼
連
（

田
家
諸
神
社
祠
宮
之
官
位
執

　奏
望
申
事

殿（
鷹
司
房
輔
（

下
・
飛（

雅
章
（

鳥
井
所
意
不
一
決
、
愚
昧
之
質
是
非
難
申
述
候
、
然
而
今
迄
執

　奏
無

之
而
も
相
済
候
間
、
静

爾
委
被
遂
御
吟
味
御
沙
汰
可
然
候
歟
、

　
　
　五（

寛
文
九
年
（

月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　實

（
正
親
町
（

豊

　
　
　

　
　板

倉
内
膳

（
重
矩
（正

殿

（（（）
　
　
　覚

一、神
祇
官
伯
支
配
之
事
、

後
柏
原
院
永
正
之
比
迄
、
令
存
知
之
様
ニ

、
忠
富
王
記
所
見
候
、
雅

（
白
川
（

業
以
後
之
記
、

依
紛
失
不
慥
候
、

一、神
祇
官
四
丁
町
之
事
、
故
祖
父
雅
朝
王
雑
談
、

　
　

正
親
町
院
天
正
年
中
迄
、
雖
有
之
、
及
荒
廃
、
其
後
秀
吉
太
閤
検
地
ニ

付
断
絶
、

今
二
条
城
之
廻
り

也
云
々
、

　拾
芥

　神
祇
官

　春
日
南

　
　堀

川
西
二
町

　
　大

炊
御
門
北

　大
宮
東

　
　藍

園
西
一
町

　
　又

中
御
門
南

　西
洞
院
東
一
丁

　又
同
倶

　
　
　五（

寛
文
九
年
（

月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　雅

（
白
川
（

喬

　
　
　

（（（）
　
　
　二

十
二
社

　伊
勢

　伝
奏 

　八
幡

　伝
奏

　廣
橋 

　賀
茂

　伝
奏 

　松
尾

　伝
奏

　白
川 

　平
野

　
　
　
　

西
洞
院 

　稲
荷

　伝
奏

　白
川 

　春
日

　関
白

　幷
南
曹
弁 

　
　
　
　上

七
社

　大
原

　伝
奏

　白
川 

　大
神

　石
上

　大
和

　廣
瀬

　龍
田

　住
吉

　伝
奏

　勧
修
寺 

　
　
　
　中

七
社

　日
吉

　比
叡
山
座
主
支
配 

　梅
宮

　九
条
殿
是
定 

　吉
田

　廣
田

　祇
園

　北
野

　竹
内
御
門
跡
支
配

　丹
生

　貴
布
称



321

［吉田家の諸社家官位執奏運動］……橋本政宣

之
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、
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事
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、
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之
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兼
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位
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、
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不
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候
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共
、
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此
度
遣
之
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三
年
武
家
御
教
書
、
本
紙
有
之
、
写
一
紙
、
是
者
、
天
文
二
年
綸
旨
之
通
故
、

最
前
不
入
見
参
候
得
共
、
是
も
此
度
遣
候
事
、

一、右
之
證
文
之
外
、
不
致
現
在
之
旨
、
当
吉

（
兼
連
（

田
口
上
書
一
通
、
以
上
、 

　
　
　五（

寛
文
九
年
（

月
十
九
日
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　従

吉
（
兼
連
（

田
家
諸
神
社
祠
宮
之
官
位
執

　奏
望
申
事

殿（
鷹
司
房
輔
（

下
・
飛（

雅
章
（

鳥
井
所
意
不
一
決
、
愚
昧
之
質
是
非
難
申
述
候
、
然
而
今
迄
執

　奏
無

之
而
も
相
済
候
間
、
静

爾
委
被
遂
御
吟
味
御
沙
汰
可
然
候
歟
、

　
　
　五（

寛
文
九
年
（

月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　實

（
正
親
町
（

豊

　
　
　

　
　板

倉
内
膳

（
重
矩
（正

殿

（（（）
　
　
　覚

一、神
祇
官
伯
支
配
之
事
、

後
柏
原
院
永
正
之
比
迄
、
令
存
知
之
様
ニ

、
忠
富
王
記
所
見
候
、
雅

（
白
川
（

業
以
後
之
記
、

依
紛
失
不
慥
候
、

一、神
祇
官
四
丁
町
之
事
、
故
祖
父
雅
朝
王
雑
談
、

　
　

正
親
町
院
天
正
年
中
迄
、
雖
有
之
、
及
荒
廃
、
其
後
秀
吉
太
閤
検
地
ニ

付
断
絶
、

今
二
条
城
之
廻
り

也
云
々
、

　拾
芥

　神
祇
官

　春
日
南

　
　堀

川
西
二
町

　
　大

炊
御
門
北

　大
宮
東

　
　藍

園
西
一
町

　
　又

中
御
門
南

　西
洞
院
東
一
丁

　又
同
倶

　
　
　五（

寛
文
九
年
（

月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　雅

（
白
川
（

喬

　
　
　

（（（）
　
　
　二

十
二
社

　伊
勢

　伝
奏 

　八
幡

　伝
奏

　廣
橋 

　賀
茂

　伝
奏 

　松
尾

　伝
奏

　白
川 

　平
野

　
　
　
　

西
洞
院 

　稲
荷

　伝
奏

　白
川 

　春
日

　関
白

　幷
南
曹
弁 

　
　
　
　上

七
社

　大
原

　伝
奏

　白
川 

　大
神

　石
上

　大
和

　廣
瀬

　龍
田

　住
吉

　伝
奏

　勧
修
寺 

　
　
　
　中

七
社

　日
吉

　比
叡
山
座
主
支
配 

　梅
宮

　九
条
殿
是
定 

　吉
田

　廣
田

　祇
園

　北
野

　竹
内
御
門
跡
支
配

　丹
生

　貴
布
称
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　下

八
社

（（6） 

宇
佐
宮
神
主
到
津
主
膳
上
洛
之
刻
、
芳
札
具
令
披
見
候
、
其
許
弥
御
静
謐
之
由
、

珎
重
存
候
、
爰
許

　御
所
中
御
安
全
之
御
事
候
、
然
者
宇
佐
宮
伝

　奏
之
事
、

廣
（
貞
光
（

橋
江

申
談
候
処
、
八
九
代
已
前
応
永
之
比
迄
、
申
沙
汰
之
事
相
見
候
得
共
、
其

已
後
不
分
明
候
、
当
時
も
一
会
之
儀
伝

　奏
之
事
候
、 

是
者
譜
代
之
伝

　奏
ニ

而

ハ
無
之
候
、
若
左
様
之
事
候
哉
、
諸
社
必
伝

　奏
非
有
之
事
候
、
言
上
之
儀
者
、

以
職
事
申
来
候
、
是
伝

　奏
同
前
候
、
惣
而
諸
社
之
伝

　奏
者
、
近
代
之
事
候
、

子
細
有
之
社
々
者
、
以
職
事
申
入
候
、
依
之
伝

　奏
之
儀
、
先
不
申
沙
汰
候
、
此

趣
御
心
得
尤
候
、
恐
々
謹
言
、 

　
　寛
文
七
也 

　
　
　九

月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　吉

良
若

（
義
冬
（

狭
守
殿

追
而
、
到
津
主
膳
此
返
状
致
隨
身
、
其
許
江

罷
下
候
、
委
細
者
主
膳
申
聞
候
間
、

可
申
述
と
存
候
、 

　
　
　
　寛

文
九
年
五
月
九
日

宇
佐
宮
神
主
到
津
主
膳
官
位
申
時
、
両
伝
ゟ
吉
良
若
狭
守
江

被
遣
候
状
之

下
書
、
殿

（
鷹
司
房
輔
（

下
ゟ
御
尋
ニ

付
、
正
親
町
殿
御
持
参
也
、 

（（7）
　
　
　起

請
文
前
書

一、今
度
被

　仰
出
候
神
社
御
條
目
之
趣
、
相
守
違
背
仕
間
鋪
候
、
幷

社
人
執

　奏
・

許
状
之
儀
付
而
、
無
依
怙
贔
屓
正
路
沙
汰
可
仕
事
、

一、神
道
事
・
理
之
学
、
吉
田
家
来
之
内
二
人
三
人
程
宛
、
断
絶
無
之
様
伝
授
可
仕
事
、 

付
、
事
理
共
ニ

伝
授
・
口
决
之
儀
、
縦
雖
為
貴
人
・
高
人
、
不
当
其
器
者
、
一

切
伝
授
仕
間
敷
事
、

一、吉
田
侍

（
兼
連
（

従
若
年
候
間
、
連
判
中
万
事
申
合
、
吉
田
為
能
様
ニ

沙
汰
仕
、
奢
た
る
儀

無
之
様
ニ

相
嗜
、
諸
事
相
談
之
節
、
不
立
私
之
所
存
、
多
分

ニ
つ
き
吉
田
た
め
能

様
ニ

可
仕
事
、

付
、
内
證
よ
り
執

　奏
・
許
状
之
取
次
、
其
外
表
向
之
儀
申
出
候
共
、
一
人
と

し
て
許
容
仕
間
敷
候
、
但
シ

、
連
判
中
相
談
之
上
、
障
無
之
儀
ハ
可
為
各
別
事
、

右
条
々
、
雖
為
一
事
於
致
違
犯
者
、
蒙
天
神
地
祇
、
殊
仁
波

神
祇
官
齋
場
所
・
吉

田
社
之
御
罰
可
申
候
、
仍

　誓
紙
如
件
、 

　
　
　寛

文
五
年
十
二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴

鹿
将

（
起
孝
（

監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　同

　采
（
治
定
（

女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大

角
主（

起
尚
（水

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴

鹿
左

（
和
之
（

京

　

　
　
　進
上 

　
　
　
　吉

良
若

（
義
冬
（

狭
守
様

　
　
　
　牧

野
佐

（
親
成
（

渡
守
様

（（8）一、去
年
七
月
十
一
日
被

　仰
出
候
御
條
目
・
御
朱
印
之
事
、
同
十
二
月
十
二
日
、
於

御
城
吉

（
兼
連
（

田
致
頂
戴
候
、
其
砌
吉
田
御
訴
訟
申
上
候
者
、
御
條
目
之
表
、
従
前
々
以

伝

　奏
遂
昇
進
輩
者
、
弥
可
為
其
通
、
如
此
御
座
候
、
雖
然
廿
二
社
古
来
各
別
ニ

御
崇
敬
之
事
ニ

御
座
候
得
者
、
廿
二
社
之
外
幷

伝
奏
無
之
社
之
祠
官
等
官
位
申
上

候
者
、吉
田
執

　奏
仕
候
様
ニ

被
仰
付
可
被
下
由
申
上
候
処
、則
其
通
ニ

被

　仰
付
、

神
文
之
前
書
等
迄
、
吉
良
若

（
義
冬
（

狭
守
殿
を
以
被
下
候
事
、 

一、御
條
目
御
文
言
之
事
、
諸
国
江

写
被
下
候
外
ハ
、
無
御
座
候
事
、 

一、廿
二
社
之
外
幷

伝

　奏
無
之
祠
官
等
位
階
、
吉
田
執

　奏
仕
義

、
寺
社
奉
行
口
上

被
申
渡
候
趣
、
摂

（
鷹
司
房
輔
（

政
様
・
飛

（
雅
章
（

鳥
井
殿
・
正（

實
豊
（親

町
殿
江

吉
田
より
不
申
上
、
当
月
八
日

初
而
申
上
候
、
因
茲
今
年
七
月
、
肥
後
国
阿
蘇
宮
之
神
主
位
階
申
上
候
時
分
、
吉

田
江

参
指
引
承
候
様
ニ

も
不
被
仰
付
候
義
、
御
尤
奉
存
候
、
今
度
尾
州
熱
田
之
大

宮
司
・
同
神
官
・
真
清
田
之
神
主
・
津
嶋
之
神
主
・
若
宮
之
神
主
等
官
位
事
、
以

職
事
直
ニ

申
上
之
由
承
候
故
、
三
人
之
者
共
於
江
戸
承
候
通
、
是
又
神
文
之
趣
ニ

も
違
背
仕
候
故
、
御
両
殿
迄
御
断
申
上
候
、
又
神
文
之
写
者
、
今
日
備

　摂
政
様

實
豊

雅
章
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御
覧
申
候
、
飛
鳥
井
殿
・
正
親
町
殿
江

ハ
、
昨
日
備
御
披
見
候
、

右
三
ケ
條
、
全
相
違
無
御
座
候
、
三
人
之
者
共
、
前
方
御
断
不
申
上
候
段
、
無

調
法
之
至
、
迷
惑
仕
候
、
乍
然
欽
恐
有
餘
之
至
、
御
免
被
成
、
向
後
廿
二
社
之

外
祠
官
等
位
階
申
時
分
、
吉
田
江

参
候
様
ニ

被
仰
付
可
被
下
候
、
仍
言
上
如
件
、

　寛
文
六
年
午

十
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴

鹿
将（

起
孝
（監

在
判 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大

角
主（

起
尚
（水

在
判 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴

鹿
采（

治
定
（女

在
判 

　
　
　青

木
志

（
吉
次
（

摩
守
殿

　
　
　廣

庭
中

（
祐
宣
（

務
少
輔
殿

（（9）
　
　
　口

上
之
覚

一、後
円
融
院
永
和
元
年
之
綸

　旨

　
　右

者
、
本
書
回
禄
、
兼
連
四
代
之
先
祖
写
置
候
、
其
後

　後
奈
良
院
天
文
二
年
之
綸

　旨
、
幷

　万
松
院
義
晴
之
御
教
書

　
　右

者
、
本
書
有
之
、
此
外
者
不
致
現
在
候
也
、 

　
　
　三

月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　兼

連

　
　
　青

木
志

（
吉
次
（

摩
守
殿

（（0）
　
　
　殿

（
鷹
司
房
輔
（

下
御
口
上
之
覚
書

吉
田
預
神
祇
官
由
雖
被
申
、
神
祇
官
屋
鋪
者
、
大
宮
猪
熊
通
二
條
御
城
近
辺
ニ

候

へ
と
も
、
只
今
致
退
転
候
、
後
柏
原
院
御
代
之
比
迄
、
八
神
殿
有
之
、
当
白
川

二（
雅
喬
（

位
家
忠
富
王
迄
、
代
々
預
之
被
致
支
配
候
、
吉
田
預
置
候
事
不
分
明
、
若
吉
田

之
齋
場
所
之
事
ニ

候
哉
、
是
者
、

　後
光
明
院
御
宇
正
保
三
年
、
伊
勢
例
幣
御
再

興
之
時
、
神
祇
官
断
絶
ニ

付
、
吉
田
齋
場
所
を
神
祇
官
ニ

被
借
用
候
事
ニ

而
、
神

祇
官
と
ハ
不
称
候
、 

　
　
　右

之
返
答

一、神
祇
官
之
旧
跡
者
、
二
條
御
城
之
近
辺
也
、
応
仁
兵
火
之
時
、
令
回
禄
候
、
其
後

者
社
頭
形
許
有
之
候
へ
と
も
、
天
正
十
四
年
十
一
月
十
二
日

　後
陽
成
院
御
即
位

由
奉
幣
之
儀
式
迄
者
、
於
彼
地
被
執
行
之
了
、
同
十
五
年
豊
臣
秀
吉
公
聚
楽
亭
造

畢
之
刻
、
以
件
地
頒
賜
諸
士
之
宅
地
、
因
茲
神
祇
官
断
絶
了
、

一、後
陽
成
院
天
正
十
八
年
三
月
十
三
日
、
神
祇
官
之
八
神
殿
、
於
吉
田
齋
場
所
之
境

内
可
有
御
再
興
之
由
、
被

　仰
出
於
卜

（
吉
田
（

部
兼
見
、
先
年

　行
幸
之
時
依
有
御
立
願

也
、
為
造
営
料
下
賜
貮
拾
石
於
兼
見
、
八
神
之
社
、
先
二
字
ニ

可
致
造
営
之
由
勅

定
云
々
、
同
年
四
月
十
八
日
、
八
神
之
社
二
字
ニ

造
営
、
則
奉
遷
社
了
、
一
宇
者

神カ
ン
タ
マ魂

日ヒ

ノ神
、
玉タ

マ

魂
日
神
、

高タ
カ
タ
マ魂

日ヒ

ノ神
、
生イ

ク
タ
マ魂

日ノ神
、
四
神
相
殿
也
、
一
宇
者

足タ
ル
タ
マ魂

日
ノ

神
、
御ミ

ケ

ツ

食
津
神
、

大オ
ほ
ミ
ヤ
ヒ
メ
ノ

宮
比
売
神
、
事コ

ト
シ
ロ代

主ノ神
、四
神
相
殿
也
、
其
後

八
神
別
殿
ニ

被
改
造
候
、
今
之
八
神
殿
是
也
、 

一、慶
長
十
四
年
八
月
十
五
日
、
伊
勢
両
宮
造
替
被
献
官
幣
ニ

付
、
神
祇
官
之
事
、
於

吉
田
可
執
行
之
由
、
因

　東

（
平
出
（（
徳
川
家
康
（

照
宮
之
御
諚
、
神
宮
伝
奏
大
炊
御
門
大
納
言
経
頼
卿

被
申
渡
於
卜
部
兼
見
・
兼
治
候
、
同
年
九
月
十
五
日
奉
幣
使
発
遣
之
刻
、
於
八
神

殿
之
前
、
神
祇
官
之
作
法
被
執
行
訖
、
是
於
吉
田
ニ

神
祇
官
作
法
之
始
也
、
御
湯

殿
上
記
に
も
右
之
子
細
相
見
候
、
従
同
十
六
年

　
　法

（
平
出
（（
後
水
尾
天
皇
（

皇
御
即
位
至
寛
文
二
年 

当
（
平
出
（（
霊
元
天
皇
（

今
御
即
位
、
御
代
々
之
由
奉
幣
幷

伊
勢
両
宮
造
替
同
假
殿
遷
宮
・
正
遷
宮
等
、

被
献
官
幣
之
度
々
、
悉
於
吉
田
八
神
殿
之
前
被
執
行
之
候
、
且
又

　後
光
明
院
正

保
四
年
、
伊
勢
例
幣
御
再
興
之
刻
、
於
八
神
殿
之
前
被
執
行
之
、
自
爾
以
来
、
毎

年
於
彼
社
頭
被
執
行
候
事
、 

一、神
祇
官
之
作
法
、
於
吉
田
被
執
行
候
事
者
、
依
有
八
神
殿
也
、
非
齋
場
所
之
故
候
、

齋
場
所
者
、

　神
武
天
皇
五
十
八
年
、
於
大
和
国
膽イ

コ
マ駒

山
初
有
勧
請
、
嵯
峨
天
皇

弘
仁
八
年
、
仰
卜
部
曩
祖
智チ

ヂ
マ
ロ

治
麿
被
移
齋
場
所
於
山
城
国
如
意
峯
、
其
刻
有
日
本

最
上
之

　聖
勅
、

　後
土
御
門
院
文
明
十
六
年
、
仰
卜

（
吉
田
（部

兼
倶
被
移
於
神
楽
岡
、

今
齋
場
所
是
也
、

　以
右
之
子
細
、
吉
田
預
置
神
祇
官
候
由
、
某
先
度
申
入
候
、
従
殿
下
之
書
付
ニ

吉
田
預
置
神
祇
官
候
事
不
分
明
之
由
、
幷

正
保
三
年
伊
勢
例
幣
御
再
興
之
時
、

神
祇
官
断
絶

ニ
付
、
吉
田
齋
場
所
を
神
祇
官
被
借
用
之
由
候
者
、
先
例
未
勘
之
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様
ニ

存
候
、
其
上
齋
場
所
之
神
殿
を
号
太
元
宮
候
、
八
神
殿
者
太
元
宮
之
北
方

ニ
在
之
、
毎
年
神
祇
官
作
法
於
八
神
殿
之
前
被
執
行
之
候
、
若
齋
場
所
之
故
ニ

候
ハ
ヽ
、
於
太
元
宮
之
前
其
作
法
可
有
之
儀
候
、
八
神
殿
・
太
元
宮
幷

神
祇
官

作
法
之
時
、
被
立
幄
候
様
子
、
別
紙

ニ
絵
図
写
之
入
見
参
候
、 

一、兼
倶
三
ケ
條
之
書
付
之
内
、
代
々

　宣
旨
有
之
由
候
へ
と
も
、
一
代
も
不
相
見
候

由
、
従
殿
下
被
難
之
候
、
吉
田
家
者
、
自
往
古
相
伝
之
神
書
幷

記
録
文
書
等
如
形

致
所
持
候
処
、
応
仁
兵
火
之
時
分
、
於
室
町
冷
泉
亭
大
半
令
焼
失
候
、
其
後
天
正

之
比
吉
田
回
禄
之
刻
、
相
続
焼
失
了
、
兼
倶
在
世
之
時
分
者
、
定
而
代
々

　
　宣

（
平
出
（

旨
可
有
之
候
、
代
々
之

　宣
旨
無
之
候
而
構
虚
言
候
事
、
着
衣
冠
之
輩
者
有
之
間

敷
存
候
、
殊
兼
倶
者
、
吉
田
家
中
興
之
祖
ニ

候
故
、
神
祇
道
之
事
以
兼
倶
致
軌
範

候
歟
、
其
上
卜
部
兼
見
写
置
候

　後
円
融
院
御
時
諸
社
執

　奏
之
事
吉
田
ニ

被

　

仰
付
候

　綸
旨
ニ

、
被
任
延
長
五
年
聖
断
之
旨
之
由
候
得
者
、
諸
社
執

　奏
之
儀
、

後
円
融
院
以
前

　醍
醐
天
皇
之
御
時
に
も
被
仰
付
候
様
ニ

相
見
候
、
此

　後
円
融

院
之

　綸
旨
者
写
に
て
候
間
、
難
被
用
之
由
承
候
、
惣
而
写
書
之
事
、
筆
者
不
分

明
候
物
者
尤
難
信
用
候
、
此
写
書
者
、
吉
田
兼
連
四
代
之
祖
兼
見
自
筆
ニ

而
写
置

候
得
ハ
、
吉
田
家
ニ
ハ
別
而
證
文
と
存
事
ニ

候
、
諸
家
之
記
録
、
何
も
以
先
祖
之

自
筆
為
證
文
令
重
宝
候
事
者
、
流
布
之
儀
ニ

候
、
且
又

　
　後

（
平
出
（奈

良
院
天
文
二
年

卜
部
兼
右
ニ

被
下
候

　
　綸

（
平
出
（旨

ニ
、
神
祇
道
之
諸
事
、
依
為
神
祇
管
領
、
古
来
一

身
之
進
退
也
、と
有
之
候
へ
ハ
、諸
社
執

　奏
之
儀
も
、可
為
神
祇
道
之
一
事
候
哉
、 

一、伝

　奏
と
申
名
目
者
、
近
代
出
来
候
由
ニ

候
、

　
　称

（
平
出
（光

院
御
代
始
応
永
廿
年
、

前
中
納
言
家

（
清
閑
寺
（

房
・
宗

（
松
木
（

量
・
参
議
清

（
甘
露
寺
（

長
等
ニ

被

　仰
伝

　奏
事
之
由
、
旧
記
相
見
候
、

従
是
以
前
伝

　奏
之
事
無
所
見
歟
候
由
、
承
及
候
、
然
者
伝

　奏
者
応
永
以
来
之

儀
也
と
兼
倶
申
條
、
非
無
其
謂
歟
、
殿
下
之
書
付
に
ハ
、
賀
茂
伝
奏
者
応
安
年
中

之
儀
也
と
云
々
、
某
浅
識
寡
聞
之
事
ニ

候
へ
ハ
、
分
明
難
決
定
候
、
諸
家
被
相
尋
、

伝
奏
之
事
初
而
被

　仰
出
之
時
分
、
可
被
遂
穿
鑿
候
歟
之
事
、 

一、嘉
禄
之

　勅
裁
之
事
、

　後
奈
良
院
勅
書
ニ

、
嘉
禄
之
度
之

　綸
旨
者
さ
り
と
て

ハ
文
字
あ
や
ま
り
た
る
も
の
に
て
候
由
、
被
染

　宸
翰
之
趣
、
殿
下
之
書
付
ニ

相

見
候
、
此
條
宸
翰
を
能
々
不
致
拝
見
候
而
ハ
、
愚
昧
之
某
な
と
不
審
ニ

存
候
、
惣

而
文
字
の
あ
や
ま
り
と
申
候
者
、
或
一
両
字
、
或
三
四
字
あ
や
ま
り
た
る
を
は

文
字
の
あ
や
ま
り
と
可
申
候
哉
、
嘉
禄
之

　勅
裁
全
篇
御
あ
や
ま
り
と
の
事
に
候

ハ
ヽ
、
文
字
の
あ
や
ま
り
と
ハ
被
染

　宸
翰
間
鋪
様
に
存
候
、

　宸
翰
御
所
望
候

而
被
遂
拝
見
、
其
上
に
て
御
沙
汰
可
有
之
候
哉
、 

　
　右

者
、
兼
倶
三
ケ
條
之
書
付
、
従
殿
下
被
難
之
候
返
答
也
、 

一、白
川
家
者
、

　花
山
院
之
王
子
清
仁
親
王
之
後
胤
、
代
々
被
補
伯
職
、

　主
上
御
拝

之
御
手
代
被
勤
之
候
事
、
勿
論
候
歟
、
神
祇
道
管
領
長
上
等
之
事
、
被
下

　綸
旨

之
由
者
、
未
聞
其
沙
汰
候
歟
、 

一、吉
田
家
者
、
天
児
屋
根
尊
之
後
胤
也
、

　天
照
太
神
之
御
時
、
天
児
屋
根
尊
掌
神

事
之
宗
源
給
之
由
、
見
于
神
代
巻
候
、
自
爾
以
来
、
吉
田
家
伝
唯
受
一
人
之
大
業
、

歴
代
為
神
祇
道
之
管
領
長
上
者
也
、
因
茲
諸
社
之
神
主
・
祠
官
之
輩
、
神
書
幷

事

相
等
為
伝
授
、
従
四
方
輻
湊

〔
奏
〕之

故
、
諸
社
之
神
名
幷

神
職
之
種
姓
・
官
位
等
之
事
、

吉
田
家
略
記
留
置
候
ニ

付
、
諸
社
之
神
主
・
祠
官
吉
田
家
を
以
官
位
之
事
申
上
候

を
ハ
、
委
細
遂
吟
味
、
従
前
代
吉
田
家
職
事
迄
申
入
来
候
、
諸
社
勘
例
之
事
有
之

候
刻
者
、
吉
田
へ
被

　仰
付
致
勘
進
候
、
然
者
只
今
諸
社
執

　奏
之
儀
被

　仰
付

候
而
も
、
可
応
其
儀
候
歟
、
近
年
取
次
未
練
之
輩
者
、
神
主
・
祠
官
位
階
之
儀

ニ
付
、

不
勘
之
事
共
有
之
様
ニ

存
候
事
、 

一、永
和
元
年
之

　綸
旨
、
天
下
諸
神
社
執

　奏
之
事
、
諸
社
家
官
位
執

　奏
之
儀
ニ

而
無
之
由
、
殿
下
之
書
付
ニ

相
見
候
、
尤
廿
二
社
等
者
、
神
主
・
祠
官
官
位
申
上

候
外
、
経

　奏
聞
候
事
共
有
之
候
様
ニ

相
見
候
、
其
外
之
諸
国
大
小
之
神
社
者
、

神
主
・
祠
官
官
位
致
執

　奏
候
外
者
、
可
致

　奏
達
事
希
有
之
儀
ニ

候
歟
、然
者

後
円
融
院
之
御
時
、
天
下
之
諸
神
社
執

　奏
之
儀
被

　仰
付
候
も
、
官
位
執

　奏

之
事
可
為
第
一
と
存
候
事
、 

一、先
年
宇
佐
宮
神
主
到
津
主
膳
事
ニ

付
、
正

（
實
豊
（

親
町
・
某

（
飛
鳥
井
雅
章
（

遣
吉
良
若
狭

（
義
冬
（守

候
書
状
之
留

書
、
従
殿
下
被
出
之
候
、
此
留
書
、
吉
田
諸
社
執

　奏
之
儀
ニ

付
被
出
候
段
、
難

得
心
候
、
子
細
有
之
社
者
、
元
来
従
吉
田
執

　奏
之
儀
不
申
上
候
、
其
趣
吉
田
先
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年
於
江
戸
指
上
候
一
紙
ニ

相
見
候
、 

一、従
吉
田
之
雑
掌
共
、
遣
殿
下
之
家
司
青
木
志

（
吉
次
（摩

守
・
廣
庭
中

（
祐
宣
（務

少
輔
候
一
紙
之

留
書
、
従
殿
下
被
出
之
候
、
此
一
紙
者
、
先
年
肥
後
国
阿
蘇
宮
神
主
阿
蘇
宮
内
位

階
之
儀
申
上
候
刻
、
廣
庭
中
務
執
持
候
而
相
済
、
其
後
尾
州
之
社
家
共
、
其
縁
引

を
以
位
階
之
儀
申
上
候

ニ
付
、
従
吉
田
申
候
者
、
諸
社
執

　奏
之
儀
御
書
付
ハ
未

致
頂
戴
候
得
共
、
先
年
於
江
戸
寺
社
奉
行
諸
社
執

　奏
之
儀
被
申
渡
候
間
、
自
今

以
後
ケ
様
之
社
家
位
階
之
儀
従
吉
田
執

　奏
申
度
由
、
殿
下
幷

正
親
町
・
某
へ
断

申
候
へ
と
も
、
諸
社
へ
被
下
候
御
條
目
ニ

執

　奏
之
儀
無
之
候
と
て
、
殿
下
・
正

親
町
承
引
無
之
候
、
然
處
ニ

吉
良
若
狭
守
・
牧
野
佐

（
親
成
（

渡
守
吉
田
雑
掌
共
ニ

か
ゝ
せ

被
置
候
起
請
文
之
案
紙
ニ 

、
諸
社
執

　奏
之
事
被
書
載
候
、
此
案
紙
者
、
吉
良

若
狭
守
よ
り
被
出
候
刻
、
於
牧
野
佐
渡
守
宿
所
被
為
書
候
事
、
委
細
吉
田
雑
掌
共

申
候
而
、
其
案
紙
、
殿
下
・
正
親
町
へ
入
披
見
候
ニ

付
、
ケ
様
之
書
物
只
今
迄
見

せ
不
申
事
、
雑
掌
共
之
過
失
に
て
候
と
て
、
此
一
紙
か
ゝ
せ
ら
れ
候
廣
庭
中
務
も
、

ケ
様
之
儀
不
存
候
而
、
阿
蘇
宮
内
位
階
之
儀
執
持
候
事
、
致
迷
惑
候
由
候
一
紙
相

調
、
正
親
町
・
某
方
へ
指
越
候
而
事
済
候
、
相
談
に
て
候
へ
と
も
、
ケ
様
之
儀
ニ

、

殿
下
之
家
司
吉
田
之
雑
掌
共
ニ

一
紙
を
か
ゝ
せ
申
候
事
、
正
親
町
も
某
も
如
何
鋪

存
候
ニ

付
、
双
方
之
一
紙
面
々
へ
返
し
候
而
事
済
候
、
吉
田
雑
掌
共
書
候
本
紙
者
、

殿
下
ニ

も
有
之
間
敷
候
、
本
紙
返
し
候
而
事
済
候
上
に
て
も
、
留
書
被
出
候
ハ
ゝ
、

廣
庭
中
務
一
紙
之
書
留
も
関
白
家
ニ

可
在
之
候
間
、
此
一
紙
ニ

相
添
可
被
出
事
と

存
候
、 

一、先
度
入
見
参
候
三
條
西
実
教
卿
ゟ
被
出
之
候
一
紙
者
、
先
年
吉
田
諸
社
執

　奏

之
儀
江
戸
へ
申
上
候
刻
、 

実
教
卿
此
一
紙
被
持
来
某
ニ

被
語
候
者
、 

三
條
家
ニ

も

ケ
様
之
事
記
留
候
而
有
之
候
へ
ハ
、 

吉
田
諸
社
執

　奏
之
儀
江
戸
江

被
申
上
候
事
、

無
余
儀
由
被
申
候
、
当
春
又
貴
殿
へ
ハ
、
此
一
紙
不
用
之
由
被
申
候
得
ハ
、
一
事

両
用
之
様
ニ

相
聞
之
候
事
、 

右
者
、
従
殿
下
数
通
之
書
物
被
出
之
候
ニ

付
、
逐
一
別
紙
ニ

其
断
申
入
候
事
も

繁
多
紛
乱
如
何
敷
存
候
故
、
愚
意
之
趣
、
一
所
ニ

書
集
入
見
参
候
也
、 

　
　
　
　以

上
、 

　
　寛

文
九
年
九
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　雅

（
飛
鳥
井
（

章

　
　
　

　
　
　
　
　板

倉
内
膳

（
重
矩
（正

殿

（（（）
　
　
　吉

田
八
神
殿
齋
場
所
之
図

（（（） 

　
　
　口

上
之
覚

一、吉
（
兼
連
（

田
之
儀
、
当
時
先
相
済
間
敷
之
旨
、
去
年
五
月
以
御
書
付
被
仰
入
候
處
、
飛

（
雅
章
（

鳥

井
殿
所
存
之
通
、
重
而
被
注
之
、
殿

（
鷹
司
房
輔
（

下
御
書
付
之
趣
、
一
々
被
難
之
候
、
皆
以

支
流
之
論
辨
ニ

而
候
、
仰
此
儀
、
吉
田
於
江
府
訴
訟
之
書
付
一
紙
被
指
上
候
ニ

付
、

此
儀
可
有
如
何
哉
与 

、
爰
許
之
様
子
御
尋
候
由

ニ
而
、
右
之
一
紙
、
従
内

（
板
倉
（

膳
正
殿

飛
鳥
井
殿
・
正
親
町
殿
江

被
相
渡
、
殿
下
江

被
進
之
候
、
依
茲
旧
例
之
儀
、
吉
田
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年
於
江
戸
指
上
候
一
紙
ニ

相
見
候
、 

一、従
吉
田
之
雑
掌
共
、
遣
殿
下
之
家
司
青
木
志

（
吉
次
（摩

守
・
廣
庭
中

（
祐
宣
（務

少
輔
候
一
紙
之

留
書
、
従
殿
下
被
出
之
候
、
此
一
紙
者
、
先
年
肥
後
国
阿
蘇
宮
神
主
阿
蘇
宮
内
位

階
之
儀
申
上
候
刻
、
廣
庭
中
務
執
持
候
而
相
済
、
其
後
尾
州
之
社
家
共
、
其
縁
引

を
以
位
階
之
儀
申
上
候

ニ
付
、
従
吉
田
申
候
者
、
諸
社
執

　奏
之
儀
御
書
付
ハ
未

致
頂
戴
候
得
共
、
先
年
於
江
戸
寺
社
奉
行
諸
社
執

　奏
之
儀
被
申
渡
候
間
、
自
今

以
後
ケ
様
之
社
家
位
階
之
儀
従
吉
田
執

　奏
申
度
由
、
殿
下
幷

正
親
町
・
某
へ
断

申
候
へ
と
も
、
諸
社
へ
被
下
候
御
條
目
ニ

執

　奏
之
儀
無
之
候
と
て
、
殿
下
・
正

親
町
承
引
無
之
候
、
然
處
ニ

吉
良
若
狭
守
・
牧
野
佐

（
親
成
（

渡
守
吉
田
雑
掌
共
ニ

か
ゝ
せ

被
置
候
起
請
文
之
案
紙
ニ 

、
諸
社
執

　奏
之
事
被
書
載
候
、
此
案
紙
者
、
吉
良

若
狭
守
よ
り
被
出
候
刻
、
於
牧
野
佐
渡
守
宿
所
被
為
書
候
事
、
委
細
吉
田
雑
掌
共

申
候
而
、
其
案
紙
、
殿
下
・
正
親
町
へ
入
披
見
候
ニ

付
、
ケ
様
之
書
物
只
今
迄
見

せ
不
申
事
、
雑
掌
共
之
過
失
に
て
候
と
て
、
此
一
紙
か
ゝ
せ
ら
れ
候
廣
庭
中
務
も
、

ケ
様
之
儀
不
存
候
而
、
阿
蘇
宮
内
位
階
之
儀
執
持
候
事
、
致
迷
惑
候
由
候
一
紙
相

調
、
正
親
町
・
某
方
へ
指
越
候
而
事
済
候
、
相
談
に
て
候
へ
と
も
、
ケ
様
之
儀
ニ

、

殿
下
之
家
司
吉
田
之
雑
掌
共
ニ

一
紙
を
か
ゝ
せ
申
候
事
、
正
親
町
も
某
も
如
何
鋪

存
候
ニ

付
、
双
方
之
一
紙
面
々
へ
返
し
候
而
事
済
候
、
吉
田
雑
掌
共
書
候
本
紙
者
、

殿
下
ニ

も
有
之
間
敷
候
、
本
紙
返
し
候
而
事
済
候
上
に
て
も
、
留
書
被
出
候
ハ
ゝ
、

廣
庭
中
務
一
紙
之
書
留
も
関
白
家
ニ

可
在
之
候
間
、
此
一
紙
ニ

相
添
可
被
出
事
と

存
候
、 

一、先
度
入
見
参
候
三
條
西
実
教
卿
ゟ
被
出
之
候
一
紙
者
、
先
年
吉
田
諸
社
執

　奏

之
儀
江
戸
へ
申
上
候
刻
、 

実
教
卿
此
一
紙
被
持
来
某
ニ

被
語
候
者
、 

三
條
家
ニ

も

ケ
様
之
事
記
留
候
而
有
之
候
へ
ハ
、 

吉
田
諸
社
執

　奏
之
儀
江
戸
江

被
申
上
候
事
、

無
余
儀
由
被
申
候
、
当
春
又
貴
殿
へ
ハ
、
此
一
紙
不
用
之
由
被
申
候
得
ハ
、
一
事

両
用
之
様
ニ

相
聞
之
候
事
、 

右
者
、
従
殿
下
数
通
之
書
物
被
出
之
候
ニ

付
、
逐
一
別
紙
ニ

其
断
申
入
候
事
も

繁
多
紛
乱
如
何
敷
存
候
故
、
愚
意
之
趣
、
一
所
ニ

書
集
入
見
参
候
也
、 

　
　
　
　以

上
、 

　
　寛

文
九
年
九
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　雅

（
飛
鳥
井
（

章

　
　
　

　
　
　
　
　板

倉
内
膳

（
重
矩
（正

殿

（（（）
　
　
　吉

田
八
神
殿
齋
場
所
之
図

（（（） 

　
　
　口

上
之
覚

一、吉
（
兼
連
（

田
之
儀
、
当
時
先
相
済
間
敷
之
旨
、
去
年
五
月
以
御
書
付
被
仰
入
候
處
、
飛

（
雅
章
（

鳥

井
殿
所
存
之
通
、
重
而
被
注
之
、
殿

（
鷹
司
房
輔
（

下
御
書
付
之
趣
、
一
々
被
難
之
候
、
皆
以

支
流
之
論
辨
ニ

而
候
、
仰
此
儀
、
吉
田
於
江
府
訴
訟
之
書
付
一
紙
被
指
上
候
ニ

付
、

此
儀
可
有
如
何
哉
与 

、
爰
許
之
様
子
御
尋
候
由

ニ
而
、
右
之
一
紙
、
従
内

（
板
倉
（

膳
正
殿

飛
鳥
井
殿
・
正
親
町
殿
江

被
相
渡
、
殿
下
江

被
進
之
候
、
依
茲
旧
例
之
儀
、
吉
田
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へ
雖
被
相
尋
候
、
慥
ニ

社
家
官
位
執

　奏
之

　綸
旨
・
證
文
等
無
之
候
、
則
最
前

被
仰
入
通
候
、
摂
家
中
江

被
仰
入
被
成
御
尋
候
得
共
、
到
今
吉
田
家
旧
例
不
被
得

所
見
候
、
然
上
者
、
此
事
先
新
規
之
儀
ニ

決
定
候
間
、
相
済
間
鋪
候
条
、
弥
左
様

ニ
御
意
得
可
被
成
候
、 

一、当
（
霊
元
天
皇
（

今
御
宇
、
殿
下
被
補
職
以
来
、
不
依
大
小
之
事
、
断
絶
再
興
之
儀
者
、
不
被
仰

出
候
、
况
新
規
之
儀
者
、
不
及
其
沙
汰
、
不
相
済
候
分
近
年
其
例
不
一
候
、
是
則

飛
鳥
井
殿
・
正

（
實
豊
（

親
町
殿
年
来
覚
悟
事
候
、
吉
田
新
規
莫
太
之
望
、
容
易
御
沙
汰
候

儀
、
殿
下
不
能
御
覚
悟
候
間
、
最
前
如
被
仰
入
候
、
連
々
旧
記
等
廣
被
相
考
、
諸

政
悉
出
於

　叡
慮
之
時
節
於
被
及
御
沙
汰
者
、
不
可
有
後
難
被
思
召
候
、
先
如
有

来
候
、
無
伝

　奏
社
之
祠
官
先
例
有
之
輩
者
、
以
職
事
申
上
難
渋
無
之
事
候
、
此

御
返
事
速
可
被
仰
入
之
処
、
自
去
年
旧
例
等
之
儀
御
穿
鑿
耳
ニ

而
候
得
共
、
至
今

不
被
得
所
見
候
故
、
御
延
引
之
事
、 

一、殿
下
摂
関
之
儀
、
才
徳
雖
不
当
其
器
、
践
烈
祖
之
跡
、
当
職
之
上
者
、
棟
梁
于
諸

官
者
也
、
然
者
官
位
政
事
一
身
之
裁
制
辞
譲
所
無
之
候
、
雖
然
正
理
無
紛
儀
者
、

為
忠
義
之
条
、
不
限
両
伝

　奏
、
誰
人
之
所
存

ニ
而
も
可
相
立
事
勿
論
候
、
吉
田

之
儀
者
、
新
規
ト

云
、
道
理
不
分
明
処
、
飛
鳥
井
殿
限
此
義
無
遠
慮
被
荷
擔
、
対

殿
下
過
言
不
似
合
儀
候
、
其
上
此
事
到
後
来
相
済
間
敷
与

有
之
候
者
残
念
之
旨
、

強
而
存
分
被
相
述
義
も
可
有
之
哉
、
殿
下
御
所
意
、
先
只
今
正
理
不
見
之
間
、
被

相
延
候
様
ニ

と
之
事
者
、
朝
廷
之
儀
軽
々
敷
御
沙
汰
難
成
被
思
召
故
ニ

候
処
、
飛

鳥
井
殿
理
不
尽
ニ

相
済
候
様
と
の
儀
、
依
怙
之
至
候
、
尤
飛
鳥
井
殿
書
付
ニ

、
事

之
筋
相
違
之
義
有
之
候
間
、
一
々
可
被
及
御
再
答
候
得
共
、
事
長
ク

且
又
世
俗
底

之
論
訴
ケ
間
敷
成
行
候
儀
、
無
道
候
故
、
万
端
被
閣
之
事
候
、
已
上
、 

　
　
　八

月
（
寛
文
十
年
（

 

十
四
日

（（（） 

　
　
　
　九

（
兼
晴
（

条
殿
御
口
上
之
趣

一、吉
田
家
諸
社
家
官
位
申
時
、
執

　奏
可
有
之
哉
之
事
、
旧
例
雖
考
之
、
無
所
見
候
、 

　
　
　
　二

（
光
平
（

条
殿
御
口
上
之
趣

一、従
吉
田
家
諸
社
家
官
位
申
時
、
執

　奏
可
有
之
哉
之
事
、
先
例
引
考
之
、
無
所
見

候
、
如
又
新
儀
於
被
仰
出
者
、
神
祇
伯
可
応
其
職
歟
、 

　
　
　
　近

（
基
熙
（

衛
殿
御
口
上
之
趣

一、吉
田
家
諸
社
家
官
位
申
時
、
執

　奏
可
有
之
哉
之
事
、

　後
奈
良
院

　勅
書
披
見

有
度
思
召
候
、 

　
　
　
　一

（
内
房
（

条
殿
御
口
上
之
趣

一、御
若
手
故
、

　禁
中
方
官
位
等
之
儀
も
、 

　勅
答
御
理
被
仰
上
候
間
、
不
及
有
無

子
細
事
、 

右
二
十
三
通
、
寛
文
十
年
庚
戌
八
月
、
板
倉
内
膳
正
重
矩
自
京
都
注
進
江
戸
、

関
白
ハ
鷹
司
房
輔
公
也
、
武
家
両
伝
奏
ハ
飛
鳥
井
雅
章
卿
・
正
親
町
實
豊
卿
也
、

吉
田
侍
従
為
雅
章
壻

〔
婿
〕故

、
左
袒
吉
田
而
與
関
白
殿
問
答
、
其
後
雅
章
・
實
豊
共

辞
退
伝
奏
、 

延
宝
二
年
甲
寅
八
月
朔
日
、
於
殿
中
久
世
太

〔
大
〕和

守
廣
之
被
渡
、
弘

（
林

 
春
齋
（

文
院
可
献
勘

文
云
々
、 

　
　
　二

十
三
通
之
要
文

一、廿
二
社
幷

大
社
、
鹿
島
・
香
取
・
諏
訪
・
熱
田
・
日
前
・
熊
野
・
阿
蘇
・
宇
佐
、

是
等
之
社
大
宮
司
・
神
主
ノ
外
ハ
、
諸
社
ノ
位
階
吉
田
執
奏
仕
タ
キ
由
、 

是
ハ
、
吉

（
兼
連
（

田
ヨ
リ
内

（
板
倉
重
矩
（

膳
正
ヘ
ノ
願
ナ
リ
、
関

（
鷹
司
房
輔
（

白
殿
ヨ
リ
證
文
コ
レ
ア
リ
ヤ
ト
吉

田
ヘ
御
尋
候
、 

一、吉
田
ヨ
リ
證
文
、
永
和
元
年
・
天
文
二
年
・
三
年
ノ
綸
旨
御
教
書
三
通
コ
レ
ア
リ

候
、
但
永
和
元
年
ノ
綸
旨
ハ
、
近
代
吉
田
ノ
先
祖
写
シ
ニ

テ
候
、 

関
白
殿
ノ
難
ニ

、
永
和
ノ
綸
旨
ハ
、
写
ニ

テ
用
ヒ
ガ
タ
ク
、
天
文
ノ
綸
旨
ハ
、

神
道
ノ
事
ニ

テ
、
諸
社
執

　奏
之
事
ニ

テ
ハ
コ
レ
ナ
シ
、 

飛（
雅
章
（

鳥
井
返
答
、
先
祖
ノ
自
筆
尤
モ
證
文
タ
ル
ベ
シ
、
諸
家
ノ
記
録
何
レ
モ
先
祖

ノ
自
筆
ヲ
證
據
ト
イ
タ
シ
候
、
天
文
ノ
綸
旨
ニ

モ
神
祇
道
ノ
諸
事
ト
有
之
候
ヘ
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バ
、
諸
社
執
奏
之
儀
モ
可
為
神
祇
道
之
事
候
ヤ
、

一、関
白
殿
ヨ
リ
両
伝
奏
ヘ
遣
ハ
サ
レ
候
御
状

是
ハ
、
吉
田
官
位
執
奏
之
證
文
慥
ナ
ラ
ズ
、
江
戸
ヨ
リ
ノ
御
條
目
ニ

モ
、
官
位

執
奏
之
儀
無
之
候
、
其
上
伝
奏
無
之
社
家
ハ
、
古
来
ヨ
リ
職
事
相
付
披
露
之
事

也
、
然
レ
バ
吉
田
望
申
ト
コ
ロ
過
分
ノ
由
、
モ
シ
新
規
ニ

仰
付
ラ
レ
候
ヘ
バ
、

吉
田
ヨ
リ
白
河
可
然
候
ト
ノ
由
、
且
又
吉

（
義
冬
（

良
・
寺
社
奉
行
口
上
ニ

テ
申
渡
候
儀
、

不
実
ノ
由
相
聞
候
由
、 

一、嘉
禄
三
年
ノ
綸
旨

是
ハ
、
西
三

（
實
教
（條

殿
ヨ
リ
飛
鳥
井
殿
へ
遣
ハ
サ
ル
ヽ
ヨ
シ
ニ

テ
、
内
膳
正
ヘ
写
シ

遣
ス
、
関
白
殿
付
紙
ニ

テ
、
神
道
ノ
證
據

ニ
ハ
ナ
ル
ベ
ク
候
ヘ
ド
モ
、
官
位
取

次
ノ
證
拠
ニ

ハ
ナ
ル
マ
ジ
キ
由
ノ
難
ア
リ
、 

一、神
祇
官

飛
鳥
井
殿
所
存
ハ
、
古
来
ヨ
リ
吉
田
ノ
預
リ
ニ

テ
候
ヘ
バ
、
執
奏
之
儀
モ
勿
論

ノ
事
ニ

テ
候
、
関
白
殿
ノ
難
ニ

、
神
祇
官
ハ
白
河
支
配
致
サ
レ
候
、
吉
田
ノ
預

リ
候
事
不
分
明
候
ト
ノ
由
、
数
通
ノ
問
答
有
之
候
、 

一、白
（
雅
喬
（

河
ヨ
リ
、
二
十
一
社
伝
奏
ノ
家
々
目
録
出
サ
レ
候
、 

一、関
白
殿
思
召
ノ
趣
ハ
、
当
今
御
幼
少
ノ
内
ハ
、
新
規
ノ
儀
ハ
延
引
、
御
成
長
被
成

叡
慮
決
断
ノ
時
、
御
沙
汰
可
然
事
、 

一、九
（
兼
晴
（

條
殿
・
二

（
光
平
（

條
殿
・
近

（
基
熙
（

衛
殿
何
レ
モ
、
吉
田
執
奏
ノ
儀
合
心
無
之
候
、
一

（
内
房
（

條
殿
ハ

御
若
輩
ノ
由
ニ

テ
、
有
無
ノ
沙
汰
ニ

及
バ
ス
、 

　
　
　勘

文

一、吉
田
ノ
社
ハ
、
清
和
天
皇
ノ
時
、
中
納
言
藤
原
山
蔭
建
立
ニ

候
、
此
時
ハ
雷
神
ヲ

崇
メ
申
サ
レ
候
、
延
喜
式
ニ

モ
、
卜
部
氏
ヲ
シ
テ
吉
田
ノ
社
ヲ
祭
ラ
シ
ム
ト
見
ヘ

候
、
一
條
院
ノ
御
時
卜
部
兼
延
ヲ
吉
田
ノ
社
務
ニ

任
ゼ
ラ
レ
シ
ヨ
リ
、
吉
田
ノ
社

内
ニ

春
日
ノ
社
ヲ
勧
請
シ
、
諸
国
ノ
諸
神
ヲ
合
セ
祭
ル
ト
申
シ
伝
ヘ
候
、
春
日
ハ

藤
原
ノ
氏
神
タ
ル
ニ

ヨ
リ
、
藤
原
氏
ノ
后
タ
チ
、
奈
良
ハ
道
遠
キ
ユ
ヘ
春
日
行
啓

ニ
准
シ
テ
、
吉
田
ヘ
御
参
詣
ニ

候
、
兼
延
ヨ
リ
以
来
六
百
年
ア
マ
リ
、
当
吉
田
マ

テ
相
続
ニ

テ
候
、 

一、天
照
太
神
ノ
御
時
、天
児
屋
根
尊
神
道
ヲ
ツ
カ
サ
ド
リ
タ
マ
フ
、大
織
冠
マ
デ
代
々

相
続
ナ
リ
、
大
織
冠
天
下
ノ
政
ヲ
執
タ
マ
フ
ニ

ヨ
リ
、
其
従
弟
意
美
麻
呂
ニ

神
職

ヲ
譲
リ
タ
マ
フ
、
大
織
冠
モ
意
美
麻
呂
モ
中
臣
氏
ニ

テ
御
座
候
、
大
織
冠
ハ
藤
原

ノ
姓
を
賜
リ
候
へ
共
、
意
美
麻
呂
ハ
其
マ
ヽ
中
臣
氏
ニ

テ
神
道
ヲ
相
続
ス
、
意
美

麻
呂
ヨ
リ
五
代
平
麻
呂
ニ

至
テ
、
始
テ
卜
部
姓
ト
ナ
ル
、
卜
部
氏
神
職
相
伝
ハ
神

代
ヨ
リ
ノ
事
ニ

テ
、
兼
延
以
来
吉
田
ノ
神
主
相
続
候
ヘ
ハ
、
神
道
ノ
正
流
ニ

於
テ

由
緒
ア
ル
コ
ト
ニ

御
座
候
、
但
近
代
ハ
両
部
習
行

〔
合
カ
〕

モ
雑
リ
候
ト
風
聞
候
、 

一、神
祇
伯
ハ
、
神
職
第
一
ノ
官
也
、
上
古
ハ
家
ヲ
定
メ
ズ
其
人
ヲ
ヱ
ラ
ミ
任
ゼ
ラ
レ

候
、
大
織
冠
モ
神
職
ヲ
ツ
ト
メ
ラ
レ
候
時
ハ
、
神
祇
伯
ニ

任
ゼ
ラ
レ
候
事
、
日
本

紀
ニ

見
ヘ
タ
リ
、
兼
延
吉
田
ノ
神
主
ト
ナ
リ
テ
ヨ
リ
三
四
代
モ
神
祇
伯
ニ

任
ゼ
ラ

レ
候
、
花
山
院
ノ
御
孫
清
仁
親
王
ノ
御
子
神
祇
伯
ノ
官
ニ

任
ゼ
ラ
レ
テ
ヨ
リ
以
来
、

此
家
代
々
神
祇
伯
ニ

任
ゼ
ラ
ル
、
今
ノ
白
河
是
ナ
リ
、
別
家
ノ
人
ノ
任
例
モ
少
々

ハ
コ
レ
ア
リ
候
ヘ
共
、
吉
田
ノ
家
ハ
伯
ニ

ハ
任
ズ
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
、
大
形
神
祇

大
副
ニ

任
ジ
候
、 

一、古
ヨ
リ
伊
勢
ヘ
ノ
勅
使
、四
家
ア
リ
、第
一
ハ
王
氏
ナ
リ
、白
河
コ
レ
ニ

准
ズ
ベ
シ
、

第
二
ハ
中
臣
ナ
リ
、
卜
部
ノ
同
流
ニ

テ
、
今
ノ
祭
主
是
ナ
リ
、
第
三
ハ
忌
部
ナ
リ
、

忌
部
ハ
神
代
ヨ
リ
神
道
ヲ
伝
フ
ル
一
流
ノ
家
ナ
リ
、
第
四
ハ
卜
部
氏
ナ
リ
、
吉
田

是
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
中
比
ヨ
リ
吉
田
ノ
家
ハ
伊
勢
ノ
勅
使
ヲ
勤
ム
ル
コ
ト
ア
タ
ハ

ズ
、 右

ノ
趣
ニ

候
ヘ
バ
、
吉
田
ノ
位
ハ
白
河
ヨ
リ
劣
リ
候
ヘ
ド
モ
、
神
道
ノ
伝
ヘ
候

事
、
吉
田
ニ

ハ
世
ニ

ヒ
ロ
マ
ル
神
書
モ
多
ク
候
、
白
河
モ
定
メ
テ
神
書
可
有
之

候
ヘ
ド
モ
、
世
ニ

ヒ
ロ
マ
ル
神
書
承
リ
及
バ
ズ
候
、 

一、今
度
吉

（
兼
連
（

田
ヨ
リ
出
サ
レ
候
證
文
ノ
内
ニ

、
永
和
元
年
ノ
綸
旨
ニ

、
天
下
ノ
諸
神
社

執
奏
之
事
ハ
、
延
長
五
年
聖
断
ノ
旨
ニ

任
ス
ト
コ
レ
ア
ル
事
、
慥
ナ
ル
様
ニ

キ
コ

ヘ
候
ヘ
共
、
本
文
炎
上
ノ
由
ニ

テ
、
関

（
鷹
司
房
輔
（

白
殿
御
承
引
ナ
ク
候
、
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バ
、
諸
社
執
奏
之
儀
モ
可
為
神
祇
道
之
事
候
ヤ
、

一、関
白
殿
ヨ
リ
両
伝
奏
ヘ
遣
ハ
サ
レ
候
御
状

是
ハ
、
吉
田
官
位
執
奏
之
證
文
慥
ナ
ラ
ズ
、
江
戸
ヨ
リ
ノ
御
條
目
ニ

モ
、
官
位

執
奏
之
儀
無
之
候
、
其
上
伝
奏
無
之
社
家
ハ
、
古
来
ヨ
リ
職
事
相
付
披
露
之
事

也
、
然
レ
バ
吉
田
望
申
ト
コ
ロ
過
分
ノ
由
、
モ
シ
新
規
ニ

仰
付
ラ
レ
候
ヘ
バ
、

吉
田
ヨ
リ
白
河
可
然
候
ト
ノ
由
、
且
又
吉

（
義
冬
（

良
・
寺
社
奉
行
口
上
ニ

テ
申
渡
候
儀
、

不
実
ノ
由
相
聞
候
由
、 

一、嘉
禄
三
年
ノ
綸
旨

是
ハ
、
西
三

（
實
教
（條

殿
ヨ
リ
飛
鳥
井
殿
へ
遣
ハ
サ
ル
ヽ
ヨ
シ
ニ

テ
、
内
膳
正
ヘ
写
シ

遣
ス
、
関
白
殿
付
紙
ニ

テ
、
神
道
ノ
證
據

ニ
ハ
ナ
ル
ベ
ク
候
ヘ
ド
モ
、
官
位
取

次
ノ
證
拠
ニ

ハ
ナ
ル
マ
ジ
キ
由
ノ
難
ア
リ
、 

一、神
祇
官

飛
鳥
井
殿
所
存
ハ
、
古
来
ヨ
リ
吉
田
ノ
預
リ
ニ

テ
候
ヘ
バ
、
執
奏
之
儀
モ
勿
論

ノ
事
ニ

テ
候
、
関
白
殿
ノ
難
ニ

、
神
祇
官
ハ
白
河
支
配
致
サ
レ
候
、
吉
田
ノ
預

リ
候
事
不
分
明
候
ト
ノ
由
、
数
通
ノ
問
答
有
之
候
、 

一、白
（
雅
喬
（

河
ヨ
リ
、
二
十
一
社
伝
奏
ノ
家
々
目
録
出
サ
レ
候
、 

一、関
白
殿
思
召
ノ
趣
ハ
、
当
今
御
幼
少
ノ
内
ハ
、
新
規
ノ
儀
ハ
延
引
、
御
成
長
被
成

叡
慮
決
断
ノ
時
、
御
沙
汰
可
然
事
、 

一、九
（
兼
晴
（

條
殿
・
二

（
光
平
（

條
殿
・
近

（
基
熙
（

衛
殿
何
レ
モ
、
吉
田
執
奏
ノ
儀
合
心
無
之
候
、
一

（
内
房
（

條
殿
ハ

御
若
輩
ノ
由
ニ

テ
、
有
無
ノ
沙
汰
ニ

及
バ
ス
、 

　
　
　勘

文

一、吉
田
ノ
社
ハ
、
清
和
天
皇
ノ
時
、
中
納
言
藤
原
山
蔭
建
立
ニ

候
、
此
時
ハ
雷
神
ヲ

崇
メ
申
サ
レ
候
、
延
喜
式
ニ

モ
、
卜
部
氏
ヲ
シ
テ
吉
田
ノ
社
ヲ
祭
ラ
シ
ム
ト
見
ヘ

候
、
一
條
院
ノ
御
時
卜
部
兼
延
ヲ
吉
田
ノ
社
務
ニ

任
ゼ
ラ
レ
シ
ヨ
リ
、
吉
田
ノ
社

内
ニ

春
日
ノ
社
ヲ
勧
請
シ
、
諸
国
ノ
諸
神
ヲ
合
セ
祭
ル
ト
申
シ
伝
ヘ
候
、
春
日
ハ

藤
原
ノ
氏
神
タ
ル
ニ

ヨ
リ
、
藤
原
氏
ノ
后
タ
チ
、
奈
良
ハ
道
遠
キ
ユ
ヘ
春
日
行
啓

ニ
准
シ
テ
、
吉
田
ヘ
御
参
詣
ニ

候
、
兼
延
ヨ
リ
以
来
六
百
年
ア
マ
リ
、
当
吉
田
マ

テ
相
続
ニ

テ
候
、 

一、天
照
太
神
ノ
御
時
、天
児
屋
根
尊
神
道
ヲ
ツ
カ
サ
ド
リ
タ
マ
フ
、大
織
冠
マ
デ
代
々

相
続
ナ
リ
、
大
織
冠
天
下
ノ
政
ヲ
執
タ
マ
フ
ニ

ヨ
リ
、
其
従
弟
意
美
麻
呂
ニ

神
職

ヲ
譲
リ
タ
マ
フ
、
大
織
冠
モ
意
美
麻
呂
モ
中
臣
氏
ニ

テ
御
座
候
、
大
織
冠
ハ
藤
原

ノ
姓
を
賜
リ
候
へ
共
、
意
美
麻
呂
ハ
其
マ
ヽ
中
臣
氏
ニ

テ
神
道
ヲ
相
続
ス
、
意
美

麻
呂
ヨ
リ
五
代
平
麻
呂
ニ

至
テ
、
始
テ
卜
部
姓
ト
ナ
ル
、
卜
部
氏
神
職
相
伝
ハ
神

代
ヨ
リ
ノ
事
ニ

テ
、
兼
延
以
来
吉
田
ノ
神
主
相
続
候
ヘ
ハ
、
神
道
ノ
正
流
ニ

於
テ

由
緒
ア
ル
コ
ト
ニ

御
座
候
、
但
近
代
ハ
両
部
習
行

〔
合
カ
〕

モ
雑
リ
候
ト
風
聞
候
、 

一、神
祇
伯
ハ
、
神
職
第
一
ノ
官
也
、
上
古
ハ
家
ヲ
定
メ
ズ
其
人
ヲ
ヱ
ラ
ミ
任
ゼ
ラ
レ

候
、
大
織
冠
モ
神
職
ヲ
ツ
ト
メ
ラ
レ
候
時
ハ
、
神
祇
伯
ニ

任
ゼ
ラ
レ
候
事
、
日
本

紀
ニ

見
ヘ
タ
リ
、
兼
延
吉
田
ノ
神
主
ト
ナ
リ
テ
ヨ
リ
三
四
代
モ
神
祇
伯
ニ

任
ゼ
ラ

レ
候
、
花
山
院
ノ
御
孫
清
仁
親
王
ノ
御
子
神
祇
伯
ノ
官
ニ

任
ゼ
ラ
レ
テ
ヨ
リ
以
来
、

此
家
代
々
神
祇
伯
ニ

任
ゼ
ラ
ル
、
今
ノ
白
河
是
ナ
リ
、
別
家
ノ
人
ノ
任
例
モ
少
々

ハ
コ
レ
ア
リ
候
ヘ
共
、
吉
田
ノ
家
ハ
伯
ニ

ハ
任
ズ
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
、
大
形
神
祇

大
副
ニ

任
ジ
候
、 

一、古
ヨ
リ
伊
勢
ヘ
ノ
勅
使
、四
家
ア
リ
、第
一
ハ
王
氏
ナ
リ
、白
河
コ
レ
ニ

准
ズ
ベ
シ
、

第
二
ハ
中
臣
ナ
リ
、
卜
部
ノ
同
流
ニ

テ
、
今
ノ
祭
主
是
ナ
リ
、
第
三
ハ
忌
部
ナ
リ
、

忌
部
ハ
神
代
ヨ
リ
神
道
ヲ
伝
フ
ル
一
流
ノ
家
ナ
リ
、
第
四
ハ
卜
部
氏
ナ
リ
、
吉
田

是
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
中
比
ヨ
リ
吉
田
ノ
家
ハ
伊
勢
ノ
勅
使
ヲ
勤
ム
ル
コ
ト
ア
タ
ハ

ズ
、 右

ノ
趣
ニ

候
ヘ
バ
、
吉
田
ノ
位
ハ
白
河
ヨ
リ
劣
リ
候
ヘ
ド
モ
、
神
道
ノ
伝
ヘ
候

事
、
吉
田
ニ

ハ
世
ニ

ヒ
ロ
マ
ル
神
書
モ
多
ク
候
、
白
河
モ
定
メ
テ
神
書
可
有
之

候
ヘ
ド
モ
、
世
ニ

ヒ
ロ
マ
ル
神
書
承
リ
及
バ
ズ
候
、 

一、今
度
吉

（
兼
連
（

田
ヨ
リ
出
サ
レ
候
證
文
ノ
内
ニ

、
永
和
元
年
ノ
綸
旨
ニ

、
天
下
ノ
諸
神
社

執
奏
之
事
ハ
、
延
長
五
年
聖
断
ノ
旨
ニ

任
ス
ト
コ
レ
ア
ル
事
、
慥
ナ
ル
様
ニ

キ
コ

ヘ
候
ヘ
共
、
本
文
炎
上
ノ
由
ニ

テ
、
関

（
鷹
司
房
輔
（

白
殿
御
承
引
ナ
ク
候
、
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愚
按
ヲ
以
テ
見
候
ヘ
バ
、
此
綸
旨
、
私
ニ

作
リ
候
モ
ノ
ト
ハ
存
ゼ
ラ
レ
ズ
候
、

但
時
代
ヲ
以
テ
考
ヘ
候
ヘ
バ
、
延
長
五
年
ニ

ハ
卜
部
イ
マ
ダ
吉
田
神
主
ニ

ハ
成

不
申
候
、
然
レ
バ
吉
田
ノ
證
文
ニ

ハ
成
ガ
タ
ク
候
ハ
ン
カ
、 

一、吉
田
ノ
家
神
道
長
上
ト

申
事
ハ
、
兼
延
以
来
代
々
此
職
ト

称
ス
ル
コ
ト
、
卜
部
系

図
ニ

見
ヘ
申
候
、
朝
野
群
載
ニ

モ
、
卜
部
氏
亀
ト
長
上
ト
コ
レ
ア
リ
、
長
上
ト
申

候
ヘ
バ
、
神
道
ノ
事
ヲ
ツ
カ
サ
ド
ル
コ
ト
ハ
勿
論
ノ
様
ニ

存
ジ
候
、
但
シ
天
下
ノ

諸
社
官
位
取
次
ト
申
ス
文
言
ニ

相
応
ス
ベ
キ
ヤ
否
ヤ
ハ
、
了
見
難
決
候
、 

一、諸
社
伝
奏
ノ
事
ハ
、
応
永
以
来
ノ
事
ト

飛
（
雅
章
（鳥

井
殿
申
サ
レ
候
事
ハ
如
何
ニ

存
候
、

旧
記
ニ

モ
、
大
臣
納
言
ノ
人
伊
勢
ノ
上
卿
・
伝
奏
ノ
事
粗
見
ヘ
候
、
関
白
殿
ノ
仰

ノ
通
、
尤
ニ

存
ゼ
ラ
レ
候
、 

一、昔
ハ
神
祇
官
ニ

テ
大
小
ノ
神
事
執
行
ハ
レ
候
、
近
代
神
祇
官
コ
レ
ナ
キ
ニ

ヨ
リ
、

吉
田
ニ

仮
ニ

神
祇
官
ヲ
立
ラ
レ
候
事
必
定
候
ハ
ヽ
、
禁
中
方
ノ
神
事
吉
田
ニ

テ
執

行
ハ
レ
候
事
、
尤
可
然
存
候
、 

一、延
喜
式
幷

三
代
格
ノ
内
、
神
社
ヘ
ノ
下
知
、
或
勅
宣
、
或
ハ
大
臣
ノ
承
リ
ニ

テ
候

ヘ
バ
、
大
社
ハ
勿
論
、
小
社
ノ
神
主
官
位
モ
容
易
カ
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
ヽ
存
ゼ
ラ

レ
候
、
又
朝
野
群
載
ニ

、
白
河
院
・
堀
河
院
ノ
時
、
筑
前
国
宗
像
大
宮
司
・
香
椎

宮
大
宮
司
共
ニ

直
訴
ニ

テ
、
上
卿
・
職
事
・
官
務
沙
汰
候
ヲ
、
官
符
ヲ
下
サ
レ
補

任
候
ト
見
ヘ
候
、
如
此
例
ニ

テ
推
ト
キ
ハ
、
二
十
一
社
幷

吉
田
書
出
シ
ノ
外
ニ

モ
、

大
社
ハ
卜
部
ノ
取
次
ト
ハ
見
ヘ
不
申
候
、
但
是
ハ
六
百
年
計
以
前
也
、
応
仁
以
後

ハ
公
家
方
衰
微
ニ

テ
儀
式
疎
ニ

候
ヘ
バ
、
諸
国
小
社
ノ
禰
宜
ド
モ
吉
田
ヘ
参
リ
神

道
ヲ
習
ヒ
候
ツ
イ
デ
、
相
応
官
位
ノ
取
次
ヲ
モ
賴
ミ
候
ナ
ラ
ハ
シ
ニ
ナ
リ
候
カ
、 

右
九
ヶ
條
、
雙
方
ヨ
リ
ノ
御
書
付
ノ
内

ニ
ツ
イ
テ
、
愚
存
大
概
如
此
御
座
候
、 

　延
宝
二
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　弘

文
院

　
　

　
　
　別

紙
愚
見

一、寛
文
五
年
七
月
十
一
日
、
吉
田
ヘ
下
サ
レ
候
御
條
目
ニ

モ
、
無
位
ノ
社
人
装
束
許

状
ノ
事
バ
カ
リ
ニ

テ
、
官
位
ノ
取
次
ノ
事
ハ
無
御
座
候
間
、
此
御
條
目
御
誤
ト
モ

申
ガ
タ
ク
候
ハ
ン
カ
、 

一、吉
良
若

（
義
冬
（

狭
守
、
寺
社
奉
行
口
上
ニ

テ
申
渡
シ
候
儀
、
虚
実
如
何
御
座
候
ヤ
、 

一、関
（
鷹
司
房
輔
（

白
殿
ノ
仰
ニ

、 

無
伝

　奏
社
家
者
、
以
旧
例
自
古
来
職
事
相
付
披
露
之
事
也
ト

ノ
儀
、
尤
ニ

存
ジ
奉
候
事
、 

一、戌
（
寛
文
十
年
（

ノ
年
ハ
、

　当
（
霊
元
天
皇
（

今
様
御
幼
少
ニ

テ
御
座
被
成
候
、
今
程
ハ
御
成
長
ニ

テ
御
座
ナ
サ

レ
候
ヘ
バ
、

叡
慮
次
第
ト
仰
遣
ハ
サ
レ
候
ハ
ン
カ
、 

一、白
河
モ
吉
田
モ
神
職
ノ
家
ニ

テ
候
ヘ
バ
、
伝
奏
コ
レ
ナ
キ
諸
社
官
位
ノ
取
次
、
幷

無
位
ノ
社
人
ノ
装
束
、両
家
相
談
ニ

テ
執

　奏
候
ヘ
、ト
新
儀
ニ

仰
付
ラ
レ
候
テ
モ
、

後
難
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ
カ
、 

　
　
　覚

社
家
位
階
之
事
、
先
規
ヨ
リ
伝
奏
有
之
ハ
勿
論
、
無
伝
奏
社
家
モ
、
吉
田
不
可
及

執
奏
、
雖
然
遠
国
ヨ
リ
吉
田
ヘ
頼
来
社
人
位
階
之
事
ハ
、
吉
田
ヨ
リ
職
事
マ
デ
申

入
相
調
可
然
候
、
無
位
無
官
ノ
社
人
之
装
束
ハ
、
吉
田
ヨ
リ
可
有
指
図
者
也
、 

　
　寅

八（
延
宝
二
年
（

月
十
七
日

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
林 

春
齋
）

（
二
〇
〇
八
年
六
月
一
七
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
七
月
二
九
日
審
査
終
了
）
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The Campaign by the Yoshida Family for Shisso for Hereditary Shrine Families 
Centering on the Dispute of 1669

HASHIMOTO Masanobu 

The Urabe Yoshida family made use of the jinja jomoku (shrine regulations) issued by the Edo bakufu on 

July 11, 1665, by seeking to issue Shinto saikyojo (licenses pertaining to ceremonial matters) and shisso (imperial 

transmission certificates) bestowing official ranks in order to put the shrines and priests in Japan’s provinces 

under its control. Article Three and Article Two of the jinja jomoku served as the basis for their actions. However, 

their authority was limited as there is no mention of the special status of the Yoshida family in the text of Article 

Two.

Therefore, as a result of the Yoshida family’s application in October 1668 for authorization for the right to 

issue shisso bestowing official ranks to hereditary shrine families, the bakufu convened the Kyoto Shoshidai and 

referred the matter to the imperial court for deliberation. A fierce dispute erupted between Takatsukasa no Fusa, 

the Kampaku of the time, and Asukai Masaaki, a high ranking official who acted as an intermediary between 

the bakufu and imperial court and who supported the Yoshida family. The imperial court was unable to reach a 

consensus, so in August two years latter the matter was referred to the bakufu for a decision. Some four years 

later, in 1674, the bakufu arrived at its conclusion. The decision was written in a report entitled “The 1669 Yoshida 

Dispute.” The bakufu entrusted the Confucianist Hayashi Harukatsu (Kobunin) to make a proposal concerning 

this incident, which is contained in what is known as the “Yoshida Kanmon” (“Yoshida Proposal”).

This paper examines the “Yoshida Kanmon” in detail, and by shedding light on the dispute reveals the Yoshida 

family’s plans for conferring official ranks on hereditary shrine families and the responses of the imperial court 

and the bakufu, thus re-examining the principles of jinja jomoku.

In this incident the bakufu reveals its decision through the Kyoto Shoshidai. But rather than being a complete 

denial of the wishes of the Yoshida family, the decision marked a shift in the policies of the bakufu. The Yoshida 

family continued to make assertions concerning the matter of issuing shisso granting official ranks to hereditary 

shrine families after the decision, and the bakufu made some subtle changes to its handling of the matter. Lastly, 

this laid the cornerstone for major trends up to the end of the bakufu.


